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略号

九 州 大 学 岡 野 潔

AvS=AvadanaSataka

Kalpalata=Bodhisattvavad加akalpalata

RAM=Ramavad5nam51Z

R15=thechapterl5oftheRamavadanamala

S30=thechapter30oftheSubhaSitamaharamavad加amZlZ

SMRAM=Subhasitamahgram3vadnnam副河

本論文は中世インド・ネパールの韻文仏教説話集成の研究として、第一部で、前号に

引き続きll世紀カシュミールの詩人KsemendraのBodhisattvavadanakalpalata(『菩薩の

アヴアダーナの如意鬘』）の二つの章、第78章Sakracyavanavadana(シヤクラの死没の

アヴアダーナ）と第79章Mahendrasenavad加a(マヘーンドラセーナ王のアヴアダーナ）

の校訂と翻訳を行う(1)。

第二部では、中世ネパールのアヴァダーナ・マーラー文献に属する、餓鬼女

(pretika)についての二つの話（アヴァダーナ）を校定し、和訳する。二つの話とは

Subhasitamaharatnavadanamala(『善説・偉大な宝珠アヴアダーナ集成』）の第30章

Jatyandhapretikavadana(生盲餓鬼女アヴァダーーナ）ならびにRamavadanamala(『宝珠ア

ヴァダーナ集成』）第15章Pretikavadana(餓鬼女アヴァダーナ）であり、どちらも

AvadanaSataka(梵文『撰集百縁経』）からの韻文再話文献である。それぞれ

Avad珈aSataka第47章と第44章に基づいているので、それらの章の内容との比較も行い

たい。

第一部

Avadanakalpala樋第78章Sakracyavanaと第79章Mahendrasena

(1)マールブルクのMichaelHAIM教授と出本充代博士は、第一部のKalpala圃第78章と第79章な

らびに第二部のSMRAM第30章の原稿を入念にチェックをして下さり、多数の修正意見を下さっ

た。今年は特に状況が困難であったにもかかわらず貴重な時間を割いて下さったお二人の御親切

に心から御礼申し上げる。
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第1節第78章SalKracyavan罰Ⅷ曲na「シヤクラの死没のアヴアダーナ」

この第78章のアヴアダーナは阿含・ニカーヤ聖典から派生した説話であり、並行話と

して次のものがある(2)：

(1)パーリ長部『帝釈の問いの経』、[DNNo.21]Sakkapafiha-sutanta,DN,n,263-289.

(2)大正No.l長阿含経巻十、(14)釈提桓因問経、T162b-66a.

(3)大正No.15帝釈所間経、宋法賢訳、T1246c-250c.

(4)大正No.26中阿含巻三十二、(134)釈問経T1632c-638c.

(5)大正No.125増一阿含巻二十四（善聚品第三十二）、(6)経、T2677b-679a

(6)大正No.203雑宝蔵経巻六、(73)帝釈問事縁、側476a-478b.

(7)大正No.2087大唐西域記巻九、T51,925a.

(8)梵文の阿含経SakrapraSnasmaの中央アジア写本断片:E.WALDscH皿DT(1932):

BMc伽蹴cke加成〃S伽c舵7･S"""α"s叱加Ze"mJns加応Che〃Sα"sk減'畑"o",meinereSanskrit-

T℃xteHeftW,Leipzig,1932,S.58-113(SakrapraSnasma);E.WAIDscln凪DTetal.,Sα"

s航r加加加"Mど〃α腿s庇〃加施碗"dｾ",I409,581;V1151+W1415R2-5,V1421,1422;VH

1687B.

Kalpal噸の本説話の内容は、阿含・ニカーヤ聖典の『帝釈の問いの経』と密接に関

連するが、しかしKsemendraが本説話の作成に際し、どこかの部派のその阿含・ニカー

ヤの経典を直接見て作成したとは思えない。むしろ聖典の註釈的説明の伝統に由来する

未知の説話をKSemendraは利用したのであろう。つまり本説話の源泉資料は、聖典

の『帝釈の問いの経』というよりも、聖典から派生して後代に作られた或る説話であっ

たと思われる。

Kalpal噸の本説話と『帝釈の問いの経』の間には多くの共通する要素がある。洞窟

中で火界定に入られている釈尊をインドラ神力訪ねたこと、釈尊に来訪を告げる前にイ

ンドラ神の要請でガンダルヴァの子パンチャシカがヴィーナー（琵琶）を演奏しながら

歌ったこと、また経の最後でインドラがお礼としてパンチャシカをガンダルヴァの娘と

結婚させたこと、またインドラが釈尊の教えを聴聞して法眼を生じ、釈尊に帰依したこ

と、などである。

Kalpala塩の本説話と大きく違っている点もある。聖典の中核部分はインドラとの哲

学的な対話にあるといってよいが、その部分が本説話では全く省かれている。また本説

(2)このインドラの説話に関連する欧文論文の書誌情報は次を参照:LesheGREY(1994):A

⑰"CO'血"ceqfB"〃""BjrrhSm"",secondedition,Oxford,pp.115-116(s.v.hdra).
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話では、インドラが死没の兆候たる五衰を感じて、己の天界からの死没が間近であるこ

とを知って苦悩し、それを免れるために釈尊に救いを求めて来る。インドラのこの苦悩

と救済の願いこそが、本説話が物語として成立するための最重要な要素なのであるが、

聖典の『帝釈の問いの経』にはこの死没の苦悩の問題が明確に表現されていない。聖典

ではインドラに、釈尊に会わんとする「熱意が生じた」(ussukkamudapadi)と語るだ

けで、釈尊訪問の特別な動機力説明されていない。聖典が成立した時期にはその動機が

まだ明確な形を取っていなかったのであろう。本説話にあるような、死の前兆を見て間

近に迫った死没への恐怖がインドラを聴聞に駆り立てた、という説明は、むしろ聖典に

対する解釈の伝統において、生じたものであろう。実際にパーリの『帝釈の問いの経』

に対するアッタカターでは、インドラが釈尊を訪問した直接の動機が、五つの前兆

(paficapubbanim倣珈i)を見たことによる死への恐怖であったことが説明されてい

る(s"'"cwigzzIUM励加ZPrS版697-698;ビルマ版Ⅱ,290;この註釈の箇所の和訳は片山

一良(2004)：『長部大篇Ⅱ』、大蔵出版、353頁）。アツタカターにおけるこの、五

衰を見たから、という注目すべき説明は、パーリ上座部の註釈の伝統に限られるもので

はなく、インドの別の部派伝承にもあったことが、Kalpal狐の本説話から私たちは確

認出来るのである。恥emendraに説話の原話を提供したと思われる西北インドの小乗部

派の伝承でも、パーリ上座部のアッタカターと同様に、『帝釈の問いの経』に関連して

インドラの五衰の苦悩が来訪の動機として説明されていたのであろう。その解釈の伝承

に基づいて、本説話が成立した。本説話はパーリのアッタカターとインドの部派の伝承

との間でどこかの時代に交流があったことの証拠となるものである。

インドラが五衰に苦悩するという説明が註釈文献で出てきたのは、聖典の『帝釈の問

いの経』のテキスト内容と全く無関係なわけではなく、恐らく聖典の終わり近くにある

一連の韻文の内容がヒントになってその延長上に、インドラの五衰と死没の恐怖、そこ

からの救済の物語が作られたのではないかと思われる。それは、パーリ長部の経では、

世尊の説法を聞いた後に六つの事由（果報）を得て感激したインドラが、六つの事由を

六詩節として述べる箇所である(DN,n,285-287)。その六つの事由は、要約すれば、

ここでインドラ神として生存している自分が今や再び別の生を得たこと（第一の事

由）、このインドラ神の生を捨てて神々の世界から死没して人間の母胎に入ること（第

二の事由）、人間として仏の教えに親近して正覚を得ること（第三と第四の事由）、後に

その人間の生を捨てて神々の世界に戻り神々の長インドラになること（第五の事由）、

また最終的にはインドラの生存よりも高い有頂天に行くこと（第六の事由）である。

（ただし第四の事由でインドラが人間になって修行し正覚を得るなら、再びインドラに戻る必要

がなくなるので、最後の第五と第六の事由は、もしも人間界に下って僧になっても解脱が得られ

なかった場合のことを述べている、とこの詩を解釈することも出来る。正覚sambodhiの解釈が

問題となる。）聖典の六詩節はやや暖昧な内容であることから、後代にはその詩の解
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釈・説明が必要となり、インドラが神の生を捨てて死没して、人間に生まれ変わって出

家し悟りを得た後に、また再び神の世界に戻ってインドラになり、最後にはさらに上の

世界に行く、といった内容のストーリーが解釈として出来て、その詩の解釈から更に、

人間に生まれ変わって僧として修行することが省かれて、インドラは死没して再びイン

ドラに生まれるという本説話のような形に話が若干変わったのではないだろうか。

またこのインドラの五衰とその救済に関するストーリーの成立については、別の阿含

経典との関係も考慮しておく必要がある。増一阿含巻二十四（善聚品第三十二）にある

一経(T2677b-679a)は－パーリ聖典にはそれに相当する経を欠いているが一三十

三天の或る神が味わう五衰の苦悩から話が始まる。その苦悩する神はインドラに相談

し、インドラはその神に対して仏法僧に帰依するように勧める。その神は死ぬ前に三宝

に帰依し、人間に生まれ変わって釈尊のもとで修行する誓いを立て、それから死んで人

間界に下生して、インドラの導きにより舎利弗のもとで出家し、阿羅漢となる。増一阿

含のその経に見られる、五衰の苦悩から始まる話の展開は、インドラ本人という設定で

はないものの、間接的には、『帝釈の問いの経』におけるインドラの釈尊訪問の理由の

伝承と関連してくるのではないかと思われる。増一阿含のその経でインドラが担う助言

者としての役割は、Kalpal湖の本説話ではインドラの妃シャチーが担うことになる。

インドラの釈尊訪問の理由は死への恐怖であったという註釈の解釈に関して、もう一

つ、注目すべき伝承がある。かつてインドラが他の沙門・婆羅門を訪れて質問したこと

があったという段落の箇所で、漢訳長阿含の釈提桓因経には次の文がある：「世尊、我

復於後時、見諸大神天自窓五欲已、漸各命終。時我、世尊、懐大恐怖、衣毛爲

竪。」(T165a27-29)。この文では、偉大な神々が欲望を窓にしつつ、やがてそれぞ

れが死んでゆくのをインドラは見て、その時大恐怖に襲われ、身の毛もよだつほどで

あった、という過去の体験が、インドラの口から語られる。この聖典の文から、今回の

インドラの釈尊訪問の動機も、実はその時に引き起こされた死への恐怖によるもので

あったという解釈が出てくる可能性は大いにあると思う。この長阿含（法蔵部伝承）の

文は、パーリ長部の『帝釈の問いの経』には相応文が無い文なのであるが、それと同様

な文は中阿含（有部伝承）の釈問経にも見出せる：「大仙人、我等放逸、行放逸已。大

威徳天子於極妙虚即便命終。大仙人、我見大威徳天子於極妙虚即命終時、便生極厭、身

毛皆竪。莫令我於此虚速命終。」(T1637b6-10)。また雑宝蔵経にも相当する文が存

在する：「諸大威徳天福壼命終。我時恐怖。」(T4477c21)。宋の法賢訳の帝釈所問

経にも相当文が有る(T1249cl-3)。これらの伝承においては、インドラの死への恐怖

は他の神々が死んでゆくのを見て引き起こされたものであり、本説話のようにインドラ

自身に出現した五衰によって引き起こされたものではない点が違っている。このように

北伝の阿含の伝承では、インドラの周囲の神々が死んだことを見て引き起こされた死へ

の恐怖がインドラの他の沙門婆羅門訪問の動機であったことを説く文が、聖典のテキス
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ト内に存在していたことに注意する必要がある。その、かってインドラが感じた死への

恐怖を語る文が、今回のインドラの釈尊訪問の動機をも説明するものとして聖典解釈学

で解釈されていったとしても、それは北伝の伝統ではごく自然な流れであったろう。

このように聖典解釈学における、インドラの釈尊訪問の具体的動機が死没への恐怖で

あったという説明が、パーリ上座部の聖典内では上記の「六つの事由」の詩節の解釈か

ら派生したとしか説明できないのに対して、北方の阿含ではそれに加えて、同じ聖典の

別の箇所にも、その「死没への恐怖から」という解釈を生じさせる根拠となる文が存在

することになる。そのため、パーリのアッタカターの「五衰を見たから」という説明

は、実は北方の阿含伝承から生まれた解釈がパーリ上座部に輸入されたものではない

か、と疑うことも無理ではない。

本説話の最後に置かれたインドラの前生の話（第28～29詩節）は、昔ショーバーヴア

ティーという都のショーバという名の王が、クラクチャンダ仏の塔を作らせたため、そ

の福徳と誓願の力により次の生でインドラになったことを説明する。このインドラの過

去世の因縁讃は、仏塔建立の福田信仰と誓願(prapidhana)の思想から生じたことは明

白であり、この話が比較的新しい時代に成立したことを証拠立てると思われる。少なく

とも阿含・ニカーヤ聖典にその前生話の典拠を得ることは出来ない(3)。

Kalpal噸の本説話はわずか29詩節から成るが、以上のように、本説話を作り上げた

背後の伝承を考察する出発点として見る時、興味が尽きない。では、以下に梵文と蔵訳

の校定テキストを挙げる(4)。蔵訳テキストで、ネパール伝承の梵文と相違する注意すべ

き箇所は太字にした。

〃

78Sakracyavanavadana

Q:Ge287b7-289a4D:Khel73al-175b40:Ge287b7-289a4N:Ge257b3-258b6

G:Ge363a2-364b4T:484al-486a4

Skt・Mss.:A*311b2-*313a3;E77b5-79al;B92bl-93alO

(3)初期仏教聖典における、インドラが前生でなした福徳行為の記述は、パーリ聖典の相応部の

サツカ相応の中の経(SN,I,229[Deva(2)1;雑阿含経巻四十、1106経、n290c-291a)に見られ

る。そこでは前世に様々な物を施した功徳と七誓戒によってインドラに生まれ変わったと説く。

(4)使用した略号は前号通りSTRAuBE(2006)に従う:D=D"ge;Q=Peking;N=Narthang;G=

Ganden(orGoldenTanjur);T=ダライ・ラマ5世木版印刷版（梵蔵併記版);B=GNQ;6=DT;

Ed.=editioprmcepsofDas&Vidyabm§aga;deJoNG=J.W.deJONG(1979)など。ただし全部の版

GNQDTを意味する大文字のオメガの記号は私の作業環境では使えないので、単純にβdと記し

た。βとびを足せば全部の版になるからである。
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(1nMs.B,hesla-4careomitted.nlespacetheywomdhavecoveredisleftblank.)

uttmgaSmgamadhirohatikautukasya

te5mprabhavamammamahatammaharhan/

yepatayantyaSivasamSamanapragalbham

d興坤dayapranaymrmtridaSeSvare'pi"78.1"

1caSivasamSamana･]AET,confillmedbyTib.zhibannpazhibyed(=Skt.*aSi-

vasamSamana):aSirasamSamanao別.CfdeJoNG.

/{D173al,T484al}utmmga§抑gamapirohatikotUkasyateS町prabhabamahima

maha(tamD:nnT)maharhah/yepatayamtyaSiba§抑pamanapragalbhy抑蛎!imda

yaprali(yamD:yiT)mmmdaSeSvarepi/

三界の主宰神（神々の王インドラ）に対してすら、憐れみと愛情に溢れて、［彼の］

不幸を鎮めることに熱意ある視線を落として下さる偉大な方々（仏）がもつ、甚だ尊敬

に価する威力の偉大さは、驚異の高い頂点に昇る。

/gang*gisskabsgsumdbangphyuglaymgbrtsebadangldmpa'i//mgnizm

bammpazhibyedladpa'ltungbyedpa/

/chenpodedagrnamskyimthunicher!oschenponyid//dgemtshan*gyini

rtsemoshinmmthobadagtu'dzegs/

1agang*gis]excom:ganggiβづlldbangphyug]O:om.ellbrtse]O:rtsee.

1d*gyini]excom:gyisniβ⑥ll'dzegs]O:mdzesβ、

sabhasmampur豆§akrasmdivacyutilakSanam/

sp卿迦smhasanotsangenaratmpratyapadyata"78.2"

2aSakras]AET:SakrahEd.

/sabhaSrnajpuraSakrastidibacyutilakSapaih/spragiasimhasanotsamgenaratipra

tyapadyam/

かつて［神々の］集会場に坐るシャクラ（インドラ神）は、天界からの死没の様々な

特徴（前兆）に会い、王座の懐の中に居ても、楽しまなかった。

Note2b]神の死没の時に現れる五つの前兆（いわゆる天人五衰）については、パーリ聖典では

Itivuttaka83経(Cavamana)の記述があり、漢訳阿含では増一阿含巻二十四(T2677b-c)と巻二

十六(T2693c)と巻四十九(T2814c)の記述がある。

/brgyabymmdunsar'khodpasngon//mthorisnaslhungmtshannyidkyis/

/regcmgsengge'igdanstengdu//dga'barabtuthobmagyur/

2amdun]O:'dunB.
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suvarnaruciratasyamaulaumandaramalika/

apunyotsannatarunyaSlrriva皿珈誠myayau"78.3"

3ctarulya§繭]T:tarupyﾖ息蔽AE(alsopossible).

/subarmaluciratasyamaulaumandaramalika/upu9yotsannatanmya§面ribamana

tamyayau/

彼の頭頂に置かれた黄金に輝くマンダーラの花輪は［死没の前兆として］まるで不徳

により若さが減損したシュリー（繁栄の女神）のように萎れてきた。

/deyimgola*mandara'i//phrengbagserldanmdzespani/

/bsodnamsmaymbsgribspayi//langtsho'idpalbzhmnyamspargyur/

3a*mandﾖ】exconi:manda6:mandhaβ､3cmaym]6:nnpasellpayi]B:payisd.

3dtsho'i]6:mtsho'iB.

ya§血subhrevilopayatilaketasyacakrire/

apavadaivanavallpadamsvedodabmdavah"78.4"

/yaSahSundhebilopayatilakatasya,cakribe/apa{D173b}b圃曲ibanabahpadamsve

daudabindabah/

まるで［名声を稜す］悪声のように、彼の名声に輝く［額上の］ティラカを消失させ

るために、新しい汗の滴りが出るようになった。

/deyitlliglegragspalm//dkarlanyamsparbyaba'islad/

/mgulgyicmtmgsgsarpayis//ngansmrasbzhmdugnasdagbyas/

4crngul]6:dngule.

asannapatanasyathac伽asamsaktacetasah/

聴yaru"evaprayayautasyadnrataramdhrtiM78.S"

/asannepatanasyatha{T484b}cintasamsaktacetasaり/irgyam5ebaprayayautasyadn

rataramdhrtih/

近づく［天界からの］落下を心配すること(cinta)から心が離れない彼から、まる

で［それに］嫉妬した怒った女のように、心の堅固さが遠くへ去った。

/*danisemsnibsamspala//chagsshinglmnglanyegyurpa/

/deyibrtanpaphragdoggis//kllrosbzhmrabturmgbarsong/

5a*da]excom:deβ⑥IInisems]O:yisemsellbsams]O:basβ、5blmng]

BT:lhungD(alsopossible).5clxtan]B:bstanO.

§ucallparicitamd"vatamncecakitMacr/

Zsanne'snnnipatanecmtyatamavalambanam"78．6〃
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/SucaPparicitamdMvatamncecaki圃息a画/apannesm(nneD:nniT)patanecintyata

mabalambanam/

悲悩にみちた彼を見て、不安をいだいたシャチーは言った。「この落下（死没）が近

いなら、頼りになるものをお考え下さい。」

/myanganyongs'drisdemthongnas//jigspa'ibdesogskyissmraspa/

/ltungbadaglanyeba'dir//rtnennirabtubsamparmdzod/

6bbde】β:sdeO.6cnyeba]O:nyebare.

alanghyamnastilokeguvipadamitimScayalJ/

tavapijagatampatymyad加圃llkleSaviplu5ah"78.7"

/alamghyanastilokelunapadamtiniScayai/tabapijagatampatyuryadimakleSa

bipluSah/

「もし(yad)世界の主であるあなた様であっても、これら微量の煩悩を有しますな

ら、定めて、世の中の諸々の不幸から免れていることはないので式」

/jigrtnenmamslargudpa*yi//bgombyammpamedcesnges/

/gangzhignyonmongshgspa'di//'groba'ibdagpokhyodlayang/

7a*yi]exconi:yisβび.7I)bgom]D:bsgomBT.

sarvath豆仙aluvaimukhyadanvi¥yanvi5yayatnatall/

malladbhinsaligamicchantigugalubdhaivapadah"78.8"

8akhalu]T,confimedbyTib.ngespar:khal[u]A:khalaBE(=Ed.).8dlubdhalAT

(=Ed.):lbdh5BE.

/sarbbathakhalubaimukhyahdarthi5yarthi5yiyamatah/mahadbhihsamgamicchantigu

palubdhaibapadah/

「実にもろもろの不幸は、嫌悪（顔を背けた状態）から［振り向き］、懸命に(sar-

vatha)努力して探し求めつつ、まるで徳(g叩a)を欲するかのように、偉大な人々 との

交際を求めます。」

/ngesparmamkunphyirphyogspas//'badpayisnibtsalbtsalnas/

/1mngbayontanlasred*bzhin//chenpomamsdmgigrogspar'dod/

8bpayis]O:payiB.8c*bzmn]exconi(cfSkt・iva):cingβび.ISugg.HAHN]

8d'dod]O:mdzode.

avatrryasvayamtavajjambudVIPamtvayavibho/

mlgyatamSramanahkaScidvyasanerakSanakSamah"78.9"

9bjambu]T(=Ed.):jambnA:jambnBE.9cvibhoIBT(=Ed.):vibhohA:vimoE.
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/abamyasvayamtabtajambudVrpamtvayabibho/mrgyatamSmmagaPkaScidbasa

naraksanaksamah/

「主よ、まずはあなた様は自ら閻浮堤に降下して、苦難から護る力のある沙門をお探

しになって下さい。」

Note9dvyasane]このvyasaneをvyasana-と、複合語として読んだ方が意味的によい。しかし

pmaの第2音と第3音が短の連続になるという韻律上の欠点によりvyasaneのまま読む。

/kllyabbdagrangnyid'dzamghgdu//rezlligbobslakhyodkyisni/

/rgudpabsmngbarbzodpayi//dgesbyong'ga'zhigbtsalbarmdzod/

9akhyab]O:khyoda.9cbsrunglO:smngB(alsopossible).9dsbyong1び：

slongellbtsal]B:bstsalO.

prabhavavipulotkar5池§myanteSram伽ahkila/

yUjyantekuSalairevaye"mkuSalagaminah"78.10"

10bSrama叩魂]A(postcolr.)E:SravapaPA(antecorr.):Srava"B

/prabhababipulotkar5鋤sruyenta{D174a}Sramamhkila/yu5yantakuSalairebaye

SamkuSalagaminah/

「沙門たちは、すごく卓越した神力をもつことで聞こえているそうですb彼らのもと

では、幸せに進まんとする者たちが、幸せを持つに至っていますも」

/gangdagdgebasbgrodbyedcmg//dgebanyidkyissbyorbyedpa/

/dgesbyongmt加nirgyachezhing//kllyadpar'phagspagragspathos/

10abgrod]O:'groB.10csbyong]O:slonge.10dpalO:parB.

itipriyavaca"rutvatathetyuktvamarutpatm/

kSitmabhyetyapapracchaSram加珈kleSasamkSayam"78.11"

/itipriyabacahSrutvatathetyuktvamarudpati/kSitamabhyetyapapracchaSramapa

kleSasamk5ayam/

以上の愛しい女の言葉を聞いて、「そのようにしよう」と答えたインドラ神は、地上

に赴き、沙門たちに［彼の］苦悩の消滅を質問した。

/zhespadga'ma'itshigthosnas//debzhinzhessmraslhayibdag/

/salamngonphyogsnyonmongsni//jilbadgeslongrnamsladris/

11bsmras]B:smraび．
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/Sakraprapayamman℃叩ateprabhababhima(namD:niT)nij/babhnbu{T485a}mi-

jalibyagrastatpraﾘﾖmanatananah/

彼らは神力を自慢に思っているものの、シャクラに親愛を表するためだけに、彼に頭

を下げて拝礼し、一心に合掌した。

/brgyabymgyismdristsamgyis//mthuyismngonkhengsdedaggis/

/thalmosbyarbyasdenyidla//phyag'tshalbzhmrasbtudpargyur/

12adris]O:drie.12d'tshal]B:btsalO.

tekurvantiktllamrak9ammamevapranamantiye/

patir曲yatvetimarutambhagn丞血svapadamyay皿〃78.13"

13dbhagnaSaj]AT:magnaSanB:magnathajE.

/tekurbbantikathamrak"mamebaprapamantiye/pa(tirdhyaD:tilddhyaT)tvetimaru

tamabhagn誠心svapadamyayau/

「私にむかって平伏する彼らが、どうして私を護れようか」と、マルト神群の主（イ

ンドラ）は考えて、失望して、自分の住まいに戻った。

Notel3a-d]この第ll～13詩節の出来事に相当すると思われる記事が長部経典『帝釈の問いの

経』(scMAk叩伽加-s"""",DN,m,284)にある。インドラが釈尊を訪ねて質問する遥か以前に、

他の沙門・バラモンたちの所に行って質問した事があった。その際、インドラが彼らの弟子にな

ることはなく、逆に彼らがインドラの弟子になってしまったという思い出が、インドラの口から

釈尊に報告される。この出来事が少し違った形で変形して、本説話の第11～13詩節で語られる出

来事になったと思われる。

/gangzmgbdagnyidla'dudpa//de*yisjiltarsmngbyed!gyur/

/zhesbsamsmayibdagponi//rebanyamspaslanggnassong/

13b*yis]exconi:yiβoll'gyur]O:gyurB.13czhesbsams]O:cesbsame.

tatahsasugatamjfiatvasampraptaparamﾖmrtam/

pratyasannempataneparitranamammyata"78.14"

14Cnipatane]T:nipatineA(postcolT.):nipati..A(antecorr.):mpatiteB(=Ed.):m-

patitveE・CfdeJoNG.

/tatahsasugatamjnatvasalnpraptaparamamlFtam/pratyasannenipataneparitrapa

mamatyata/

その後彼は、善逝が至高の不死［の境地］を得ていることを知り、近づく落下（天界

からの死没）における救いであると［彼を］見なした。

/denasde*yisbdegshegsni//mchoggibdudrtsithobshesnas/

/ltungbarabmnyeba*na//yongssuskyobpadagtubsams/
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14ade*yis]exconi:deyiβび.14Cltungba]O:1mnglaBII*na]exconi:mβ⑥．

mdramalaguhagarbhastllitamso'thatatllagatam/

tejo曲豆msamapamlamyayaudraStumsahanugaih"78.15"

/indramalaguhagarbhasthitampothatathagatam/tejodhatusamapannamyayau

traStumsahanugaih/

インドラマーラ洞窟の内奥に居られる、火界定に入られている如来に会うため、彼

は供を連れて［そこに］赴いた。

Notel5amdramalag血司この洞窟の名は、パーリ聖典の伝承では王舎城の東方のAmbasan曲と

いう婆羅門村、その北のVediyaka山にあるhdasala-g血圃として伝わる(szz仙叩α苑加-皿"n"",DN,

Ⅱ,263）。また中央アジア・トウルファン写本断片では、IndraSailaguh豆と記されている(SHT,

Tel5,Nr.1151)。これは有部聖典の伝承であろう。古聖典のhdasala/mdraSailaの伝承から、

Kalpala直の伝えるこのhdramglaという伝承は外れているように思われるので、s副a→、副aと、

あるいはsaila→saila→、副aと、字が変わった可能性がある。ただしKalpal噸の蔵訳は梵文の

､副aの読みを支持する(dbangpo'iphrengba=mdmmala)。

/denasdeniljes'ixangbcas//dbangpo1iphl℃ngba'iphugnangna/

/debzhingshegspamekhamsla//snyomszhugsgnaspaltarusong/

15bphreng]BD:'phrengT.15dsnyomszhugsgnaspa]O:snyomsgnaszhugspa

NQ:snyomsgnaspaG.

guhantikamathasadyasasahay血息aciPatm/

ncepaficaSikhamnamagandharvasutamadar説〃78.16"

/guhantikamathasahyapahaSaCma{D174b}tistitam/iicepaiica(SrD:SiT)khamna

magandha肋haD:rbbaT)sutamadaraha/

インドラ神は供を連れて洞窟に到着すると、パンチャシカという名のガンダルヴァの

子に鄭重に語った。

/denasbdesogsbdagpodes//'phrallaphugdangnyebarpllym/

/zurPhudhgapazhespayi//driza'ibulaguspassmras/

16dsmras]B:smraO.

Notel6abdes"'phralla]梵文sasahayakah「供をつれて」の語が蔵訳と一致せず、蔵訳は

sasahayahの語をdes!hralla(=Skt.*sasahasa)と読んだ可能性がある。また梵蔵併記版の蔵字梵

文のp油bはpahaSacIpatistitahと伝承され、ネパール写本梵文のpadabとうまく合わない。

元のチベット伝承の梵文の読みが乱れていたのではないか。

t可o曲amsamapannambhagavantamtathagatam/
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svakal政剛salenatvamprabodhayitumarhasi〃78.17"

/tejodhamsamapannaInbhagabantamtathagatam/svakalakauSalenatvamprabo

jhayimmarhasi/

「火界定にお入りになっている如来を、君は技芸における熟練［のわざ］で［瞑想よ

り］覚醒させてください。」

/debzhingshegspabcomman'das//meyikhamslasnyomszhugspa/

/khyodmranggisgyurtsalla//mkhaspasrtogsparbyabar'os/

17drtOgsparle:rtogspaO.

upasarpatyakaleyahpraviSatymiveditall/

肌盃sayajiiahsasatamavamanasyabh司加am"78.18"

18bpraviSaty]E(=Ed.),confilmledbyTib.nangiug:pratiSatyA:prabhipatyT:

pravisatyB.

/uparyyaryyatyakaleyahprabhipatyanibeditaP/a順sayajfiaisapatamabamana

syabhajanam/

「知らせずに、適切でない時にやって来て、［ずかずか］入り込む、［人の］気持ち

を察しない者は、気高い者たちからの軽蔑の器となりますも」

/gangzmgdusmmnyerbgroddang//mabrjodparninangiugdang/

/bsampashespammpade//dampamams*kyismadpa'ignas/

18abgrodlO:'gode(alsopossible).18bparnilO:parmNQ:parnnG.18d

*kyi]exconi:kyisβび.[Sugg.HAIm]

ityuktahsurarajenadhrmangandharvadarakah/

vamryadanJamakarodVmmsusvarasgranam"78.19"

/ityuktahsurarajenadhr(marggandharbhaD:mangandharbbaT)darakah/baidiirya

dan"makaraPdbmamsusvaraparaリヨm/

と、このように神々の王が語ったので、賢いガンダルヴァの子は、瑠璃製の溌をもつ

ヴィーナー（琵琶）から、美しい音色を響かせた。

/zhesbrjodmayirgyalpoyis//blogrosldmpadriza'ibu/

/baiJnryayidbyugpacm//rgyudmmgsgrasnymlendubcug/

19cjmyayi]O:jnrya'iβ､19dmang]O:mangsB(alsopossible).

svabhavama曲Ⅲodararamyabllinsmtigitibhih/

savibodhyajmamcakredars肌avasaramhareh"78.20"

20bmmyabhip]T:rammyabhiB:ramyabhiAE.
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/svabhabamadhurodha{T485b}raramyabhihsmtigrtibhih/sabibo曲yajinamcakre

darSanabaparamhareh/

本性として甘く美しく快い［性質の］讃と歌によって、彼は勝者を目覚めさせ、イン

ドラに会う機会を作った。

/rangbzhmgyissnyanyidduiong//bstoddbyangsdgaibadangbcaspas/

/deyisrgyalbasadbyaste//iphrogbyedltaba'igoskabs*byas/

20cdeyis]6:deyiB.20d*byas]exconi(cfSkt.cakre):phyeβび.[Sugg.HAM]

mtatlpraviSyasugatamdevainsahaSatakratun/

dadarSahar9aj加加amvar5antampraSamamrtam"78.21"

21dvargantam]A:var5anamB:var5amnamE.

/tata巾prabiSyasugatamdebaisahaSatakramh/dadarSaharSajananabar9antampraSa

mamrtam/

それから神々を伴ってインドラは中に入り、歓喜を起こさせる寂静の甘露を雨ふらせ

ている善逝に会った。

/denashadangbcaspayi//mchodsbymbrgyaparabzhugste/

/rabzlli'ibdudrtsi'ichar'bebspa//dgaibaskyedbyedbdegshegsbltas/

21czhi'i]O:Zhie.21dbltas]O:1hase.

sapranam肋ataMasturnakhadarpalJamaljanam/

cakaramaulnmdaramakarandenapadayon"78.22"

22abSasturna･]exconi(Ed.):Sastunna｡ABET.

/sapra"mahSastunakhadarppallam苅圃nam/cakaramaulimandaramakarandena

{D175a}padayoh/

彼は頭を下げて頂礼したが、［それは］頭冠のマンダーラ樹（天界の木）の花汁に

よって、師の両足の鏡の如き爪を拭き浄め［るかのようであつ］た。

/phyag'tshalrabmbtudpades//mgoyi*mandaraba'iros/

/stonpa1izhabskyisenmoyi//melongdagnirabtuphyis/

22ades]O:dee.22b*manda]exconi:mandaO:mandhaellros]B:gosO.

tatastasyapravi"asyaprasadamvidadhejmalj/

*satyasyadarSanadyenadhannacakSurbabhnvasah〃78.23"

23c*satyasyadarSanad]exconi:satyadarSanadAT(metre!):tatsatyadarSanaBE:

satyasamdarSanadEd.
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/tatastasyaIxabiSiasyaprapadambidadhejinah/satyadarSanadyenadharmmana

cakSurbabhnbapah/

そして［中に］入ってきた彼に、勝者（仏）は恩恵を授けた。それにより(yena)彼

は真理を見たゆえ、法の眼となった。

Note23c*satyasyadarSanad]ネパールの貝葉写本Aならびにチベットに伝わった梵語写本の

蔵字音写Tには、どちらもsatya曲sanadとl音が欠けていた。その’音の欠損を修復する試みと

してネパールの新しい紙写本BとEはtat-を付け足したtatsatyadarSanaという読みを伝えてい

る。Das本がそれらのネパール写本の読みを採用せずに、sam-を挟んでsatyasamdarSanadとして

いるのは恐らくconjectureとしての読みであろう（特に注記をしてない）。しかし私はl音を補

うなら*satyasyadarSan弧と読む。tyaとsyaの字が似ているために起こったhaplogaphyであろ

う。

Note23d]Kalpala直の「法の眼となった」という表現に相当するのが、パーリ長部『帝釈の問

いの経』(DN,m,288)の、「サッカに無塵にして無垢の法眼が生じた」(sakkassadevanamm-

dassavirajamVitamalamdhammacaMhumudapadi.)という表現である。また中央アジア出土梵文写

本でもほぼ同じ文が見られる:Sakrasyadevendrasyavirajovigatamalam曲annesu曲armacaksurut-

pannaIp[…I(WALDscH皿DT(1932),S.111),

/denasrabzllugsdelam//ganggisbdenpamthongba*las/

/choskyimgni'byunggyurpaii//bkaidrinrgyalbadeyismdzad/

23b*laslexcom:laβび.23cgyurpa'i]O:'gyurba'ie.23drgyalba]B:rgyaspa

Olldeyis]O:deyiβ、

paricyutahsasahasasvamevasanamaptav加／

tenap叩yaprabhavenapras加tacyutilakSanah"78.24"

24dma§加tacyutilakSap山]T:Wa§加taScyutilakSapajABE(=Ed.)[Sugg.HAIm]

/paricyutaUsasahasasvayabebasanamapta(banaD:b加_T)/tenapu9yaprabhabe

1ama息珈tacyutilak5apaU／

ただちに［天界から］死没した彼は、自分の［インドラの］座を得た。彼の［得た］

福徳の力により、死の兆候は消えた。

Note24asahas司出本充代博士のご教示によれば、仏の教説を聞いて預流を得るなどをして、次

生にもっと善い生存状態に生まれ変わるための強い業因を得ると、その者はすぐ・に死没して、今

の悪い生存状態を速やかに脱することがある（特にAvadanaSatakaなどの文献）。

/yongslmngde*yis'phrallam//ranggistannyidthobpargym/

/bsodnamsmthumdedaggis//ltungba'imtshannyidrabtuzlli/

Z4a*yis]exconi:yiβび．
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yav"jiVamsasugatamSaranyamSaranamgatah/

atikranto'hamityuktv豆伽、5mmtryayayaudivam"78.2S"

25dyayau]BET:samayayauA(metle!).

／yab薊rbamsasugatamsara叩yamsarapamgatah/atikr園ntohamtyuktvatamamam

ttryayayaudibam/

帰依に値する方である善逝のもとで、彼は生が続く限りの帰依［の誓い］をした。

「私は［苦難を］免れました」と告げて、別れの挨拶をして、天界に去った。

/jisrid'tshobarbdebargshegs//skyabs,osdelaskyabssusong/

/bdagmrabtharcesbIjodnas//delaZhusnasmthorissong/

25bSkyabs]O:skyabB.

Note25bdela]この訳語delaは梵語の*taInを推測させるが、梵文のpadaaを見ると*tamでは

なくsaとなっており、格が合致しない。このsaが求める訳語はde*yisである。

laⅢﾖmmmburusutamdadaupaficaSikhayasah/

rnavathlrutec伽3mupakarakanansatam"78.26"

26ccintamlA(=Ed.):c坤樋mmBE.26dsatam]A(=Ed.):smmBE.

/lam面mmmburusutamdadaupancaSi仙豆yapaU/ripabatkurutecmtamupakarakapa

patam/

彼はパンチャシカに、［ガンダルヴァの］トゥンブルの美しい娘を与えた。善人たち

においては、ささやかな親切を得た時、まるで負債のように、それは［人を］世話する

ことを引き起こすものだ。

/tumbumyibumomdzes//zmphudmgapaladesbym/

/damparnamsniphanpa'icha//bulonbzhindusemsparbyed/

26aburu]NQ:buraO:burubG.

§akrasyakuSalavaptyapratyagrodbmtavismayain/

bllikSubllirbhagavanp"allsarvajiiastanabh"ata"78.27"

27bpatyagrodbmta]T(pratyagroddhuta),confilrmedbyTib.gsardu'khrungspas

(=Skt.*pratygrodbhnta):pratyayodbhntaABE(=Ed.).CfdeJoNG.

/SakrasyakuSalabapsyapratyagroddhutabismayaiP/bhikgubirbhagabanp騨仙sarbba

jiastanabha{T486a}Sata/

インドラ神が幸せを得たことにあらためて驚きを生じた比丘たちに質問されて、世

尊・一切智は彼らに答えた。

/dgebathobpasbrgyabymm//gsarduklmmgspasyamtshanpa/

/dgeslonggisdrisbcomldan'das//thamscadmkhyenpasdergsungspa/
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sobhavatyampurip肛圃§obhakhyahprtlliViPatih/

krakuccllandasya§ﾖmamsmpams豆smrakarayat"78.28"

28ckrakucchandasya]ABET:krakmsandasyaEd.CfdeJoNG.

/Sobhabatyampur圃息obhﾖ肋yahpr伽腕patih/krakucchandasya3arirasmp抑甑Sm

raka{D175b}rayata/

昔ショーバーヴァティーという都で、ショーバという名の王が、［人天の］師・クラ

クチャンダ仏の遺骨（舎利）の塔を作らせた。

/grongkhyermdzesldandagtusngon//sayibdagpobskalbmnggis/

/stonpalogpardmgselgyi//skuyimchodrtenrabtubyas/

28Cgyi]O:gyisβ・

No"28bbskalbzanggis]梵文のsobhakhy血とその訳語bskalbzanggisが合致しないが、蔵訳者

は梵文を*saubhagyahと読んだ可能性が高い。[Sugg.HAIml

tatpmnapunyapranidhanayogat

praptahsarajamdaSeSvaratvam/

dharmanubaddhambhagavanvibhntm

uktvetivammanayatpras加t血〃78.29"

29cdvibhntimuktveti]A:vibhntibhuktvetiB:vibhntibhuktetiE.

/tatpUmpapu9yapragidhanayogapraptahsarajﾖtidibeSvaratvam/曲annmanubad-

dhambhagabanbibhntimuktvetibammanayatpra§剛tim/

彼の満ちた福徳と誓願の力によって、かの王は神々の王たるを得た。－と、このよ

うに世尊は、繁栄が法［の行い］と結びついていることを語られて、お話を終えられ

た。

/deyibsodnamssmonlamrdzogsldmpas//rgyalpodesnilllayidbmgnyid

tllob/

/'byorpachoskyisbcmgszhesgsungsnasni//bcomldangsungmrabmzhi

bargym/

29bpodes]O:posdee.29C'byorpa]B:'byorpa'iD:'byorpasTllchoskyis]D:

choskyi]BT.

itikSemendraviracitayambodmsttvavadanakalpalatayamSakracya-

v加豆vadanama"asaptatitamanpallavah"

/itikgemendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatay如息akrecyabanabadana

maglasaptatitamajpallavah"
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以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』におけ

る「［神々の王］シヤクラの死没のアヴアダーナ」という第78の小枝（章）。

/zhespadgebaiidbangposbyaspa'ibyangchubsemsdpa1irtogspabrjodpa

dpagbsamgyi'khrishmglasbrgyabymltungba'irtogspabIjodpa'iyal'dabste

bduncurtsalxgyadpa'o"

(Colophon:)zhespalD:cespaBTlllmng]BT:lhungD(alsopossible).

第78章の非重要な異読の報告

1．チベット訳の諸版の正字法上の異読

以下、］の記号より前にある語形が、校訂テキストの語形であり、その記号の後ろにある語

が、或る版の正字法上の異読を示す。

14dyongssulyongsuG.25bskyabssu]skyabsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonderlesungen)

以下、］の記号より前にある語形が、校訂テキストの語形（正しい語形）であり、その記号の

後ろにある語が、或る一つの版の特殊な異読を示す。例えば、1dmtholmthongG・という記述は

1dmtho]DNQT:mthongGと表現するのと全く同じであり、それはSTRAuBE(2006),S.245の記述

の仕方ならmthongst・mthoGと表現される。

1dmtholmthongG.8bbtsalnas]bcalnasD.9a'dzam]mdzamQ、14dbsams]bsam

G.16dza'ilze'iQ.19alhayi]khaG.19bza'i]ze'iQ.22cstonlbstonG.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

以下、］の記号より前にある語形が、私の校訂テキストにある語形（正しい語形）であり、そ

の記号の後ろにある語形が特殊な異読を示す。これは写本の中に沢山ある無意味な書き誤り等の

異読をすべて本文の異読注として挙げると、真に重要な異読がそれらの無視してよい異読の中に

埋もれてしまい、見えづらくなってしまうので、そうならないようにする配慮として、本文の異

読注とは別に記するものである。本文の異読注には重要な異読のみを挙げた。

2asabhasmah]samaSmahE.3bmalika]bhalikaE.ScIIWaru"evalir5yaruSpevaB.6a

§ucall]SucijE、7aalanghyam]alamghyaB.7Cpatyur]patyuB、7dmeSalklagaE.10b

smyante]SrnyantaBIIkila]kilahB:kiluhE.11cpapraccha]mapracchaE.12bpmbhav豆｡］

pramava。E.14asugatam]sugatamB.14bparamamrtam]paramammrtamB.18d

avamanasya]avabhanasyaE.19cvai"rya]vaidmyaB.2Wvibodhya]viyodhyaEIIjmam]

jmaA.2Za｡珈atah]｡即atahE.22bmaIjanam]bhajanamE、24aparicyutaP]pariScyutaり
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A・27cbhagavan]manavanE.28aSobhavatyam]somavatyamE.28bSobhakhyah]Sob-

h"yaりE.Z9btridaSe]vidaSeB.29dpra§加tim]pr鵡珈tiB.

第2節第79章Mahendrasenavadm2「マヘーンドラセーナ王アヴアダーナ」

Mahendrasenaとは聞き慣れない王の名前であるが、ここで過去話として語られる施し

を好む王一漢訳経典で一切施王、薩婆達多王、薩和達王、薩縛達多王もしくは波耶王

と名が伝えられる一の説話は、北伝仏教の圏内では人気があり、代表的な漢訳の説話

集に出る本生話である(5)。並行話としては次のものがある。

(1)大正No.152六度集経、(11)波耶王経、T36a-c.

(2)大正No.153菩薩本繕軽、一切施品第二T355a-57c.

(3)大正No.201大荘厳論経巻十五、(70)、T4339b-340a.

(4)大正No.207雑書嚥繍苣略集、(34)、T4530a-c.

(5)大正No.1509大智度論巻十二、T25146b6-11(薩婆達王);巻三十三、

T25304c28-29(薩婆達多王）

(6)大正No.2121、経律異相巻二十六、薩和達王布施譲國後還為王三T53141b-142b.

(7)大正No.2087大唐西域記巻三、T51883al-6.

以上の並行資料が語るのは布施好きの王が登場する過去話だけである。Mpal噸の

本説話に現在話として有る、浮気な若妻に悩まされる老いた婆羅門の話は、以上の並行

資料には付いていない。菩薩自身の過去世の話03'aka)には基本的に現在話は必要な

いが、本来ジャータカであった話がアヴァダーナ化される中で、このような現在話の付

加が形式上必要になったのであろう。この現在話がどこから来たのかは、不明である

が、Jataka402に浮気妻が老婆羅門を旅に出すモチーフがある。また賢愚経巻十-(53)

T4427c-429には、妻や七人の娘たちに悩まされ家庭に絶望した婆羅門が、釈尊の導き

で出家し、たちまち阿羅漢に成った現在話があるが、その現在話に多少似ている。

布施好きの王が登場する過去話について、Mpal湖の本説話と、上記の漢訳の並行

話を比べてみると、戦争をしない王を見限った大臣たちの裏切りや、絶望した婆羅門が

縄で首をくくって死のうとしたという記述は、Kalpalatｮの本説話だけにしか見られない

(5)大乗経典R海立apalapariprcchﾖではこの該当話の王の名はArthasiddhiである。Louis

Fmor(1902):""m"ltZpzz"'℃cM,BibnothecaBuddhican,St.Petersburg,p.25.和訳：長尾

雅人・桜部建(1974)：『大乗仏典9宝積部経典』、中央公論社、166頁。
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特殊な記述であることがわかる。上記の漢訳の並行話を比べて見ると、六度集経のよう

に王が自殺する不幸な結末を有する変わった系統のものもあるが、大部分の伝承（上記

の(2)～(7)の文献）は王が死なないで幸福な結末を迎える系統に属しており、Kalpal湖の

本説話も後者に属している。

以下に梵文と蔵訳の校定テキストを挙げる。蔵訳テキストでネパール伝承の梵文と

相違する、注意すべき箇所は太字にした。

7DMahenαraSen盃vad壷皿2

Q:Ge2894-292alD:Khel75b3-181a20:Ge2894-292alN:Ge258b63-261a7

G:Ge364b5-368b3T:486a3-490b4

Skt.Mss.:A*313a3-*316b2;B93alO-95b9;E79al-82aZ

StI了bhirvmomtamatermat並砒saSrbllir

vittapravrttamanasallsukhavaiichayaiva/

mes池patantiparuS池puru5asyadehe

gacchantinamanavmapraSamamSamamye"79．1〃

1amatiraksaSrb肋】T(matirakSasrbhir),confilmledbyTib.bloyisrinmomams

kyis(=Skt.*mati-rakSasrbhir):gilar砒号aSrbmrABE(=Ed.).1bvafichayaiva]T,con-

filrmedbyTib.'dodpanyidkyis:vafichayevaA:vamchaevaB:v5mchayevaE1c

paru5鋤E(=Ed.):pam5ﾖAB:sahasaT,confiIImedbyTib.'Phralla(=Skt.*sahasa).

CfdeJoNG.

/{D175b3,T486a3}stITbhirbimohitamatermmatirakeaSrbhirbbttapmbrttamanasall

sukhabamiicayaiba/kleSallpatantasahasapuru;asyatetegacchantinamapabinaⅢa§a

mamSamamye'

心中の羅刹である女たちによって惑乱された思考をもち、快楽を望むが故に蓄財に

没頭した心をもつ男たちには、肉体に激しい諸煩悩が起こる。［それらを］鎮めること

なしに、それら［煩悩］は(ye)実に消滅に至ることはない。

NotelamatermatirmaSrbhir]チベットの梵蔵併記版の蔵字の梵文転写はmatennmatirakSa"

(<*matermati-rak"Si)と伝承されており、その読みは蔵訳(bloyisrinmomamskyisblogros)から

確認できるので、チベットにはネパール伝承の梵文ma"rgjlaFrakSaSib伽とは異なる、matermati-

rZksagrbhirと読む伝承があったことが知られる。matmmati-の読みの方が、故意にInat戸の音の反

復を意図した言葉遊びであると理解されるから、より良い読みである。r心の羅刹」→「家庭の

羅刹」と意味を変えて、mati-の代わりにgma声と読む伝承は、このalliterationを理解しない写経
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生により、別の安易な読みに差し替えられて生じたと思われる。同様の現象は次のP油cの

paru鋤でも起こる。

Notelcparu"h]ネパール伝承のparu鋤「激しい」の代わりにgahasa「たちまち」と読む伝承

がチベットにあったことが、梵蔵併記版の蔵字の梵文転写(sahasa)ならびに蔵訳'phrallaから

知られる。問題はどちらの読みが良いかであるが、deJoNGはチベット伝承のsahas豆の方が、よ

り良い読みであると見なす(p.171)。しかしM.HAImの意見は逆であり、ネパール伝承の読み

の方がalliterationとしてp-の頭音の連続を意図した遊びとして、より良い読みとみなしうる。

/budmedI)loyisrinmornamskyisblogrosnnongsbyassmng//bdeba'dod

panyidkyisyidninorlazhugsgyurpa/

/skyesbugangzhigrabzmdangixalzllibarmbgrodpa//dedengespar

'pllrallanyonmongsdagtulmngbar'gyur/

1amamskyislO:mamskyiB.

Notelddede]蔵訳者は梵文のdehe「肉体に」の箇所を*te*te「彼ら彼ら」と読んだのでdede

と訳したらしい。そのことはチベット梵蔵併記版の蔵字梵文がdeheではなく、teteと伝わってい

ることから推測できる。蔵訳のpadadを和訳すると「彼らは確かにたちまち煩悩に落ちる」とな

り、煩悩(kleSa)を、落ちるという動詞の目的語として理解したようだ。

§ravastyambrallmananp面WamjiVaSarmabmdho､bhavat/

vayaso*'rdheSr皿豆dhyayrbrallmacaryamcacarayah"79.2"

Zc*'rdhe]exconi:rdmA:1dhaB(=Ed.):rdhamE.Zdyah]ABET,confilrmedby

Tib.ganggisna:saP別．

／§rabastyambrahmagahpnrbbajrbaSarmmabhidhobta/bayasorddhaSmtadhyayIbra

hmac町抑carayaり／

昔、舎衛城にジーヴァシャルマンという婆羅門がいた。若い時に彼は聖なる学問を

学んで、純潔な生活を行った。

/ganggisnatshodphyeddagm//thospabIjodcmgtshangsspyodspyad/

/ixamze'tshobabdezllespa//mnyanyoddunisngonbyunggyur/

2agis]O:zhigellPhyed]G:byedONQ.

sajaraSabalaSmaSrunsnehadbandhubhirarhtah/

dharmamgrg伽Ⅲ℃曲enavidadhedarasamgrallam"79.3"

3conurodhena]AT(=Ed.):｡nura曲enaBE.

/saja面sabalagcaSmbsnehadbanbhubhiranvitah/dharmmamarga{T486b}nurodhe

na{D176a}bidadhedarasamgraham/
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彼は年老いて、髭がごま塩になった時、愛情の思いから［心配した］親族たちに請

われて、法の道を遵守するため、妻を要った。

/mdza'basgllyengyisgsolbtabpa'i//rganposmarakhrabode/

/choskyilamgyingodagtu//budmedrabtubzungbarbyas/

Note3brganpo]蔵訳の諸版はどれもrganpo「老いた者」の読みを伝えるが、梵文jara-に合わ

せて、*rgaspas(あるいは*rgaskas)「老いによって」と訂正すべきか。[Sugg.HAIBII

patnItaralikanamatamllItaralekSana/

navasambhogalub曲asyatasyatidayitabhavat"79.4"

4cnavasambhoga]AET,confinnedbyTib.longsspyodgsarpala(=Skt.

*navasambhoga):navasannIgaB:naivasammlogaEd.CfdeJoNG.

/patnItaralikanamatarumtaralakSena/nabasambhogalubdhasyatasyatidayita

bhabata/

妻は、落ち着かぬ（多情な）眼差しをもったタラリカーという若い女であったが、

新たな享楽を欲した彼にとって、とてもいとしい女となった。

/longsspyodgsarpalachagsde'i//chungmag.yoldanmazhespa/

/darlababcmgngg.yoma//shmmyid'ongnyiddugym/

tasyajvaropametasmnnarucinsutaramabhm/

abhaktaraktansamsaktaviraktaevayo5italJ"79.5"

5ajvarOpametasn血n]AB:jvaropameyasnmnE:jvaro'yametasnnnEd.Cfde

JONG.

/tasyajvaropame伽minnarucihsutaramabhnm/abhaktaaktasamsaktabiraktmeba

yo9itah/

彼女はまるで熱病のように彼をひどく毛嫌いした。女たちというものは、つれない

男に愛着し、［自分に］夢中な男には無関心なものだ。

/demdela*rimsbzhmdu//shintusredpammpargym/

/budmednguslachagsshing//yangdagchagslachagsbralnyid/

5a*rims]exconi:rimβび.5bsredpa]O:sredpare.5dnyid]O:zhinge.

sacm町admarllo!yamjar盃ara§伽mhall/

mamayauvanadarpe'snmnap叩yopanatanpatm〃79.6"

6b息諏a]T:saraABE(=Ed.).

/sacintayadararyoyamjar豆誼raSiroruhah/mamayobanadarppesmnnapUpyopa

naりpatiP/
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彼女は考えた。「老いのためにごま塩の頭髪をもつ、［自分に］相応しくないこの

夫は、私の若さの誇りに、禍として来たものだ。」

/desbsamskuntumi'pllro"pa'i//rgabasskradkarldmpa'ikhyo/

/bdaggilangtsho'idregs'dila//bsodnamsmnpasnyebargnas/

6ades】び:dee.

Note6akmmm'phrogspa'i]蔵訳の皿'phrogspa'iは*a-haryaと還梵されるが、kunm(=Skt.3-)

がその前についているから*an-曲町aと還梵できる。蔵訳者は梵文のanarhoyamを*angh町aと

誤読したためにkmm皿'phrogspa'iと訳したと思われる。なぜならhoのネワーリー文字は、o

の母音を表記するために基字haの前と後に棒を付けるが、前の棒を誤読すると先行する皿aを

an豆と読むことになり、しかも上付きのrはしばしば見落とされるので、anarhoをanahaと誤読し

たのであろう。また後続のyamにおいてアヌスヴァーラmをrと間違えると、y叩はryaと読む

ことになり、その結果*anaharyaとなる。蔵訳者は「奪い去ることが出来ない老年(*an汕町a‐

jara)によって白髪を有する夫」と解釈したのであろう。

vrddhasyatarumbhogaMamak9ayasncakall/

keSagrahenajarayavatsalyenevavaryate〃79.7〃

7dvaryate]AT(=Ed.):daryateBE.

/(brddhaD:bnddhaT)syatammbhogaりsanrak5ayasncakaP/keSagahepajaraya

batsalyenebab町ate/

老人による若い女の享受は、身体の衰えを教えてくれる。あたかも老いが、親切心

によって髪の毛をつかんで［引き止めるかの］ように、享受は阻止される。

/rganposgzhonnumaspyodpa//lusninyamspagobyeddag/

/rgabasskranasbzungbyaste//mnyesgshingyisnizlogpabzhin/

7apos]O:poB.7dmnyes]D:mnyenBT.

kimcitsamkocakulilallprayatisthavirahsⅢaih/

haritamyauvanamanimvkSamanaivavanau〃79.8"

/k加citsamkocakuplahprayatisthabiraSanaih/haritamyaubanamapmb"yama

naibabanau/

少し縮んで腰が曲がった老人は、ゆっくり進む。まるで大地の上で、奪われた若さ

という宝を探しつづける人のように。

/rganpodalgyiscugzadni//khmnsshmgsgUborrabgyUrPa/

/salalangtsho'inorbuni//storba'tsholbarbyedpabzhin/

8agyis]O:gyiβ､8bsgu]O:dgue.8d'tshol]6:tshole.
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Note8bsguborrabgyurpa]ここで蔵訳者はkulilap匝ay耐をあたかも*kutilataInmay耐と読んだ

かのように訳している。

vrddllenaparalokarthamanM*yadadimnata

parabhogapranaymItattadevakaromyaham"7g．9〃

9ab*lokarthamanmyadadhrmata]excom(deJoNG):lokartham[ma]nmyad

adimmataA:lokarthammanitoyadidhrmataB:lokarthamsamoyadidhnnataE:lo

karthajiiayamtadadhImataT:lokarthamanmyadidhima圃団.CfdeJoNG.

/brd曲enaparalokarthajiayanrtadadlmmata/parabhogama9ayimta伽debakaro

myaham/

愚かな老人によって私は他の人々 (paraloka)を益するように導かれるから(yad)、

それゆえ他の男との享楽(parabhoga)を愛する私は、まさにそのこと（同じこと）をし

ま式

Note9ba血面yada曲加瀬】最も信頼できるA写本に従って読むと、deJoNGが提案する珈覗

yadadlmna面という読みになるが、そのyadの語の読みが正しいことの確信は蔵訳から得られな

い。この箇所でネパールのA写本の伝承とチベットの梵蔵併記版の伝承が少し異なるため、私は

ネパールの伝承としてはpadaabをv!ddhenaparalokartham珈砺yada曲加噸と読む一方、チベッ

トの別伝承としてはvrddhenaparalokartha-fjiien珈瓶*hya曲n噸と読んで、ある程度互いに独立

した伝承として扱うのがよいと考える。どちらも誤りであるとはいえない。しかしこの二つの伝

承をうまく一つに統合する道はないであろうか。梵蔵併記版の読みanrtadadhrma園における

血の字を私は*hyaの字の間違いと見なし、珈覗*llyadhrma面と読んだが、ネパールの伝承のよ

うに珈面の前に*jnen-の音が無いのなら、韻律上一音が足りなくなり、どこかで一音を補う必

要が出てくる。そこでMHAHN博士は梵蔵併記版の読みanitZdadhimataのdaの文字を*haの

字の間違いと見なした上でさらに後ろにmaの一音を補った＊珈砺hamadhrmatョと読むことを提案

する（「愚かな［老人］によって導かれた私は(aham)」という意味）。この統合案によれば、

padaabはvrddhenaparalokartham*anitahamadimma頃となる。

Note9Cparabhoga-]老いた夫が勧める「他の人々への益」paralokarthaとして、妻が「他の男と

の享楽」parabhogaを実践しているという、皮肉な機知をきかせた言葉遊びである。ただし蔵訳

者はparalokaを1igrtenpharolと訳しており、「他の人々」の意味よりも「あの世」の意味に理解

したらしい。老いた夫が他界への利益に若い妻を導こうとするが、この世で他の男たちと享楽す

ることを好む妻は、別の意味で「同じ事」denyid(つまり他への利益）をする、という理解の仕

方を蔵訳者はしたのであろう。

/rganpobloldanmaympa//1igrtenpharoldonSheSpas/

/gzhangyilongsspyodlasbyargang//denyidbdaggisrabtubya/
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Note9biigrtenpharoldonshespas]蔵訳を直訳すれば「あちら側の世界(paraloka)の利益を知

る者により」となり、蔵訳のshespas「知る者により」の語がネパール伝承の梵文と合わない

が、チベット梵蔵併記版の蔵字に転写された梵文はこの箇所をpamlokirthajmayam圃と伝え

る。このjiayam樋と音写された語を蔵訳者はshespasと訳すbもしjnayaを瓶e順一「知る者に

よって」と修正して読めば、蔵訳者が基づいた梵文はparalokartha-'ijnen珈耐となる。また梵蔵併

記版の後続するdadimma面の字を*hya曲血a極と読むことができる(daの字に近いのは*hyaの

字）。以上の読みの推測をまとめるとvIddhenaparalokartha-*jnenm瓶*hyadlmma面「他の人々の

利益を知る愚かな老人によって導かれるから」という句になるが、このチベットの梵文伝承はネ

パール伝承の梵文と異なるものの、悪くない。

Note9cdgang"denyid]ここで蔵訳者がtattadevaをあたかも*yattadevaのように訳しているこ

とは注意される。

antargmagatetvasnnnaSakyamcaurakamibm/

premanirdayasambhoganirargalasukhammaya"79.10"

/{D176b}anta(rgraD:IgrT)hamatetvas醜皿aSakyamcoryakambhiり/premamrdaya

sambhogamrargalasukhammaya/

この［夫］が房室にいると、私はひそかに忍び込む愛人たちとの、愛の容赦のない

享楽による、はめを外した快楽［に耽ること］が出来ない。

/'dimkhymnanggnaspa'itshe//rkunpo'iidodldandangmdza'bas/

/brtsemedlongsspyodmabsdamspa//bdebabdaggisspyodnlinus/

10anangle:naO.10cbrtse]O:rtseβ、

itisamcintyasabhyetya息肌ainpatmabhagata/

lqjamanevavmayadabllijatyanukarim"79.11"

11asabhyetya]A:samyetyaB:samyeltyaE.

/itisam(cintyaD:cintyaT)pabhetyaSanaihpatimabha{T487a}Sata/lajjamanebabi

nayadabhijatyanukarimm/

このように女は考えて、高貴な家柄を装って、差じらうが如くに、礼儀正しく近づい

て、おもむろに語った。

/zhesbsamsrigsbzangrjesmthunzhing//ngotshaldanpabzhindudes/

/dulbayisnimngonphyogste//dalgyisbdagpolasmraspa/

ghasaktenabhavatanirvy即圃rasukhaisina/

hastenakr5yadaridryamanrtambataduhsaham"79.12"
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/grhapaktenabhaba圃血bapara(suD:snT)khaigi"/tastenakrSyadaridram目而

tamtabaduhsaham/

のらくらと仕事をしないで安楽を求め、家に愛着しているあなたは、耐え難い貧乏

を手ずから引き寄せて、招いているので戎

/byamedbdeba'tsholbyedpa//khyodnikllynduchagspayis/

/bzodpardka､ba'idbulponyid//khyodkyilagpasdrangsnasblmgs/

12a'tshol]6:tshole.12bkhyod]O:khyedβ､12cpardka']T:pardga'D:padka'

B(alsopossible).12dkyi]O:kyise.

Notel2dkhyodkyi]梵文になく蔵訳者力輔った語。

udyogadve"astlVramalasyamyasyavallabham/

balluvyayaPravaharllamvivahamsakarotik血〃79.13"

/sambhogadve9i(nastrD:pastrT)bramalasyamyasyabalubham/bahubyayapraba

harhabibahampakarotikim/

努力が嫌いで、とても怠惰を愛好するなら、多大な出費の連続が求められる結婚

［生活］をどうするのでしょうか。

/gangzhigrtsompalasdangzmng//dragpo'isnyomlasdagladga'/

/rabmang'godpa'irgyudldanpa'i//kllynnagnaspadescibyed/

13bsnyom]O:snyomse(alsopossible).

Notel3c'godpa'i]この'godpaの語は通常「安置、設置、納入」の意味であるが、ここでは「出

費」(vyaya)の意味に用いられる。(Kalpalat350.39aの箇所でも、梵語のnirvyayapを訳した

'godbral(出費が無い）という表現が出て来るが、'gongではなく、ここと同様に'godと読むべ

きである。）この'godpaの「出費」の意味は、発音が同じ語godpa「消耗、損失」との繋がり

で考えられるので、'gongbaの綴りにする必要はない。

ytralasyadgrllapatirgrllakonamnamuiicati/

dh加呵肌ayan町珈tumugdhastatrakimalig加苅〃79.14"

14ayatra｡]ABET,confiImedbyTib.gangdu(=Skt.*yatra):yasya･Ed・Cfde

JoNG.14bgIllakopam]AT:grilakoSamBE.

/yatralasy甜創hapatirgrhakopamnamuicati/曲amnnajanayaniry加tu(mubdhaD:

mugdhaT)smtrakimamganah/

怠惰さによって、家長が家の隅［に居ること］を捨てないなら、その［家］で

は［世の中に］未経験な女たちがどうして財を得るために外出しないでしょうか。

/gangdukhymbdagsnyomlaslas//kllymgyizmnimgtongba/

/dernibudmednnongsparnams//norsgrubsladduibyungngamci/
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14asnyomlO:snyomse.14bn]B:migO.

sotsallaljpⅢuSoyatravyav血ﾖraratirbahih/

grhavy即盃msaktastITsarvastatrarthasampadan"79.15"

15dtatrarthasampadah]T(tatrarthasampadah),confilrmedbyTib.denadonkun

phunsumtshogs:tatrasampada#A:tatracasampadahBE:tatrasusampadaりEd.

/(sotsaD:sotpaT)hahpumgoyatrabyabahararatirbbahij/grhabyagarabaktastrr

sarbbasta胴曲asampadaU／

男が熱心に［家の］外で労働を楽しみ、女が家の仕事を好む時に、そこに富の達成

のすべてがありますも

/gangnaskyespasproldanpas//phyiyitllasnyadladga'zhmg/

/budmedkhy加gyibyabarchags//denadonkunphunsumtshogs/

15agangna]O:ganglaβ､15ddena]B:deniO.

abh"anamanambarammalmakonalrnanganam

viSmaSayanasmamsph叫itavaridhanIghatam/

adasamanupaskaramciranivrttamantllasvanam

ghamviratakamlanmlbhavatibhagnabhogotsavam"79.16"

16amalinakopa]T:malinakaunaABE.16dbhagna]AT:magnaB:m加aE.

/abhnganamanambaramalinakopalrnamganambi{D177a}STrmaSayanasanaspu

titabaridha㎡ghaiam/adasamanupaskaramciranibrttamanthasvanamgrhambirata

karmmagambhabatibhaglabhogotsabam/

働きが無い［男］たちの家は、装飾品も服もない女たちがこぎたない隅っこに寝て

いて、座臥具も破れ、水器・瓶も割れており、召使いも日用の道具もなく、久しく［乳

を］攪拝する音も絶え、享楽も喜び事も途絶えています。

Metre:PrthVI.

/lasdangbralbamamskyikhynnidga'stonlongsspyodnyamsgymcmg//

rgyanmedgosmedbudmeddagmzurphugdrimacannazhen/

/khridangmalslanrnamparnyamsshingchusnodchagpaiisgradangldan//

ibangsmedyobyadmedcmgyunrmgzhosmbsgranirdzogspar'9yur/

16cchag]O:chagsB.16dring]O:rmgsB.

Notel6cchusnodchagpa'isgradangldan]蔵訳者は梵文sp加伽-V耐曲珈fghalamをchusnodchag

pa'isgradangldan「割れた水器の音を有する」と訳している。ghalaIn(瓶）を*gho9抑（音）と

誤読して、BahllvHhiとして「音を有する」(sgradangldan)と訳したのだろうか。それとも

sph叩taの一語を「割れた音を発する」という意味に取って少し意訳したのだろうか。
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ityuktansatayaviprahpratasthedravmonmukhah/

patantiviSayaSvabhrehyapiyo¥idvaSikrt曲〃79.17"

17cSvabhre]AT:svabhreBE.

/ityuktaりsatasabipraり伽testhedrabinonmukha/patantibiga{T487b}yaSvabhre

SvapiyoSidbagrkrtah/

このようにその女に言われると、かの婆羅門は財を望んで、［旅に］出発した。実

に女に支配された者たちは、感覚の領域の［破滅の］淵に落ちるものだ。

Notel7dhyapilこのapiの語は不審である。＊ati-？

/deyisdebrjodbramzede//norlamngonduphyogstesong/

/budmedkyisnidbangbyasmams//yulgyig.ymgsadagtultung/

17bmngondulO:mngonpare(alsopossible).17dlmng]B:1hung⑥．

sasagarantamvasudhambhrantvalabdhapratigrahah/

kalenasvapulrmprapasampnrnakanakambar血〃79.18"

18cprapa]A:prapyaBE.

/sasagar珈剛nbasudhambhramWﾖmlabhamatigrahah/kalenasvapurampraya

sampUrmakanakambaraP/

彼は海を辺際とする大地を放浪しながら喜捨を得て、やがて黄金と衣服を十分持っ

て、故郷の都城に戻ってきた。

/deyisnor'dzmrgyamtsho'imthar//'kllyamsnassbympathobgymte/

/gserdmggosnirdzogsgyurpas//duskyisranggigrongkhyersong/

18adeyislO:deyiellrgya]O:rgyale.18cpas]B:pa6.18dduskyis]D:dus

kyiBT.

grhotkan!hotkarakrantahpuliParyantakanme/

§aIrramatraSeSo'bmddasyubllirmuSitoithas血〃79.19"

/glhotkankotkarakrantahpuriparyantakana(naD:neT)/SarrramatreSeSobhnddasyu

bhinnusitauthasah/

山ほど積もった家への憧慣に襲われる彼は、都城をとりまく林の中で、盗賊たちに強

奪され、身ひとつを残すのみとなった。

/denaskhy加'dodtshogskyisde//songbagongmtlla'inagstshaldu/

/chomrkunpayisbcomgyurnas//lustsamlhagmanyiddugyur/

ana曲oparjito*hya曲血samarthyenasu肋arthina/
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karotyanicchaya曲盃mrmaruvarikanayitam"79.20"

20a*hy]exconi(HAHN):pyABE:'pyEd.20bsamarthyena]B(=団.):samarthena

AET.

/ana曲oparjitosyarthaりsama曲enasukharthina/karotyamcchayadhamnnmaruba

rikanadhitam/

幸福を求める人が、手腕によって(samarthyena)無意味に獲得した財は、創造神の

意にそく、わないため、砂漠における水のしずくのようなものとなる。

Note20aanarthoparjito]蓄財のための托鉢という、無意味な事（宗教的見地からすれば無価値

な営み）によって得たる、という意味か。

/bdebadongnyernuspayis//donmednormnyerbsgrubskyang/

/myangamchuyimgspabzhm//byedpobzhedpammpasbyed/

so!cm町adalloyatnadapivittammayaIjitam/

abhagyayogadyatammesvapnadar息肌atulyatam"79.21"

/socintayadahoyamadapibittammayaIjitam/{D177b}abhagyayogayatamme

svapnadarSanamlyatam/

彼は思った。－「ああ、苦労して私が得た財は、運が具わっていなかったため、私

にとって、夢を見ていたのと同じになった。」

/desbsamskyema'badpayis//bdaggisnornibsgrubsgyurkyang/

/bdagmskaldangnldanpas//nmlammthongdangmtshungspargyur/

21bbdaggis]D:bdaggiBT.

Snnyapanirdh肌圃rthinyahpamyanprapyahamantikam/

najiVamyavamanogravi5aihpamSabh"itaiM79.22"

22agnnya]AT:SunyaBE.22cavamano｡]A:avasano｡BET.

/Snnyap"idhanarthinyahpatnihprapyahamantikam/namjrbasbabasanograbiSaih

pamSabh"itaih/

「私が空手のまま、財を要求する妻のもとに行っても、［妻の］侮蔑という恐ろしい

毒を伴った罵りの下で、私は生きることは出来ない。」

/nornidongnyerchungnlayi//gandulagstongbdagphymna/

/smadpadragpo'idugldanpaii//tshigrtsublxjodpasbdagmi'tsho/

tasmadillaivamesadyallpasenodbandhanammtam/

daridryopadravakrares耐iastramnasaheg!he"79.23"
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23bpﾖ§enod｡]AT:pﾖ§evod｡BE.23cdaridryo｡】corr.(Ed.):daridrooABETIIkrnre]

T:krnraABE:krnramEd.23dgrile]BE,confilmledbyTib.khymdu:gIilamAT(=

Ed.).CfdeJoNG.

／剛madihaibamesadyahpMenodbandhanamhitam/daridropadrabakrnresU汀§as‐

tramnasahegrham/

「それゆえこの場ですく､さま私は縄で首をくくってしまうのがよい。貧乏という災い

の中で情け容赦のない家庭で、女という刀に私は堪えられない。」

Note23cd]別の読み方として、写本Aと梵蔵併記版Tの9m仰の読みを尊重して、daridry-

opadrava-krnra-s面sastraInnasahegrham「貧乏という災いの中で情け容赦のない女という刀を有す

る家庭に、私は堪えられない」と読む可能性がある。家庭にか、それとも女に堪えられないのか

で、読みの伝承に違いが生じた。

/desladbdagni'dinyiddu//'phrallazhagspasbcmgspaphan/

/dbulba'inyer'tshedragpo*yi//khy伽dubudmedmtshonmbzod/

23cdragpo*yi]exconi:dragpoyisB6.

Note23cdragpo*yi]諸版の読みdragpoyisをdragpo*yiと修正して、その「残酷な」という修

飾語を後ろのkhy加血「家に」にかかる関係にした。修正せずに伽gpoyisのままでも「貧乏と

いう酷い災いによって」という意味の文に取ることが出来るが、梵語の構文との合致を優先し

た。

itisamcintyasalat即話amkamhenyaveSayat/

tiVrakleSaviSa卿珈mnidhanambandhusamgamall"79.24"

24Cvi5aﾘﾘ珈加]ABET:viS珈屈namEd.

/itisamcintyasalatap嵐sakamhenyabeSayata/trbrakleSabiganpanammdhanam

ban曲usamgamah/

このように考えて、彼は頸に蔓草の縄を巻きつけた。激しい苦悩に落胆した者たち

にとって、死は親愛なる者との避遁である。

/cesbsamsdeyis'khrishinggi//zhagspadagmmgrinparbkod/

/nyonmongsdragposnyenrnams*kyi//gnyendangphradpa'chibaym/
24absams]O:bsamalideyis]O:deyie.24c*kyi]excom(HAHN):kyisびβ、

atrantarekrpasmdhurbhagavanbhntabMvanalj/

dunkllamjfiatvasyasarvajiiastada曲amvanamayayau〃79.25"
25cjiiatvasya]AT:matvasyaBE

/{T488a}atrantarekrpasinadhubhagabanabmtabhabanah/duhkhamjfiatvasya

sarbbajfiastadarthambanamayayau/
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ちょうどその時、慈悲の海であり生類を益する方である世尊は、一切智者として彼

の苦しみを知り、彼のために林にやって来た。

/skabsderbcomldmbrtsebayi//rgyamtsho'byungpoladgongspa/

/thamscadmkhyenpasdeyini//sdugbsngalshesnasnagssubyon/

25cdeyi]B:deyisO.

dayayaSvasitastenatyaktvapaSamathadvijah/

taddttamnidh加豆dayatampranamyayayaugmam"79.26"

/dayayMvasitastenatyaktvapaSamathadvijaり/taddattammdhamadayatamprapa

myayayaugrham/

憐れみにより、かの［仏］に慰められた婆羅門は縄を捨てて、彼から与えられた財

を受け取り、彼を拝礼して、家に戻った。

/denasdeyisgnyisskyesni//rtsebasd加gsphyungzhagspabtang/

/deyisbympa'igterblangsnas//delaphyag!tshalkhymdusong/

26adeyis]O:deyia.26cdeyisbyinlO:deyisbyine.

tasyabhary豆曲anenapinajagam加uknlatam/

parasamsparSaragmyastuSyantyarthenanasmyah"79.27"

/tasyabharyadhanenapinajagamanukulatam/para{D178a}saInsparSaraginyastu

5yamtya曲enanasmyah/

しかし彼の妻は財によっても従順にならなかった。他の男たちとの交わりを欲する

女たちは、財によって満足するものではない。

/deyic加ngmanorgyiskyang//rjessumthunpanyidmagyur/

/gzhangyiregpalachagspa'i//budmednorgyistsmmm'gym/

27bmthu]O:'thme.

sakalenamaharambhabhoge'pyudvignamanasam/

acmtayadallonastisamsaretattvatahsukham"79.28"

/sakalenamaharambhabhogepyudbignamanasah/acintayadahonastisamsaratam

tvatahsukham/

彼は大変な労苦による享楽に、次第に嫌気がさして、考えた。－「ああ、輪廻に幸

せは無いというのは本当だ。」

/longsspyodrtsompachelayang//duskyisyidnichagsbraldes/

/*bsamspakyema'khorbana//denyiddunabdebamed/

28bkyis]O:kyiβ,28c*bsamspa]corr.:bsampaβび．
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Note28ddenyidduna]このterminativeの後の冗語の､aは、むしろ*mと読むべきか。

daridryamlyamkimillastidunkham

dh肌珂肌am伽肱hataramtato1pi/

dhmopabhogahsukllaleSadig曲血

padepadeduhkhaSatams面te"79.29"

29csukhaleSa]AT:sumlaseSaBE.

/daridratulyamkimibastidukhamdhanajaniduPkhataramtatopi/dhanopabhogah

sukhaleSadigdhahpadepaded血仙aSatanisnte/

「貧乏に匹敵するいかなる苦しみがこの世にあるだろうか。しかし財の獲得はそれ

よりもっと苦しい。わずかばかりの快楽にまみれた財の享受は、一歩一歩に百の苦しみ

を生じさせる。」

/dbuldangmtsmngspa'isdugbsngalcizmgyod//debaskyangninorbsgrub

rabsdugbsngal/

/norgyilongsspyodbdeba'ichasbsgospa//gnasdanggnassusdugbsngal

iXgyaPhragskyed/

29bbsgmblO:sgrubB.29dSkyed]d:bskyedβ、

viraktaScmtayitvetisagatvajetak珈肌am/

bhagavantambhavoccmttyaiSastaramSaranamyay肌〃79.30"

30Cocchittyai]T:｡ccmtyaiABE.

/biraktaSci伽yitvetisagatvajetakananam/bhagabatambhabocchittyaiSastammSa

rapamyayau/

このように考え、欲望を離れた彼はジェータ林に行き、［輪廻における］生存を断

ち切るために、世尊・師に帰依した。

/detarchagsbralrabbsamste//rgyalbyedtshaldusongnasdes/

/sridpa*gcadsladbcomldan'das//stonpalamskyabssusong/

30c*gcadslad]excom:bcadsladβ⑥．

Note30c*gcadsladl諸版の読みbcadはgcodの過去形であるが、sladの前にはむしろ未来形

gcadが期待されるので*gcadsladと訂正する。Kalpala圃蔵訳でsiadの前で動詞が未来形を示す用

例を、目についた範囲で幾つかあげると:50.51bmetogbmslad=Skt.pu"occayaya;50.58bslang

slad=Skt.pmdaya;55.33bbsmngslad=Skt.rak§可ai;59.12dgdonslad=Skt・uddharapaya;59.36adag

parbgyislad=Skt.viSuddhyai;59.151cbrlagslad=Skt.k;ayaya.

tasyaSayamsaImsayam曲圃mmjiiatvagatmtatha/
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bhagavandhamlabhaiSajyambhavarogabhi5agdad肌〃79.31"

/tasyﾖsayamsanuSayamcadhﾖmmjMtvagatimta曲a/bhagabanadhannmabhaisa

jyambhabamgabhigagdadau/

生存の病の医者である世尊は、彼がもつ諸煩悩を伴った心の性向(asaya)と先天的

素質(dhatu)と運命の行路(gati)を知り、［彼に適した］教え（法）という薬を与え

た。

/deyibsampabaglanyal//khamsdangdebzhm'gromkllyennas/

/choskyismannibcomldan'das//sridpa'inadkyismanpasbym/

sadMasatyahprav呵yamsamadayaprasadinim/

sarvakleSaprah珈圃rhamarhattvamsamavaptav加〃79.32"

32bprasadinrm]ABE:prasadnnamT:pmsadina別.CfdeJoNG.32darhattvam]

colT.(Ed.):arhatvamABET.

/sadMasatyahprabra{T488b}jyamsamadayaprasadInam/sarbbakleSaprahar9肋a

marhatvam(saD:paT)mabaptab珈一／

真理を観た彼は、浄信を伴う出家生活を授かり、すべての煩悩を捨断する阿羅漢の

境地を獲得した。

/bdenmthongdeyisrabbyungni//rabtudangbayangdagblmgs/

/nyonmongsthamscad*spmgba'islad//dgrabcomnyidnithobpargyur/

32c*spangba'ilexconi:spangspa'iβび．

Note32c*spangba'islad]先の30cの注と同様の理由でsladの前にある過去形spangspa'iを未来

形*spangba'iと訂正する。ISugg・HAHN]－なおここで蔵訳者がpraima-arhamをprah"a-*artham

の如くにspangba'islad(捨断するために）と訳したことは注意される。確かに-arhamより＊‐

arthamとした方が意味はつかみやすくなるが、しかし-arhamarthattvamの表現は岫aの音が二度

繰り返される言葉遊びが意図されていると思われるため、梵文をわざわざ*_arthamに訂正する必

要はない。－なおrahapa(捨断）の語は仏教梵語である(BHSD,p､389)。

tasyatamadb伽tamsiddhimd"vavipulavismayain/

bhikSubhirbhagavanp"astadvrttantamabh"ata"79.33"

/tasyatamad曲ntamsiddhamd"vabipulabisma{D178b}yeh/bhik5ubhirbhaga

b加pMastadbrttantamabh"ata/

彼のその驚くべき達成を見て、ひどく驚いた比丘たちに尋ねられた世尊は、彼

の［前世の］出来事を話された。

/deyigrubparmadbyungde//mthongnasyamtshanrgyaspayi/

/dgeslonggisdrisbcomldangyis//deyisngonbyungrabgsungspa/
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33bpayi]O:payise(alsopossible).

pⅢ面mahendraseno'bhndvaranasyamnareSvaran/
〃

●

yasyagryasarvasattve3udayaivadayitabhavat"79.34"●

34amahendraseno'bhnd]ABET:mahendrasaInjiio'bhiidEd.34ddayaivalT(dayai

ba),confirmedbyTib.brtseba[…]nyid:dayevaABE(=Ed.).

/puramahendrasenobhndbﾖ面(paD:paT)syanareSvara/yasyagrasarbbasatveSuda
〃

●

yaibadayitabhabta/

昔、マヘーンドラセーナという王がベナレスにいた。すべての生類への強い憐感［の

行為］こそが、［妃たちにもまして］彼の最愛の妃であった。

/b3mnasrmyidbang//dbangchensdenisngonbyungste/●

/semscankunlagang*gini//brtsebamchognyidyid!onggyn/

34abaranas面]D:baranasirBT.34I)sde]O:dee.34cgang*gilexconi:gang●

gisβ⑥．

yamj加地paradeSebhyastiVramkupatitapitam/

chayav"amivabhyetyasmmargasthamadiSriyat"79.35"

35bkupatitapitaり]T(kupatidapitah<kupatitapitah)andTib.bdagponganpas(=

kupati)rabgdungspa:kugatitapitaりABE(=Ed.).35cv"amivabhyetya]A(=Ed.):

v"abhivamyetyaB:vIk5amiVabhyeE.

/yajunaPparadeSebhyastrbramkupatidapitah/cchayab"amibabhyetyasanmar-

gasthimaSiSriyata/

悪い君主によってひどく熱苦を与えられた人々は、まるで［涼しい］木蔭を与える樹

を［頼る］ように、他国から［逃れて］正しい人の道に立つ彼のもとに来て、頼みにし

た。

/bdagponganpasrabgdungspa//yulgzhannas'ongsskyeboyis/

/lamgnasgangzhiggribbsilgyi//ljonpabzhindumngonphyogsbsten/

35bboyis]O:boyie.35cgangzhig]B:ganggiO.

Note35clamgnas]蔵訳者はsamnargaのsan-(正しい人）の語を訳していない。

kadacitpratisamantairnirud曲加agaro'pisah/

akrodhallsarvanidhmenayuddhevidadlledhiyam"79.36"

/kadacitpratipa(manterniD:mantamiT)rud曲anagaropisah/akrodhaPsarbbanidha

ninayud曲ebidadhedhiyam/
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ある時、敵国の諸軍に［彼の］都城が囲まれてしまったが、その時にも彼は怒ら萩

あらゆる者の死を［結果として］伴う戦争を［遂行しようと］思わなかった。

/namzhigphamlrgyalpllrangyis//grongkhyerdagnibkaggyurkyang/

/khromeddeyisg.yuldagni//thamscadgsodlablomabsgrubs/

36agyis]NQ:gyidG､36cdeyisl6:deyie.

tamvijiiayanntsahamviraktahsarvamantrinah/

lub曲豆drav"amadayababhnvuhSansamSrayaM79.37"

/tambijiiayanimdsahambiraktasarbba(mantiD:mantriT)"/(lubdhaD:lubddhaT)tra

(piD:biT)namadayababhnbahSansamSrayah/

彼が［戦う］意欲をもたないことを知って、愛想を尽かしたすべての大臣たちは、強

欲に金品を受け取って、敵軍に味方した。

/demsmobamedshesnas//chagsIxalblonpothamscadkyis/

/sIedpasnorniblangsbyaste//dgrabodaglabrtenpargyur/

athapranivadhodvegatyaktar"yahsabmpatm/

alaksitallksamaksetrameka随k加川amyayau"79.38"

38calaksitamT(=Ed.):alaksitaABE.

/athapr"iba曲odbegatyaktarajyajsabhupatiP/alak9itajkSamakSetramekakika

nanamyayau/

かの王は、生者の殺裁行為への嫌悪ゆえに王の領土を捨て、『忍耐』という領土で

ある林へ、誰にも見られずに独りで行った。

/denassrogchagsgsodpala//yidbyungrgyalsridrabbtangnas/

/sayibdagpobzodpa'izhing//gcigpumatshornagssusong/

38bbtanglO:gtange.38dtshor]BT:chorD.

Note38dmatshorlこれがalakgi肋の訳であることは、Kalpalat364.235bでもalaksi肋の語が

matshorbarと訳されていることから確認出来る。CfSTRAuBE(2006),S.174(Kon皿entarzu235b).

prabhubhaktims伽ⅢtsKjyasattvalaijamcad呵剛池／

amatyahpratisamantamlobh珈曲盃cakrirempam"79.39"

39bsttvalqjam]ABE:sattvamlaijamEd・CfdeJoNG.39clobhand脆§]A(=Ed.):

lommdhaSB:lobhidhaSE.

/prabhubhaktesamutsrjyasatvamlaijamcaduljjanah/{D179a}amatyahpratisaman-

tam{T489a}loddh珈dhaScakriramnrpam/
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主への忠誠心も、世の人々への恥ずかしさも捨てて、悪人である大臣たちは欲に目

がくらんで、敵国の王を王とした。

/Ijelagusdangsemscanla//ngotsharabbiangnganpayi/

/blonpochagspasldongmamskyis//pharolrgyalphranrgyalporbyas/

39arjelO:rjesB.39CldonglO:longB(alsopossible).

naVaSyan卯鉱enp周rSvenavZevajajrmbm巳／

svasvamityagmamlagnamanaucityammkevalam"79.40"

/nabasy豆mpatiparSvinabaebajamj輿1mbhire/svab順加tyagimlagnammanauci

tyamkebalam/

新しい王の脇では、新しい人たちばかりが顕れた（栄達した）。自分たちの王を捨て

た者たちは専ら不遇な境遇にとどまった。

/mbdaggsarpa'ingosnani//gsarpanyid*dagmampar'phel/

/ranggirjebobtangrnamsla//'ospamnpa'ba'zhigldan/

40bnyid*dag]exconi:nyidduβび．

Note40b*dag]諸版のgsarpanyid伽では文の意味がおかしい。梵文から推測してgsarpanyid

*dagと訂正して読む。[Sugg.HAIm]

tenavasyak9itipaterdvarastllairvaritaSciram/

klled甜諏manamuddiSyajagurnmSvasyalajjit池〃79.41"

41dnihSvasyalA(postconf.):mSvasyaA(antecorr.)BE(=Ed.).

/tenabasyak5itisateIdvaasthirbbaritaSciram/khedadatmanamudbiSyajagumSva

syalaijitah/

新しい王の門番たちによって永らく締め出された彼らは、意気消沈から、ため息を

つきつつ、［惨めな］自分たちについて、恥じつつ語った。

/dedagsabdaggsarpayi//sgosmngmamskyisymrmgbkag/

/skyobasbdagnyidlamtshonte//s伽gs*phyungngotshasglublangspa/

41bsrunglO:srungsa(alsopossible).41d*phyung]excom:byungβび．

mahendrasenamsamtyajyapeSalamsulabhamprab伽m/

paradvarivayamp即苅卿atapamsallamalle"79.42"

42asamtyajya]ABE:santajyaEd.

/mahendrasenapamtyajyapeSalamsulabhamprabhum/paramadvaribayampap"

Sapatasamsahamahe/
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すぐ､に会ってもらえた、やさしい王であったマヘーンドラセーナを悪人の我々は捨て

て、他の［王の］門の前で、呪詔の苦しみを耐え忍んでいる。

/Ijebomnyesgshmmyedslaba//dbmgchensdenirabbtangnas/

/sdigcanbdagcaggzhansgona//dmodpa'igdungbabzodparbyed/

tyakt血鋤anakahsurasuranaravya随maratnotkaran

sasvacchahpayasamnidhihprthutar山師nyaSayenatvaya/

heniConmukhaSalikhamnkhakupaterdvare'dhnalambase

msnm園ssvalKhalenapmtkrtamukhastaramk加akrmdasi"79.43"

43asurasuranara]T(surasuranara),confinnedbyTib.lhadanglhannmimams

(=Skt.*surasuranara):surasuravaraAE(=Ed.):surasukharaB.CfdeJoNG.43c

§ankha]AT(=Ed.):SamsvaBEII'dhunalambase]colT.:'dhunalambaseEd.43dtnSmn

assva]corr.(Ed.):mmmasvaA:stm9mmatthaBEIIkhalenaphntkrta]A,confilrmedby

T(khalenaphutkrta)andTib.Mangposphudbyas:khalenap伽lkrtaE:khalenaphu-

dakrtaB:khalenamatkrtaEd.CfdeJoNG.

/tyaktaSrIjanakahsurasuranarabyakmparamotkarasasvacchaりpayasamnidhihpr

thutarahSn(nyaD:nyaT)Sayenatvaya/hemtvonmukhaSaInkhamUrkhakupatedva(Ia

D:reT)dhunalambapem郡maSvakhalenaphutkrtamukhastaraInkimakrandapi/

神々やアスラたちや人々が［その頭上に］多量の宝石を撒く、栄光の王であるあの方

は、清澄な最も広大な海であられたが、空っぽな精神をもつお前たちによって捨てられ

た。おい、賤しい奴を慕う者よ、法螺貝よ、愚か者よ、悪王の門前に今やお前は免れか

かる。荒々しい者たちに顔に怒鳴り声を浴びせられているお前は、どうして［今さら］

声高に泣きわめくのか。黙るがよい。

Metre:SardmaviMdita=

/dpalniskyedbyedllladanglhammmmamsrmchentshogskyisrgyaspar

byed//chugterdrimedshmturgyachedemkhogpastongpakhyodkyis

btang/

/daltabdagngmsgolabrtencmggyenduphyogsthobrmongspa'idungdag

kye//khalamangposphudbyaschongedragpocizhiglasgrogsmsmrar

'dug/

43bdenikhog]O:demkhobse.

Note43cgyenduphyogsthob】梵文のniConmukha「賎しい奴を慕う者よ」に相当する蔵訳が

gyenduphyogsthobであるが、意味が明瞭ではない。gyenduphyogs「上方に向かって」の訳語が

梵文の皿､叱畑「上向いた、慕う」にあたることは間違いないが、次のthob(<'debspa,加peraF

tive)｢[声を］発せよ」(cf'debspa,Mvy4951)の訳語は命令形の動詞なので、梵語の血a(賎し
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い）と意味が合わない。蔵訳者はこのパーダを「悪王の門前にすがりついて、上に向かっ

て［声］を発せよ、愚者の法螺貝、おい」と解釈したのだろうか。チベットの梵蔵併記版の蔵字

梵文転写をみると、mtvonmukhaと記されている。するとthobは動詞*血va「導いて」、もしく

はそれに字が似ている動詞（例えば*VatV園「吹いて」）の訳である可能性が考えられる。

navarajyatapetiVremanmnamitiSocatam/

mahendrasenacandrasyasp血豆samdarSme'bhavat"79.44"

/nabarajyatapitrbramantri頓皿(tID:tiT)Socatam/mahendrasena(candaD:candra

T){D179b}syasprhasandarSa(niD:neT)bhabta/

このように新しい王権という激しい熱苦の下で、嘆き悲しむ大臣たちは、マヘーンド

ラセーナという［冷涼な］月を見たいと強く願った。

/detarrabgdungblonpomams//rgyalsridgsarpa'itshagdungla/

/dbangchensdeyiZlabani//rabmbltabaridodpargyur/

44btsha]6:tshadB(alsopossible).

asmmavasarerajiiallSamaramavanasthitelj/

samiPamkauSikonamabrahmano'rtllIsamayayau"79.45"

45boramavanasthitep】T:oramavanasthiteA:orabhavanastmteBE.

／asmnnabasarerajiiahsamaramabanashteh/samsamkau§ikonamabr颪hmanorthr

samayayau/

その頃、寂静の園である林に滞在する王のもとに、カウシカという名の婆羅門が、

［財を］乞い求めるためやって来た。

/skabsderrgyalpozmbayi//dga'tshalnagsnagnaspadang/

/nyebarbramzeslongbapo//ko'usllikazhespa'ongs/

45cbapo:B:bayiO:(alsopossible).45dko'ulO:kaue.

Note45dko'u]梵語はkauであるが、蔵訳ではko'uなら二音、kauなら一音になり、韻律上こ

こでは二音が必要なので、ko'uになる。

saviSr珈tanlqtatithyahphalamnlairmahIb町同／

p騨汕provacavmayattatragamanakaranam"79.46"
/sabiSrantahkSatatithyaりphala{T489b}mml血mmahIbhuja/pMahprobacabina

yﾖ伽dagamanakaraqam/

彼は王によって果実や根菜で歓待され、疲れを癒した後、ここに来たわけを尋ねら

れて、鄭重に［次のように］語った。

/'brasburtsabassabdaggis//mgronbyasngalbsosdelani/
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/deyi'ongba'irgyumtshandag//dulbasdrispasrabsmraspa/

46bnilO:bymβ.46CdeyilB:deyisOll'ongba'i]B:'ongspa'iO.46ddris

pas]B:伽spaび．

Note46cdeyi'ongba'i]蔵訳者は梵文をtatragamanaではなく*tad-agamana-と読んでdeyi'ong

ba'iと訳した可能性があり、梵蔵併記版の梵文*tadagamanaはそれを支持する。

sarvarthisarthasamkalpakalpav"amahaphalam/

mallendrasenamgacchamidaridryadyacitummpam"79.47"

/sarbbarthiparthasamkalpakalpab止号ammahaphalam/mahendrasenamgacchamidari

dryadyacitummpam/

あらゆる乞い求める人の群の望み［を叶えることが出来る］祈願成就の樹として大

果ある方であらせられる、マヘードラセーナ王に、貧窮のゆえ［財を］乞い求めるた

め、私は参りました。

/slongba'itshogskyikunrtoggi//'brasbucheldandpagbsamshing/

/mbdagdbangchensdelabdag//dbulbayisnislongduigro/

47akyikunrtoglO:kyiskunrtogse.47dbayis]O:bayiB.

etadakamyampatistamabh"atadunkhitah/

ﾖ兎gatartllivaimukhyatapoSnamninSvasmmuhuh"79.48"

48bduhkhitaり]ET(=Ed.),confilrmedbyTib.sdugbsngaldangldanpas:duhkhatah

A:dujkhitaB.48dtapoWam]A:tapo5!amBE.

/etadakampyanrpatistamaprabhaSadduPkhitah/brahmamnahendrasenohamdmg-

mambirahitaSriya/[Note:nlepadas48cdand49abmthelransmittedSkLtextofthebnmgualTi-

belanedinondifferfromtheSkt.textofNepalesemss・Thepadas48cdofmeTibetanSkt.text(brahman

mahendraseno[…]航ya)correspondto49aboftheNepaleseSkt.text・Thepadas48aband49cdofthe

Nepalesemss・aresameMm曲eSkt.textofTibetanbnmgualedition・Thepadas49abofmeSkt.textmTi-

betreadsasfOnows:vipaITtenavidhin圃血o'hamvipamatam.ItstexthasnocorrespondancewiththeSkt.

textmNepalesemsS・Toputitshortly,48abcd,49abcdintheNepalesetradition=48ab+49ab,[?]+49cd

mtheTibetantradition.]

それを聞いて、王は希望をもって来た請願者から顔を背けること（拒否すること）の

熱苦に苦しんで、幾度もため息をつきながら、彼に語った。

/dethosmbdagsdugbsngaldang//ldanpasdelarabsmraspa/

/bramzenganidbangchensde//dpaldangbralbasbdagsmaddo/

48cm]O:nyidβ、
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Note4Md】蔵訳のpadacdは梵文の次の第49詩節のpadaabにあたる。チベットの梵蔵併記版の

蔵字の梵文も、本詩節と次詩節において、その内容構成力職訳と一致する。

brahmanmahendraseno'hamdhilimamvirahitamSriya/

vaimukhyadyasyasamtapamarthrtvamdammagatah"79.49"

49I)dhinmam]A(=Ed.):dhigmamBE(alsopossible).

/bipanrtenabidMn屈mtohambipaITtatam/baimukhyadyasyasamtasamartlm

tvamdammagatah/

婆羅門よ、私がマヘーンドラセーナです。すでに私が［王権という］栄光を失ってい

ることが何とも残念です。請願者としてあなたは来られましたが、［あなたの請願か

ら］顔を背けねばならない（拒否しなければならない）ので、来られたあなたはそ

の［私］に(yasya)[自責の］苦しみを与えますも

/slongbakhyodniphyirphyogslas//gnglagdungbasterdu'ongs/

/sgrubbyedphymciloglasni//phyincil⑪悪nyidbda窪窪iSthob/

Note49a-d]チベットの梵蔵併記版の梵文音写から得られる、蔵訳の元になった梵文の第49詩

節は次のとおりである。vipamenavi曲加ｮmollamvipamatｮm/vaimukhyadyasyas皿瓶pamartim

tvamdatumagataP"・直訳すれば：「誤った悪い(vipama)行為(vidhi)によって、誤った悪い結

果(vipamata)へと私は導かれた。［請願者に］顔を背けることによる苦しみをその［私］

に(yasya)与えるために、あなたは請願者として来られた･」

kimni9phalenavapu頭su5kavIkSopamasyame/

誕豆bhangaparimlanammukllampaSyatiyo'rthinah"79.50"

50c話豆bhanga]A:asamamgaBE.5MpaSyatiyo]ABET:pagyantiyeEd.

/kimnihphalenabasu3ﾖmSugkab"opamasyame/asambhagaparimanammu

肋仰paSyatiyorthinal/

［請願者たちの］希望を打ち砕かれて力を失った顔を見る私の、まるで萎れた［果］

樹のように実りをもたらさない［この］肉体に、一体何の価値があるでしょう。

/gang*gisrebanyamspayi//slongba'ibzhinlogmthonggyurpa/

/shmgskamltabubdaggilus//'brasbumedpadaggisci/

50agang*gis]exconi:ganggiβo､50cskam]D:skamsB:bskamT.50ddaggis]

O:daggie.

itirajavacaMrutvadvijaSchinnamanorathan/

clrenasa明瓶masadyaSilahataivabravIt"79.51"
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/itirajabacaInSrutvadviOaSchanniD:jaSchinnaT)mano{D180a}rathah/cirenasam

j瓶、晟padyaSilahatambabrabita/

このような王の言葉を聞いて、婆羅門は希望を喪失し、まるで岩で殴られた人のよ

うであったが、しばらく経ってから、意識を取り戻して、語った。

/zhespargyalpo'itshigthosnas//rdobasbsnunbzhingnyisskyesni/

/Iethagchadpasyunringna//'dushesthobnasrabsmraspa/

51bbas]B:baO.

Note51cyun血gna]これをyunring*nasと直して読まないわけはKalpala圃蔵訳55.14aと

92.24bにも同じymmgnaの表現が使われているからである。諸版に異読も無い。

abhagyairmamabhnpalabhavmvibhavavarjitall/

sulabhastvadvidhod説ab伽vanelabhyatekutah"79.52"

52aabhagyairlcorr.:abhagairAE:amagyairB.

/abhagaurmmamabhnpalabhabanbibhababaIjitah/sulabhastvadbidhodatabhubane

labhyatekutah/

私に運が無いために、王よ、あなたが権勢を失われたのです。あなたのような、容

易に願いを聞いていただける布施者が、世界にどうして得られましようか（世の中、そ

んなにうまくゆくものではありません）。

/bdaglaskalbamedpayis//saskyongkhyodkyis'byorpaspangs/

/gtongbakhyodltarmyedslaba//1igrtendunigalamyed/

52cgtongld:btongellslabalO:blabae.

rajyadabhyadmkasobhasamto5abharanasyate/

apunyanyartllinamevaye5ammyo'stinaSrayah"79.53"

/rajyadatyadhikaSobhasanto"bharapasyate/apunyanyadthatamebaye"ma

nyostinaSri{T490a}yah/

知足という飾りをつけたあなたは、王位にまさって、輝いて立派に見えますb他に頼

るべき者が誰もいない［私のような］請願者たちは、福徳を欠いているのですb

/chogshesrgymld剛肋yodmdzespa//rgyalsriddaglasshmtulllag/

/gangzhigmdza'bogzhanmedpa'i//slongrnamsbsodnamsmedpanyid/

53algyan]O:rgyalBIImdzes]B:mdzad6.

tyaktasyacaiicalatayasahasaivalak5mya

ratnakarasyanamanagapihmatabhnt/

lakSmmSuniVakhalalubdhag血豆vasanna
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nadyapisatpuru5asamSrayaharSameti"79.54"

54bmanagapilAT(=Ed.):manamapiBE.54ClakgmmSuniVa]T,confimedbyTib.

dpalmkhyibzhin:lakgmiStuniCaABE(=Ed.)

/tyaktasyacaIncalamyasahasaibalak5myaramakarasyanamanagapihrnatabhiita/

lak9Imsu面bakhalalubdhagrhabasannanady豆画satpuruSasamSrayahar5amiti/

繁栄の女神ラクシュミーの移り気でたちまち見捨てられる宝石の鉱脈には［それ自

体］少しも劣った点はありません。女神は雌犬のように粗野な強欲者たちの家に身を沈

めて、今日なお高貴な人々のもとに身を寄せる歓びを知りません。

Note54clakSmihSunIVa]梵蔵併記版の梵文音写から、padacの冒頭をlak5mmSuniVa「ラクシュ

ミーは雌犬のように」と読む梵文伝承がチベットに伝えられていたことが知られる。蔵訳dpalm

khyibzhinもその読みを支持する。他方、ネパールに伝わった読みに従えばpadacはlaksmrsm

mCakhalalub曲agrhavasann面「ラクシュミーは、下劣で粗野な強欲者たちの家に身を沈めて」とな

る。どちらの伝承も意味は通るが、どちらの方が表現として優れているかを考えると、チベット

の伝承に軍配が上がる。

Metre:Vasantamaka.

/dpalmog.yobanyidkyis'伽allangesparbtanggyurpa'i//血chen'byung

gnasdagnibagkyangdmanpargyurpamed/

/dpalmkhyibzmnmbsmnblkamchagskhy加nadmmldanzhmg//da

dungskyesbudampalabrtendga'baryongsmagyur/

54angespar]B:ngespaO.

ityuktvampamamantryasanair豆息yavi5曲1rah/

phala*vrttivicchedaviSadanmartumudyayau"79.55"
55cphala*vrttivicchedalexconi(cfTib.):phalabrttatarucchedaT:kala-

travrttivicchedaABE(=Ed.)

/ityuktvampamamantryabanairamyabi§amraj/phalabg･伽tarucchedabisadan-

martyamudyayau/

このように王に語り、別れの挨拶をしてから、無希望という毒に苦しむ彼は、果実

が［そのまま］生計の資(*vrtti)となる［如意］樹が断たれ、落胆したため、死のう

とした。

Note55clpadacはネパールの伝承ではkalatra-vrtti-viccheda-であるが、私はチベットの梵蔵併

記版のpadacのphala-vrtta-taru-ccheda-の読みを少し訂正した読みphalag*vrtti-taru-ccheda-を採用

した。ネパールの伝承ではpadacdの訳は「妻［を養う］生計の資が絶たれて落胆したため、死

のうとした」となるが、しかし妻(kaltra)の生計に唐突に言及するのは奇妙である。菩薩本縁

経には、暴虐な一王によって婆羅門の一家が牢屋に繋がれて、身代金に金銭五十を要求されてい
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るという特別な事情が語られるが(T356all-14)、特に妻のことを述べてはいない。大荘厳論

(T4339c)と経律異相(T53142a)は婆羅門の負債について述べるだけである。もし妻に関わる

特殊事情があるなら、Ksemendraは本章のどこかで先に説明していなければならないはずである

し、他の漢訳並行文献を見ても、妻への言及は無い。また、もし妻の生計が心配なら、なぜこの

場で自殺を考えるのか理解できない。むしろチベットの伝承に従った方がよい。蔵訳のpa曲cの

'brasbus'tshoba'ishingbcadpa'i「果実の生計(*vrtti)の樹が切られたる」はネパール伝承とは明

確に異なる伝承であり、梵蔵併記版のpadacのphalavrttataruccheda-の読みがその蔵訳を裏付け

る。ただし梵蔵併記版が伝承するvrttaには「生計」の意味が無いので、もし蔵訳と合わせるなら

vrttaを*vrtti(='tshoba)と訂正して読む必要がある。私はその訂正を施した上で、「果実が［そ

のまま］生計の資となる樹が切られたろ」と解釈した。ここでは樹(taru)とは神話的な如意樹

(kalptaru)を指し、そのイメージが人の望みを叶えて布施をする王と重ねられている。如意樹

は、天界や北クル洲に生えていて、衣服や食物などの生活の資(*vrtti)を枝に果実として実らす

と仏教徒に信じられている。

/zhesbIjodnbdaglagsolnas//bsambralduggisgzirbade/

/'brasbus'tshoba'ishingbcadpa'i//myanganlasni'chibarbrtson/

55azhes]O:cese.55bduggislO:duggie.55cbus]B:buOllbcadpa'iB:

bcadde!iO.

tasyakan!hagatampasamapaniyasabhnpatih/

tamncekamnnsin曲Ⅲbandhunsnigdhataro!rthmam"79.56"

/tasyakamhagatamp園§amapamyasabhnpatih/tamn(coD:ceT)karupamsindhurb-

bandhuhsmgdhata{D180b}rorthinam/

彼が首にかけた縄をかの王は奪い、慈悲の海であり請願者たちにとって最もやさし

い友である方は、彼にこう話した。

/deyimgrinparsongbayi//zhagspasabdagdeyisbsal/

/snymgrje'irgyamtshoslongrnamskyi//mdza'gcugsgnyengyisdelasmras/

56bdeyis]O:deyiβ､56dgcugs]O:bcugB.

baddhvamampratipak3asyanayabh面npatenpurim/

madvadllaiSIsatevittamdasyatyabmmatadhikam〃79.57"

57abaddhv3]AT(=Ed.):badhv5BE.57CmadvadhaiSIsate]AT:madvadheSrsate

B:madvadhrsahiteEd.CfdeJoNG.

/baddhvamampratipakgasyanayabhumipatippurim/madbadhaiSIpatebittamdasya

tyabhimatadhikam/
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私を縛って、敵の王の都城に連れて行きなさい。私を殺したい彼は、希望する以上

の財をあなたに与えるでしょう。

/bdagchmgssayibdagponi//mmtllunpllyogskyigrongkhyerkllyer/

/khyodlabdagnigsod'doddes//mngon'dodlaslhagnorster'9yur/

ityuktahparthivendrenalajjam加aivadvijan/

tamartllib加dhavambaddhvaninayadhanat"nay盃〃79.58"

58Cbaddhv訓AT(=Ed.):baddhoB:badhv3E.

/ityuktaPparthibendrepalajjamanaibadvijah/tamarthibandhabambaddhvananaya

dhanatmtayah/

王にこのように言われた婆羅門は、財への渇望のため、恥じつつある人のように請

願者の友である彼を縛って、連れていった。

/deskadsayibdagposIXjod//ngo*tshargyurbzhmgnyisskyeskyis/

/slongba'ignyendebcmgsnasni//norlasredpaslabmkhyer/

58askadlO:slade.58ID*tshar]excom:mtsharβび．

tamd"vapratisamantastenanitammalliPatim/

tadvmmtamcav加圃yavism並血praSaSamsatam"79.59"

/tamdMv屈匝atisamantastenamtammahrpati/tadbrttamtamcabijmyabismtapm

SaSampatam/

敵国の王は、彼に連れられてきたかの王を見、その出来事を仔細に知り、驚管して、

かの［王］を称賛した。

/sabdagdeyiskhridpade//pllarolrgyalphrandaggismthong/

/deyibyungts伽lthosgyurnas//yamtshangyurpasdelabsngags/

59adeyis]6:deyie.59bmthong]6:mngone.

saviprayadh加則ndattvasvapadepmViPatim/

caranalinamuku!astamprasadyanyaveSayat"79.CO"

60bsvapadeprthiVIPatim]ABE(=Ed.):svasthanebhnnpatisa､T(<*svas曲珈e

*bhnmpatihsah).60dnyaveSayat]T(nyabegayata<*nyaveSayat):nyavedayatABE

(=Ed.).CfdeJo冊．

／sabipraya曲anamdatvﾖsvasthanebmmpatisah／{T49肋}caranﾖnnamukuta

stammasadyanyabeSayata/

婆羅門に財を与えてから、［王の］足下に鮠いて王冠をそのみ足につけた［敵国

の］その王は、浄信をいだきつつ、かの王を自分の地位に就けてやった。
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/Ixamzelaninorbymnas//ranggignassusabdagde/

/zhabslacodpangyisgmgste/dmgbarbyasnasdeyisbkod/

60CgtugslO:bmgse.6Mdeyis]O:'diyie.

Note60blpadabはネパール伝承の梵文svapadeprthiViPa伽に対し、チベットの梵蔵併記版の

梵文では奇妙にも*svas血珈e*bhnmipatihsapと、その同義語的表現に置き換えられていたよう

だ。ネパール伝承の読みの方が正しい読みと思われ、チベットの伝承は恐らく梵文写本の余白に

記された注釈的説明の語句が本文に入って、本来の読みと入れ替わったものではないかと思われ

る。蔵訳のpadabはどちらの読みから訳されたものであるか不明である。

manUjapatirahammahendraseno

dhanavhtasmyaeSakauSiko'rthr/

punarapicasaevajIVaSanna

carimnitisvamudallrtamjmena〃79.61"

61bvihitas]ABET,confillmedbyTib.bsgmbs:virahitasEd.CfdeJoNGIItuyaIA:

tmyaBE.

/manujapatirahaInmahendraseno曲anabihitastayaeyakauSikorthih/punarapi

basaebajibaSarnnnacaritantisvapadahrnnjinena/

マヘーンドラセーナ王は［この］私であった。更にまた、財を授かった請願者カウ

シカこそが［今世で阿羅漢になった］ジーヴァシャルマンである。－と、このように

勝者（仏）により、ご自身の行い力説かれた。

Metre:PuSpit園厚a．

/myibdagpodbangchensdeninganyidde//gang*'dislongbako'ushikaii

nordagbsgrubs/

/slaryangdenyidkhona'tshobabdeba'o//zhespa'ispyodpargyalbasrang

ladperbrjoddo/

61bgang*'di]exconi:gang'disβびllko'u]O:kauelldaglO:bdage.

Note61bko'u]もしkauなら一音であるが、韻律上ここでは二音が必要なので、ko1uになる。

itikSemendraviracitayambodhisattvavad加akalpalatayammallen-

drasenavad5nam伽ﾖ釦itamanpallavall"

/itikSemendrabiracitayambodhisatvabadanamkalpalatayammahendrasenabada

namIinaSititamah{D181a}pallabaM

以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』における「マ

ヘーンドラセーナ［王］のアヴァダL－ナ」という第79の小枝（章）。

－208－



/zhespadgeba'idbangposbyaspaiibymgchubsemsdpa'irtogspabrjodpa

dpagbsamgyi'khrishmglasdbangchensde'irtogspabIjodpa'iyal'dabste

bduncurtsadgupa'o"

第79章の非重要な異読の報告

1．チベット訳の諸版の正字法上の異読

27brjessu]IjesuG.30dskyabssu]skyabsuG、38dnagssu]nagsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonderlesungen)

2bbrjod]bljidD.6absamslbsamT.8dstorlsterN.10dbdag]dagD.11azhing]zhig

D.13crgyud]brgyudD.13ddes]dosD.14cbud]buN.19cpayis]payiT.22ama

yilmayisT.29clongs]yongsD.29dbsngal]o"z.G．3Wbcad]bcasG.35dbstenlbstan

D、39bngotsha]ngomtsharG.43atshogskyis]tshogskyiT.43ddragldmgNIIsmrar]

smarN.47Cchen]tshanN.50blogllogsG.51crelriN52ckhyod]khyedQ.53a

khyod]o"z.G.55d!chi]'chingG.56abayi]bayisT.(Co""0":)sde'i]bde'iG.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

1bvitta]vin血EIImanasah]manasaB.1cpatanti]pa息罰mtiB.1dSamamye]Sameye

E.3aSabalaSmaSmh]sacalagmaSmE.5dvirakta]viraktaB.6asacmtayad]samcintayad

B.6dopanatai]｡pavatallB.8dv"amma]V"yamanaB.10atvasmnnltasmnnB.

11bpatim]pattimB.11dab町屈tya。]珈噸tya。B.12cdaridryamldaridramE.1Zdbtal

cataE.13adveSiqas]dvepipasE.13bvallabham]vallabhamE.13cprav曲証ham]

pravaharheE、15asotsahap]sotsahaB.16bvigrmalvisImpaA、17avipral]vipraE.18d

sampnmakanakambarah]sapmmakanakambaraB.19bpulrParyanta]pulimparyyantaA.19d

muSito'tha]mukhitodyaB:bhu5itoyaE.20dkanayitam]kanayutamB.21bvittam]cittam

E.21cabhagyalasagyaE.22cgravi;aip]gaviSaiE.23bobandhanam]｡bamdhaneB.

26dpranamya]prapammyaB.29bdhanarjanam]曲anaIjaneE、29dpadepadelpadampade

B.30bgatva]matvaB.33cbhik5ubhir]bhik9urE.35adeSebhyas]deSemyasB.35d

asiSriyat]alliSriyatB.36apratisamantair]pratisamamtaiB.38ck9amakgetram]k9ayakSetram

E.38dk珈anam]k珈akamE.41akSitipater]kSitipateB.43a"anakall]息呵anakaB.46b

mahirbhuja]mahrbhujahE.46dtatraga｡]tamaga｡B.48c盃逆a･]asaga｡B.48dnihSvasan]

niSvasanA.49dtvamdatumltvad加amB.50bme]bheE.51dSnahta]SilahatamB.52c
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tvadvidho]tadvi曲oB.53aabhyadhika]amyadhikaB.53bsamto"bharagasya]samto"-

maragasyaB、54atyaktasya]tyaktamsyaBIIsahasaiva]sahasevaA.

APPENDIX

Avadanakalpala樋梵文と蔵訳の語の対応関係の確認

将来の索引作りのために、最後に付録として、梵蔵を一字一句対照させておきたい。以下の表

記に関する注意：梵文と蔵訳の語の対応関係を示す際に、代名詞と動詞と一部の副詞は、語尾変

化が付いた活用形で示す。しかし名詞と形容詞については、語尾変化形を出さずに、基本的に語

幹の形で示し、語幹の後につけたl～8の数字で梵語の八つの格を示す。例:aSval=aSvah,aSva2=

aSva(voc.),aSva3=aSvam,aSva4=aSvena,aSvaS=aSvaya,aSva6=aSvat,aSva7=aSvasya,aSva8=aSve.

両数と複数の場合も、格の表現には単数と同じ数字を用いる:aSval=aSvahoraSvauoraSv池．

第78章Sakracyavana

/gang*gis(=ye)skabsgsumdbangphyugla(=mdaSeSvara8)yang(=api)brtsebadangldan

pa'i(=dayapraJaym3)//ngm(=dMi3)zhibannpa(=韻iva-)zhibyedladpa'(=samSa-

mana-magalbha3)ltungbyedpa(=patayanti)//chenpo(=mahat7)dedagmamskyi(=te§am)

mthum(=prabhava-)cher'os(=maharhal)chenponyid(=mahimanl)//dgemtshan*gyini

(=kaumka7)rtsemo(=Smga3)shinmmthobadagm(=u伽hga-)'dZegs(=adhirohati)"78.1

〃

/blgyabyin(=Sakral)mdunsar(=sabha-)'khodpa(=5sInal)sngon(=pura)//mthorisnas(=

tridiva-)lhung(=cyuti-)mtshannyidkyis(=lak5抑a4)//regcing(=spMal)sengge'igdan(=

siII血豆sana)stengdu(=utsanga8)//dga'barabtuthobmagyur(=naratimpratyapadyata)"

78.2〃

/deyi(=tasya)mgola(=mauli8)*mandara'i(=mandara-)//phrengba(=malikal)gserldan

(=suvama-)mdzespani(=ruciral)//bsodnamsmayin(=apuqya-)bsgribspayi(=utsanna-)

//langtsho'i(=tarulya-)dpalbzhin(=§前iva)nyamspargyur(=m珈atamyayau)"78.3"

/deyi(=伽ya)thigle(=tilaka8)gragspaltar//dkarla(=yaSahSubhra8)nyamsparbyaba'i

slad(=vilopaS)//rngulgyi(=sveda-)chuthigs(=udabindul)gsarpayis(=naval)//ngan

smras(=apavadal)bzhindu(=iva)glasdagbyas(=padamcakrire)"78.4〃

/*dani(=atha)semsnibsamspala(=cinta-)//chagsshing(=samsakta-)lmngla(=paiana7)

nyegyurpa(=asanna7)//deyi(=tasya)brtanpa(=dhrtil)phragdoggis(=ir5ya-)//khros(=

ru"1)bzhin(=iva)Iabmringbar(=diirataram)song(=prayayau)"78.5"
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/myangan(=Suc6)yongs'dris(=paricita3)de(=nn)mthongnas(=dWtva)//iigspa'i(=

cakital)bdesogskyis(=Sacrl)smraspa(=nce)//ltungbadagla(=nipatana8)nyeba(=asan-

na8)'dir(=asmn)//rtenni(=avalambanal)rabmbsamparmdzod(=c加yatam)"78.6〃

/1igrtenmamsla(=loka8)rgudpa*yi(=vipad7)//bgombyaminpa(=alanghyal)med(=

nasti)ces(=iti)nges(=niScayal)//gangzhig(=yad)nyonmongs(=klega-)伽gspa(=

viplugl)'di(=imah)//'groba'ibdagpo(=jagatampati7)khyodla(=tava)yang(=api)"78.7

〃

/ngespar(=khalu)rnamkun(=sarvatha)phyirphyogspqs(=vaimukhya6)//'badpayism(=

yamatas)btsalbtsalnas(=anvi5yanvi9ya)//ltungba(=apadl)yontanla(=guQa-)sred(=lub-

dhal)*bzhin(=iva)//chenpomamsdang(=mahat4)'grogspar(=sanga3)'dod(=icchanti)"

78．8〃

/khyabbdag(=vibhu2)rangnyid(=svayam)'dzamglingdu(=jambudviPa3)//rezhig(=ta-

vat)bobsla(=avamya)khyodkyism(=tvaya)//rgudpa(=vyasana8)bsrungbar(rakSaga-）

bzodpayi(=k5amal)//dgesbyong(=SramaWal)'ga'zhig(=kaScid)btsalbarmdzod(=mIgy-

atam)"78.9"

/gangdag(=ye5恩m)dgebasbgodbyedcmg(=如息alagaminl)//dgebanyidkyis(=kuSala4)

sbyor(=yUj-)byedpa(=yUjyante)//dgesbyong(=SramaJal)mthuni(=mabhava-)rgyache

zhing(=vipula-)//khyadpar'phagspa(=utkarSal)gragspathos(=Smyantekila)"78.10"

/zhespa(=iti)dga'ma'i(=priya-)tshig(=vacas3)thosnas(=Srutva)//debzhin(=tatha)zhes

(=iti)smras(=uktva)1hayibdag(=marutpatil)//sala(=k5iti3)mngonPhyogs(=abhyetya)

nyonmongsni(=kleSaP)//1ilba(=samkgaya3)dgeslongrnamsla(=SramaJa3)dris(=pa-

praccha)"78.ll"

/brgyabyingyisni(=Sakra-)dris(=pranaya-)tsamgyis(=matre9a)//mthuyis(=prabhava-)

mngonkhengs(=abhimamnl)dedaggis(=te)//thalmosbyarbyas(=afijalivygral)denyid

la(=tad-)//phyag'tshal(=pramma-)bzhinasbmdpargym(=natananal)"78.12"

/gangzhig(=ye)bdagnyidla(=mameva)'dudpa(=pranamanti)//de*yis(=te)jil伽(=

katham)srungbyed'gyur(=kurvantirak95m)//zhes(=iti)bsams(=dhyatva)1hayibdagpom

(=marutampatil)//rebanyamspas(=bhagnaSal)ranggnas(=svapada3)song(=yayau)"

78.13〃

/denas(=tatas)de*yis(=salJ)bdegshegsni(=sagata3)//mchoggi(=parama-)bdudrtsi(=

amrta3)thob(=samprapta-)shesnas(=jfiatva)//lmngba(=nipatana8)rabmnyeba*na(=

pratyasanna8)//yongssuskyobpadagm(=paritrma3)bsams(=amanyta)"78.14"

/denas(=atha)deni(=saり)Ijes'brangbcas(=sah加uga4)//dbangpo'iphrengba'i(=m-

dramala-)pmgnangna(=garbhasthita3)//debzhmgshegspa(=tathagta3)mekhamsla(=

tejodhatu-)//snyomszhugsgnaspa(=samapanna3)ltaru(=draSIum)song(=yayau)"78.15"
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/denas(=atha)bdesogsbdagpo(=SaCiPatil)des(=sah)//'phalla(=sahasa)phugdang

nyebar(=guh珈tika3)phyin(=asadya)//zurphudlngapa(=paiicaSikha3)zhespayi(=nama)

//driza'ibula(=gan曲arvasuta3)guspas(=adara6)smras(=nce)"78.16"

/debzhingshegspa(=tathagata3)bcomldan'das(=bhagavt3)//meyikhamsla(=tejodha-

tu-)snyomszhugspa(=samapanna3)//khyodni(=tvam)ranggisgyurtsalla(=svakalaP)//

Inkhaspas(=kauSala4)rtogsparbyabar!os(=prabodhayitumarhasi)"78.17"

/gangzhig(=yah)dus皿n(=akala4)nyerbgroddang(=upasarpati)//mabIjodparni(=

anivedital)nangjugdang(=paviSati)//bsampashespannpa(=anasayajnal)de(=saU)//

damparnams*kyi(=sat7)smadpa'i(=avamana7)gnas(=bhajanal)"78.18"

/zhes(=iti)bIjod(=uktal)lhayilgyalpoyis(=suraraja4)//blogrosldanpa(=dhimatl)dri

za'ibu(=gandharvadarakal)//baijaryayi(=vaidmya-)dbyugpacan(=dama3)//rgyud

mang(=vma3)sgrasnyan(=susvara-)lendubcug(=sarammakarot)"78.19"

/rangbzhingyis(=svabhava-)snyan(=madhu-)yiddu!ong(=udara-)//bstod(=stuti-)

dbyangs(=giti4)dga'badangbcaspas(=ramya4)//deyis(=sai)rgyalba(=jina3)sadbyas

te(=vibodhya)//'phrogbyed(=hari7)ltaba'igoskabs(=darSanavasara3)*byas(=cakre)"

78.20〃

/denas(=ttas)lhadangbcaspayi(=devaihsaha)//mchodsbyinbrgyapa(=Satakraml)rab

zhugste(=praviSya)//rabzhi'i(=praSama-)bdudrtsi'i(=amrta3)char'bebspa(=var9t3)//

dga'baskyedbyed(=harSajanana3)bdegshegs(=sugtaa)bltas(=dadarSa)"78.21"

/phyag'tshal(=pranama-)rabtubmdpa(=anatal)des(=saり)//mgoyi(=mauli-)*mandara

ba'i(=mandara-)ros(=makaranda4)//stonpa'i(=Sastr7)zhabskyi(=pada7)senmoyi(=

nakha-)//melongdagni(=darpaqa-)rabtuphyis(=mamanamcakara)"78.22"

/denas(=tatas)rabzhugs(=pFavi5!a7)delani(=tasya)//ganggis(=yena)bdenpa(=satya-)

mthongba*las(=darSana6)//choskyimigni(=dharmacakSusl)'byunggyurpawi(=babhnva)

//bka'drin(=prasada3)rgyalba(=jinal)deyis(=sai)mdzad(=vidadhe)"78.23"

/yongslmng(=paricyutal)de*yis(=sah)'phrallam(=sahasa)//ranggi(=sva3)stannyid(=

asana3eva)thobpargyur(=aptavatl)"bsodnams(=p叩ya-)mthumdedaggis(=mabhava4)

//lmngba'i(=cyuti-)mtshannyid(=lak5apal)rabmzhi(=pra§mta-)"78.24"

/jisrid'tshobar(=yavajjrVam)bdebargshegs(=sugata3)//skyabs'os(=Saranya3)dela(=

sah?v.note)skyabssusong(=3arapamgatal)//bdagm(=aham)rabthar(=atikrantal)cesbr-

jodnas(=ityuktva)//dela(=tam)zhusnas(=amantrya)mthoris(=div3)song(=yayau)"

78.25〃

/mmburuyi(=mmburu-)bumo(=suta3)mdzes(=lalita3)//zurphudlngapala(=pan-

caSikhaS)des(=sah)byin(=dadau)//damparnamsm(=sat7)phanpa'i(=upakara-)cha(=

kapal)//bulonbzhindu(=mavat)semsparbyed(=kumtecintam)"78.26"
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/dgebathobpas(=kuSalavapti4)brgyabyinm(=Sakra7)//gsardu(=pratyagra-)khrungspas

(=udbhnta-)yamtshanpa(=vismaya4)//dgeslonggis(=bhikgu4)dris(=p孵腫1)bcomldan

'das(=bhagavatl)//thamscadmkhyenpas(=sarvajial)der(=tan)gsungspa(=abh"ta)"

78.27〃

grongkhyer(=pur8)mdzesldandagtu(=Sobhavan8)sngon(=pura)//sayibdagpo(=

p戒hiViPatil)bskalbzanggis(＝＊saubhagyal？v､note)／／stonpa(＝§astr7)logpardangselgyi

(=krakucchanda7)//skuyi(=§ﾖrira3)mchodrten(=smpa3)rabtubyas(=akarayat)"78.28"

/deyi(=mt-)bsodnams(=puﾘya-)smonlam(=praVi曲珈a-)rdzogs(=pmma-)ldanpas(=yo-

gat)//rgyalpo(=rajanl)desm(=saり)lhayidbangnyidthob(=praptahtridaSeSvaratvam)/

/'byorpa(=vibhm3)choskyisbcings(=dharm加ubaddha3)zhes(=iti)gsungsnasm(=uktva)

//bcomldan(=bhagavatl)gsungni(=vm3)rabmzhibargyur(=pras加ti3anayat)"78.29"

第79章Mahendrasena

/budmed(=strl4)bloyi(=*mati7,v・note)s血momamskyis(=rakSaSi4)blogros(=*mati,

v.note)rmongsbyasshing(=vimohita-)//bdeba(=sukha-)!dodpanyidkyis(=vaiicha4eva)

yidni(=manas7)norla(=vi伽-)zhugsgyurpa(=pravma-)//skyesbu(=puruga7)gangzhig

(=ye)rabzhi(=praSama3)dangbral(=vina)zhibarmibgrodpa(=naSamamgacchanti)//de

de(=*te*te,v.note)ngespar(=nama)'phralla(=sahasa,v.note)nyonmongsdagm(=

kleSa3?)ltungbar'gyur(=patanti)"79.1"

/ganggisna(=yaり)tshod(=vayas7)phyeddagni(=ardha8)//thospabrjodcmg(=Smtad-

hyayinl)tshangsspyod(=brahmacarya3)spyad(=cacara)//bramZe(=brahmapal)'tshoba

bde(=jTVaSannanl)zhespa(=abhidhal)//mnyanyodduni(=gravasti8)sngon(=pmrvam)

byunggyur(=abhavat)"79.2"

/mdza'bas(=sneha6)gnyengyis(=bandhu4)gsolbtabpa'i(=arthital)//rganpo(=jara-?)

smara(=SmaSrul)khrabo(=Sabala-)de(=sah)//choskyilamgyi(=dharmamarga-)ngodag

tu(=anurodha4)//budmed(=dara-)rabmbzungbarbyas(=samgrahamvidadhe)"79.3"

/longsspyod(=sambhoga-)gsarpala(=nava-)chags(=lubdha7)de'i(=tasya)//chungma(=

pamIl)9.yoldanma(=taralikal)zhespa(=nama)//darlababcing(=taruqal)ngg.yoma(=

taralekSaQal)//shintuyid､ongnyiddu(=atidayital)gyur(=abhavat)"79.4〃

/deni(=tasyah)dela(=tasmin)*rims(=jvara-)bzhindu(=upama8)//shinm(=su伽盈m)

sredpaminpar(=arucil)gyur(=abhnt)//budmed(=yoSitl)ngusla(=abhakta-)chags

shing(=raktal)//yangdagchagsla(=samsaktaP)chagsbral(=viaktal)nyid(=eva)"79.5"

/des(=sa)bsams(=acintayat)kunmmi'phrogspa'i(=*anaharya,v.note)//rgabas(=

jara-)shadkarldanpa'i(=§ﾖraSiromhal)khyo(=patil)//bdaggi(=mama)langtsho'i(=yau-
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vana-)dregs(=darpa8)'dila(=asn血)//bsodnamsminpas(=ap叩ya-)nyebarg'as(=up-

antal)"79.6"

/rganpos(=vIddha7)gzhonnuma(=tarum)spyodpa(=bhogal)//lusninyamspa(=

samakSaya-)gobyeddag(=sncakal)//rgabas(=jara4)skranasbzungbyaste(=keSagraha4)

//mnyesgshingyisni(=vatsalya4)zlogpabzhin(=varyate)"79.7〃

/rganpo(=sthaviral)dalgyis(=Sanaih)cungzadni(=kimcit)//'khumsshing(=samkoca-)

sgubor(=kulilal)rabgyurpa(=prayati,v.note)//sala(=avani8)langtsho'i(=yauvana-)

norbuni(=maqi3)//storba(=harita3)'tsholbarbyedpa(=vikgamapal)bzhin(=iva)"79.8

〃

/rganpo(=vrd曲a4)bloldanmayinpa(=adhimat4)//jigrtenpharol(=paraloka-)don(=

artha3)sInesPas(=*jnena,v.note)//gzhangyilongsspyodla(=parabhoga-)sbyar(=

pragayinl)gang(=tat-?,v.note)//denyid(=tadeva)bdaggis(=aham)rabtubya(=karom)

〃79．9〃

/'dim(=asmn)khyimnang(=antargrha-)gnaspa'itshe(=gata4)//Ikunpo'i(=caura-)'dod

ldandang(=kamin4)mdza'bas(=p1℃man-)//brtsemed(=nirdaya-)longsspyod(=samb-

hoga-)mabsdamspa(=nirargala-)//bdeba(=sukha3)bdaggis(=maya)spyodnnus(=

aSakyal)"79.10"

/zhesbsams(=itisamcmtya)rigsbzang(=abhijatya-)rjesmthunzhing(=anukarinl)//ngo

tshaldanpa(=1qjam加al)bzhindu(=iva)des(=sa)//dulbayism(=vinayat)mngonphyogs

te(=abhyetya)//dalgyis(=Sanaih)bdagpola(=pati3)smraspa(=abh"ta)"79.11"

/byamed(=nirvy即訂a‐)bdeba'tsholbyedpa(=sukhaiSin4)//khyodni(=bhavat4)khymdu

chagspayis(=grilasakta4)//bzodpardka'ba'i(=duPsahal)dbulponyid(=daridryal)//

mlyodkyi(=?)lagpas(=hasta4)drangsnas(=akEya)blangs(=anital)"79.12"

/gangzhig(=yasya)rtsompala(=udyoga-)sdangzhing(=dve9in7)//dragpo'i(=tiVral)

snyomlasdagla(=alasyal)dga'(=vallabhal)//rabmang(=bahu-)!godpa'i(=vyaya-)rgyud

ldanpa'i(=pravaharha3)//khyimnagnaspa(=vivaha3)des(=sah)cibyed(=kimkaroti)"

79.13〃

/gangdu(=ytra)khyimbdag(=ghapatil)snyomlaslas(=alasya6)//khyimgyizurni(=

glflakopa3)mi(=na)gtongba(=muncati)//derni(=tatra)budmed(=angana1)rmongspa

rnams(=mugdhal)//norsgrubsladdu(=dhanmjana5)'byungngamci(=niry加tukim)"

79.14〃

/gangna(=yatra)skyespa(=puruSal)sproldanpas(=sotsahal)//phyiyi(=bahis)thasnyad

la(=vyavahara-)dga'zI血g(=ratil)//budmed(=stm)khyimgyi(=grha-)byabarchags(=

vyaparasaktal)//dena(=tatra)don(=artha-)kun(=sarval)phunsumtshogs(=sampadl)"

79.15〃
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/lasdangbralbamamskyi(=viratakannan7)khyimni(=帥al)dga!ston(=utsaval)longs

spyod(=bhoga-)nyamsgymcmg(=bhagnaP)//rgyanmed(=abmSapal)gosmed(=anam-

baral)budmeddagni(=anganal)zurphug(=ko9a-)drimacanna(=manna-)zhen(=naP)/

/khridang(=Sayana-)malstan(=asanal)rnamparnyamsshing(=viSima-)chusnodchagpa'i

(=sphu!itav誠曲ﾖnIL)sgradangldan(=ghala?v・note)//'bangsmed(=adasal)yobyadmed

cing(=anupaskaral)yunring(=cira-)zhosrub(=mantha-)sgram(=svanal)rdzogspar'gyur

(=nivrtta-)"79.16"

/deyis(=taya)de(=iti)brjod(=uktaP)bramze(=vipral)de(=saり)//norla(=drav"a-)

mngonduphyogste(=unmukhal)song(=pratasthe)//budmedkyism(=yo;it-)dbangbyas

rnams(=va§血tal)//yulgyi(=vigaya-)g.yangsadagm(=Svabhra8)lmng(=patanti)"79.17

〃

/deyis(=sah)nor'dzin(=vasudha3)rgyamtsho'imthar(=sagar加ta3)//khyamsnas(=

bhrantva)sbyinpa(=parigahal)thobgyurte(=labdha-)//gserdanggosni(=kanakambaral)

rdzogsgyurpas(=saInpmmaP)//duskyis(=kalena)ranggigrongkhyer(=svapurlr3)song(=

prapa)"79.18"

/denas(=atha)khyim'dod(=grhotkamha-)tshogskyis(=utkara-)de(=sah)//songba(=

akr珈tal)grongmtha'i(=puliPary加ta-)nagstshaldu(=kanana8)//chomkunpayis(=

dasyu4)bcomgyurnas(=mu5ital)//lustsam(=Sarrramatra-)lhagmanyiddu(=Segal)gyur

(=abhnt)"79.19"

/bdeba(=sukha-)dongnyer(=arthin4)nuspayis(=samarthya4)//donmed(=anartha-)nor

ni(=arthal)nyerbsgrubs(=uparjital)kyang(=api)//myangamchuyi(=maruvari-)mgspa

bzhin(=kamyita3)//byedpo(=dhatr7)bzhedpammpas(=amccha4)byed(=karoti)"79.20

〃

/des(=sah)bsams(=acmtayat)kyema(=aho)'badpayis(=yama4)//bdaggis(=maya)nor

ni(=vittal)bsgmbsgyur(=aIjital)kyang(=api)//bdagni(=me)skaldangnldanpas(=ab-

hagyayoga6)//nmlammthongdang(=svapnadarSana‐)mtshungspargyur(=mlyatamyatal)

〃79.21"

/norni(=dhana-)dongnyer(=arthin7)chungmayi(=pam7)//gandu(=antika3)lagstong

(=SUnyapanil)bdag(=aham)phyinna(=prapya)//smadpa(=avamana-)dragpo'i(=ugra-)

dugldanpa'i(=vi5a4)//tshigrtsubb可odpas(=paruSabh"ita4)bdagm'tsho(=najrvami)"

79.22〃

/deslad(=tasmat)bdagni(=me)'dinyiddu(=ihaiva)//'dlralla(=sadyas)zhagspas(=

paSa4)bcingspa(=udban曲anal)phan(=hital)//dbulba'i(=daridrya-)nyer'tshe(=upadra-

va-)dragpo*yi(=krnra8,v・note)//khyimdu(=grha8)budmedmtshon(=strrSastra3)m

bzod(=nasahe)"79.23"
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/cesbsams(=itisamcintya)deyis(=saり)khrishinggi(=lam)//zhagspadagni(=paSa3)

mgrinpar(=kamha8)bkod(=nyaveSayat)//nyonmongsdragpos(=trVrakleSa-)nyenmams

*kyi(=vi5ama7)//gnyendangphradpa(=bandhusamgamal)'chiba(=mdhanal)yin"79.24

〃

/skabsder(=atrantare)bcomldan(=bhagavatl)brtsebayi(=klpa-)//rgyamtsho(=sindhul)

'byungpoladgongspa(=bhntabhavanal)//thamscadmkhyenpas(=sarvajial)deyini(=

asya)//sdugbsngal(=duUhal)shesnas(=jnatva)nagssu(=vana3)byon(=ayayau)"79.25

〃

/denas(=atha)deyis(=tena)gnyisskyesm(=dvijal)//rtsebas(=daya4)dbugsphyung(=

盃vasital)zhagspa(=paSa3)btang(=tyaktva)//deyis(=tad-)byinpawi(=dtta3)gter(=nid-

hi3)blangsnas(=adﾖya)//dela(=tam)phyag'tshal(=prapamya)khyimdu(=gIha3)song(=

yayau)"79.26"

/deyi(=tasya)chungma(=bh町副)norgyis(=dhana4)kyang(=api)//rjessumthunpa

nyidmagyur(=anukiilatamnajagama)//gzhangyiregpala(=parasamsparSa-)chagspa'i(=

raginl)//budmed(=stril)norgyis(=artha4)tshimm'gyur(=natu9yanti)"79.27"

/longsspyod(=bhoga8)rtsompachela(=maharambha-)yang(=api)//duskyis(=kalena)

yidnichagsbral(=udvignamanasal)des(=sah)//*bsamspa(=acintayat)kyema(=aho)

'khorbana(=samsara8)//denyidduna(=ta伽atas)bdebamed(=nastisukham)"79.28"

/dbul(=daridrya-)dangmtshungspa'i(=tulyal)sdugbsngal(=duhkhal)cizhig(=kim)yod

(=asti)//debaskyangm(=tato'pi)norbsgrub(=dhanaIjanal)rabsdugbsngal(=

duhkha伽al)//norgyi(=dhana-)longsspyod(=upabhogal)bdebaii(=sukha-)chas(=leSa-)

bsgospa(=digdhal)//gnasdanggnassu(=padepade)sdugbsngalbrgyaphrag(=dujkhaSa-

ta3)skyed(=snte)"79.29"

/deltar(=iti)chagsbral(=viraktal)rabbsamste(=cintayitva)//rgyalbyedtshaldu(=je-

takanana3)songnas(=gatva)des(=saj)//sridpa*gcadslad(=bhavocchim5)bcomldan'das

(=bhagavat3)//stonpalani(=§耐tr3)skyabssusong(=Saranamyayau)"79.30"

/deyi(=tasya)bsampa(=aSaya3)baglanyal(=sanuSaya3)//khamsdang(=dhatu3)debzhin

(=tatha)'gro(=gati3)mkhyennas(=jmtva)//choskyismanni(=dharmabhai5ajya3)bcom

ldan'das(=bhagavatl)//sridpa'inadkyi(=bhavaroga-)smanpas(=bhiSajl)byin(=dadau)"

79.31〃

/bdenmthong(=dnasatya)deyis(=sah)rabbyungni(=pravrajya3)//rabmdangba(=

pras湖加3)yangdagblangs(=samadaya)//nyonmongsthamscad(=sarvakleSa-)*spangba'i

(=prahapa-)slad(=arha3,v.note)//dgrabcomnyidni(=arhattva3)thobpargyur(=

samavaptavatl)"79.32"
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/deyi(=tasya)gmbpa(=siddhi3)rmadbyung(=adbhuta3)de(=tam)//mthongnas(=

d瓢va)yamtshan(=vismaya4)rgyaspayi(=vipula-)//dgeslonggis(=bhikW4)dris(=

p騨唾1)bcomldangyis(=bhagavatl)//deyi(=tad-)sngonbyung(=vrttanta3)rabgsungspa

(=abh"ta)"79.33"

/baranas面(=v諏珈aSr8)myidbang(=nareSvaral)//dbangchen(=mahendra-)sdeni(=

sen31)sngon(=pura)byungste(=abhnt)//semscankunla(=sarvasatWa8)gang*gini(=

yasya)//brtseba(=dayal)mchog(=agryal)nyid(=eva)yid'ong(=dayital)gyur(=abhavat)

〃79.34〃

/bdagponganpas(=kupati-)rabgdungspa(=tapital)//yulgzhannas(=paradeSa6)!ongs

(=?)skyeboyis(=janal)//lamgnas(=maIgastha3,v.note)gangzhig(=yam)g曲bsngyi(=

chaya-)//ljonpa(=vrkSa3)bzhindu(=iva)mngonphyogs(=abhyetya)bsten(=aSiSriyat)"

79.35〃

/namzhig(=kadacid)pharollgyalphrangyis(=pratisamanta4)//gongkhyerdagni(=na-

garal)bkaggyur(=nimddha-)kyang(=api)//khromed(=akrodhal)deyis(=sah)g.yuldag

ni(=yuddha8)//thamscad(=sarva-)gsodla(=nidhana8)blo(=dhI3)mabsgrubs(=navidad-

he)"79.36"

/deni(=tam)sprobamed(=nirutsaha3)shesnas(=v瓶aya)//chagsbral(=vilaktal)blonpo

thamscadkyis(=sarvamantrinl)//sredpas(=lubdhal)norni(=dravipa3)blangsbyaste(=

恩daya)//dgrabodagla(=Sa伽-)brtenpar(=samSrayal)gyur(=babhnvuj)"79.37"

/denas(=atha)srogchags(=pranin-)gsodpala(=vadhag)//yidbyung(=udvega-)rgyalsrid

rabbtangnas(=tyak剛可yal)/

/sayi(=sah)bdagpo(=bhnpatil)bzodpa'i(=kSama-)zhing(=kgetra3)//gcigpu(=ekakinl)

matshor(=alakSital)nagssu(=kanana3)song(=yayau)"79.38"

/Ijelagus(=prabhubhakti3)dang(=ca)semscanla(=sa伽a-)//ngotsha(=laija3)rabbtang

(=samutsljya)nganpayi(=duljanal)//blonpo(=amatyal)chagspas(=lobha-)ldongmams

kyis(=andhal)//pharolrgyalphran(=pratisamanta3)rgyalporbyas(=cakrirenIpam)"

79.39〃

/mbdag(=mpati7)gsarpa'i(=nava7)ngosnani(=parSva8)//gsarpanyid*dag(=naval

eva,v.note)rnampar'phel(=jajmlbhire)//ranggiIjebo(=svasvamin-)btangrnamsla(=tya-

gin7)//!ospannpa(=anaucityal)'ba!zhig(=kevalal)ldan(=lagnal)"79.40"

/dedag(=te)sabdag(=k5itipati7)gsarpayi(=nava7)//sgosmngmamskyis(=dvarastha4)

yunring(=ciram)bkag(=varital)//skyobas(=kheda6)bdagnyidla(=atman3)mtshonte(=

uddiSya)//shugs*phyung(=n雌vasya)ngotshas(=lajjital)glublangspa(=jagui)"79.41"

/Ijebo(=prabhu3)mnyesgshin(=peSala3)myedslaba(=sulabha3)//dbangchensdem(=

mahendrasena3)rabbtangnas(=santyajya)//sdigcan(=papal)bdagcag(=vayam)gzhansgo
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na(=paradvar8)//dmodpa'i(=§即a-)gdungba(=tapa3)bzodparbyed(=sahamahe)"79.42

〃

/dpalmskyedbyed(=9ITanakal)lhadanglhamnmmams(=surasuranara-)rinchen(=Iat-

na-)tshogskyis(=utkaral)rgyasparbyed(=vyanga-)//chugter(=payasamnidhil)drimed

(=svacchal)shinmrgyache(=pIthutaral)dem(=saj)khogpa(=aSaya4)stongpa(=Snnya-)

khyodkyis(=tvaya)btang(=tyaktal)//dalta(=adhuna)bdagngan(=kupati7)sgola(=

dvara8)brtencing(=alambase)gyenduphyogs(=unmUkha-)thob(=nICa?,v.note)nnongs

pa'i(=mUrkha2)dungdag(=Salikha2)kye(=he)//khala(=mukhal)brlangpos(=khara4)

phudbyas(=phulkrta)chongedragpocizhiglasgrogs(=kimakrandasi)msmrar'dug(=

tmSn加assva)"79.43"

/deltar(=iti)rabgdung(=Socat7)blonpomams(=manmn7)//rgyalsridgsarpa'i(=

navarajya-)tshagdungla(=atapa8)//dbangchensdeyi(=mahendrasena-)zlabani(=can-

dra7)//rabmbltabar(=samdarSana8)'dodpar(=sp"1)gyur(=abhavat)"79.44"

/skabsder(=asmnnavasare)rgyalpo(=rajan7)zhibayi(=Sama-)//dga'tshal(=泣面ma-)

nagsna(=vana-)gnaspadang(=sthiti7)//nyebar(=samiPam)bramze(=brahmapal)slong

bapo(=arthinl)//ko'ushika(=kauSikal)zhespa(=nama)'ongs(=samayayau)"79.45"

/'brasburtsabas(=phalammla4)sabdaggis(=mahrbhUj4)//mgronbyas(=krtatithyal)ngal

bsos(=viSrantal)delani(=sah)//deyi(=tad-,v.note)'ongba'i(=agamana-)rgyumtshan

dag(=karapa3)//dulbas(=vinayat)drispas(=pMal)rabsmraspa(=provaca)"79.46"

/slongba'i(=arthm-)tshogskyi(=sartha-)kunrtoggi(=samkalpa-)//'brasbucheldan(=

mahaphala3)dpagbsamshing(=kalpav"a-)//mibdag(=nrpa3)dbangchensdela(=mahen-

drasena3)bdag([=gacchamil)//dbulbayisni(=daridrya6)slongdu(=yacitum)'gro(=gac-

chami)"79.47"

/dethos(=etadakamya)mbdag(=nrpatil)sdugbsngaldang//ldanpas(=duhkhital)dela

(=tam)rabsmraspa(=abh"ta)//bramze(=brahman2)ngani(=aham)dbangcinensde(=

mahendrasenal)//dpaldang(=Sri4)bralbas(=virahita3)bdagsmaddo(=dhinmam)"

79.48〃

/slongba(=arthinl)khyodni(=tvam)phyirphyogslas(=vamukhya6)//gangla(=yasya)

gdungba(=samtapa3)sterdu(=datum)'ongs(=agtal)//sgrubbyed(=vidhi4)phyincilog

lasm(=viparita4)//phyincilognyid(=vipamata3)bdaggis(=aham)thob(=nital)"79.49

〃

/gang*gis(=yah)reba(=盃ﾖ-)nyamspayi(=bhanga-)//slongba'i(=arthin7)bzhin(=

mukha)log(=parimana3)mthonggyurpa(=pagyati)//shingskam(=Sugkav"a-)ltabu(=

upama7)bdaggi(=me)lus(=vapus4)//'brasbumedpadaggis(=ni;phala4)ci(=kim)"

79.50〃
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/zhespa(=iti)rgyalpo'itshig(=rajavacas3)thosnas(=Smtva)//rdobas(=Sira-)bsnun(=

ahtal)bzhin(=iva)gnyisskyesni(=dvijal)//re伽唱chadpas(=chinnamanorathal)yun

ringna(=cirepa)//'dushes(=samjfiaa)thobnas(=丞弧ya)rabsmraspa(=abraVIt)"79.51"

/bdagla(=mama)skalbamedpayis(=abhagya4)//saskyong(=bhnpala2)khyodkyis(=

bhavatl)'byorpa(=vibhava-)spangs(=valjital)//gtongba(=d"1)khyodltar(=tvadvid-

hal)myedslaba(=smabhal)//1igrtenduni(=bhuvana8)gala(=kutas)myed(=labhyte)"

79.52〃

/chogshes(=samtoga-)rgyanldan(=abharaﾘa7)khyod(=te)mdZespa(=Sobhal)//rgyalsrid

daglas(=rajya6)shinmlhag(=abhyadhikal)//gangZhig(=yeSam)mdza'bo(=aSrayal)

gzhan(=anyal)medpa'i(=astina)//slongrnams(=arthin7)bsodnamsmedpanyid(=

ap叩yal)"79.53"

／dpalmo(＝lak§mI7)9､yobanyidkyis(＝caiicala掴4),phralla(＝sahasﾖ)ngespar(＝？)btang

gyurpa'i(=tyakta7)//rinchen'byunggnasdagni(=ramakara7)bagkyang(=managapi)

dmanpargyurpa(=hinatal)med(=abhnt)//dpalm(=lak5m1)khyi(=Suml)bZhin(=iva)

mbsrun(=khala-)brkamchags(=lubdha-)khyimna(=grha-)dmanldanzhing(=avasannal)

//dadung(=adyapi)skyesbudampala(=satpuruSa-)brten(=samSraya-)dga'baryongsma

gyur(=naharpameti)"79.54"

/zhes(=iti)brjod(=uktva)mibdagla(=nrpa3)gsolnas(=amantrya)//bsambral(=

nairaSya-)duggis(=viSa-)gzirba(=豆mal)de(=sah)//'brasbUs(=phala-)'tShOba'i(=

vitti-)shmg(=taru-)bcadpa'i(=cheda-)//myanganlasm(=vigada6)'chibarbrtson(=mar-

tumudyayau)"79.55"

/deyi(=tasya)mginpar(=kamha-)songbayi(=gta3)//zhagspa(=paSa3)sabdag(=bhn-

patil)deyis(=saり)bsal(=apaniya)//snyingrie'irgyamtsho(=karupasindhul)slongrnams

kyi(=arthin7)//mdza'gcugs(=snigdhataral)gnyengyis(=bandhul)dela(=tam)smras(=

nce)"79.56"

/bdagchings(=baddhva)sayibdagponi(=b加加pati7)//mmthunphyogskyi(=prati-

pak9a7)grongkhyer(=purlr3)khyer(=naya)//khyodla(=te)bdagm(=mad-)gsod'dod(=

vadhaiSinl)des(=sah)//mngon!dodlas(=abhimata-)1hag(=adhika3)nor(=vitta3)ster'gyur

(=dasyati)"79.57"

/deskad(=iti)sayibdagpos(=parthivendra4)bIjod(=uktal)//ngo*tshargyur(=lajjama-

nal)bzhin(=iva)glyisskyeskyis(=dvijal)//slongba'ignyen(=arthibm曲ava3)de(=nn)

bcingsnasni(=baddhva)//norla(=dhana-)sredpas(=trWa4)rabtukhyer(=ninaya)"79.58

〃
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/saMag(=mahiPati3)deyis(=tena)khridpa(=anita3)de(=tam)//pharolrgyalphrandag

gis(=pratisamantal)mthong(=d"v3)//deyi(=tad-)byungtshul(=vrttanta3)thosgyurnas

(=vijmya)//yamtshangyurpas(=vismital)dela(=tam)bsngags(=praSaSamsa)"79.59"

/bramzelam(=vipraa)nor(=dhana3)byinnas(=dattva)//ranggignassu(=svapada8or

*svasth珈a8,v.note)sabdag(=prthiViPathi3or*bhnmpatil)de(=tamor*sah)//zhabsla(=

caraga-)codpangyis(=mukulal)gtugste(=alina-)/dangbarbyasnas(=prasadya)deyis(=

saj)bkod(=nyaveSayat)"79.60"

/miyibdagPo(=manUjapatil)dbangchensdeni(=mahendrasenal)nga(=aham)nyidde//

gang*'di(=yaeSaP)slongba(=arthinl)ko'ushika'i(=kauSikal)nordag(=dhana-)bsgmbs

(=vihital)//slaryang(=punarapi)denyidkhona(=saeva)'tshobabdeba'o(=jTvaSannanl)

//zhespa'i(=iti)spyodpa(=carital)rgyalbas(=jina4)rangla(=sval)dperbljoddo(=

udahrtal)"79.61"
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第二部

AⅧd則aSatakaの餓鬼女の二つの話の再話文献、

SMRAM第3⑪章とRAM第15章の校定・和訳

AvadanaStaka(略号AvS)の餓鬼品第五には、餓鬼女の話として第44章と第47章が

あり、その二話に対して、韻文で再話を行った梵文テキストがそれぞれ梵文説話集Rat-

navadanamala(略号RAM)ならびにS曲hasitamaharamavadanamala(略号SA服AM)の

中にある。Avs第47章『生まれつき盲目の［餓鬼］女』の再話テキストがS伽恨AMの第

30章（略号S30)であり、Avs第44章『糞の鉢壺』の再話テキストがRAMの第15章

（略号R15)である。それら二つのアヴァダーナ・マーラーの章を校定・和訳しつつ、

原話のAvsとの比較を試みたい。S30とR15のどちらも、学界で初めての梵文テキスト

校定・翻訳である。

第1節SMRAM第30章J屈tyandhapreti嘘Ⅷ曲naの梵文と訳

以下にまずSMRAM第30章Jatyandhapretikavadanaの梵文を挙吠

訳(vv.4-113)を挙げる。

SMRAM30:Jatyandhapretika

[233b31atllﾖ§okomalliPalomudito[41vhtaiijalih/

upaguptamyatimnatvapunarevamabhagata"1

bhadantaSrotumiccha皿punaranyatsubhaSitam/

tadyatllagⅢ叩訓iSiamtatlladeSIumcame'rhati"2

[5]itisamprartllitamraj甑§rutvaso'rllansamahitah/

upaguptonarendramtamsamalokyaivamadiSat"3

s訓加smumaharajayathamegurunodimn/

tatllallamte[61[pra]vakWamiSmtvacabhy肌Ⅲnodaya"4

tadyatllasamahabuddhobhagavafichakyapungavall/

sarvajiialjsugatahSas面鯛曲omharm副mpojm血〃5

ekasmnsamayetatra[71SravastyamjetakaSrame/

vihZI℃dhamlamadiSyavijaharasasamghikan"6

tadaikasmmdmetatrayatirnandakaamavit/

bhik5arthampatram弧ayaSravastyamsa[8]mupacarat"7

tatratamsamupayatamdMvaikahsumatirgmI/
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amantryasafijalirnatvasvagmesamnyaveSayat"8

tatragatahsataddattampadyamadayasamcaran/

[234altatprajnaptasaneSuddhesamaSrayatsamahitall"9

dMvasanasamasmamnandakamsagIhImuda/

abhyarhyasumamtenabhOjanenabhyatarpayat"10

tatastamtiptitamd"vasa[2]gIhasthahpramoditan/

s刺alillpranatimkrtvapuratansamupaSrayat"11

tatrasanandakobhiksurdrstvatamSmdm樋息ayam/

saSivam曲armamadiSya*samutthayavmi[3]ryayau"12

tatahsanandakobhiks血緬vastyanirgatovane/

viviktedhyanasamraktov"amnlamupaSrayat"13

tadatatracarantyekajatyandhapretikakrSa/

svake[4]Saromasamchannasncrmukhamahodara/

dagdhasthnnopamaraukSyadurgmdhaduritakrtin"14

kakairgdhraih§聰訓aiScaSvabhiScapyabllyupadruta/

marmabllighatadun[5]肋artat騨頓gniparitapi樋〃15

artasvaravm印enakrand川面palikhedita/

nandakasyayatestasyasammukhopasaracchanaih"16

tampretimsammukha[61yatamd"vasanmdakoyatih/

suciramsamnil汰号yaivaparyapmchatp伽圃krtam"17

bllagnkimtvayapapamtadrSamprakrtampura/

yenaivamvidhadunkhani[7]bhuktvatrabhramase'dhmヨ〃18

ititenoditamSrutvas豆匝etrtadupasm/

nandakamtamyatimnatvas加血evamabhasata"19

mladntakimallamvakSyeyatpapam[81prakrtammaya/

adityemsamudyatekimandhamp"chasepathah"20

[ya]dbhagavanjagacchastasarvajiio'dvayavagjmah/

sarvasattvahitarthenasamutpa[234b]nnaih訂曲una〃21

tattamevajagannatllamparipmchamahamate/

yanmayaprakrtampapamsa§asta*tetamadiSet"22

yacchastrﾖ剛samakhyatamsmtva'nyepima[2]h可加苅／

dunkhabhitrasitahpapadviramsyaminiScayam"23

tayaitatkahtamSmtvasanandakaljprabodhitah/

tathetyuktvasamutthayapragajje[31師ramedrutam"24

tatropetyaviharesamavi;lastammumivaram/
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drStvasabhasthitamdhamladiSmtamsamupacarat"25

tamdrstvasmⅢpayatambhagavansamunIgva[4]ran/

Sm伽uprasannasyahsamalokyaivamabraⅧ〃26

svagatamnandakahtvamkutaayasisamPratam/

k血narthamllemnakenatadvadasvayad政§itam"27

itya[5]di"emunindrenanandakahsapurogata]j/

saiijaliScaranauSastulJpranatvaivamnyavedayat"28

bhagavannathasaIvajiiavijanIyadbhavanapi/

adyadivavi[6]h証珈hamgacchaminiXjanevane"29

tatradhyanasukhambhoktumv"amnlam叩ﾖ§ritall/

ekz肺SVaS肌aSmahsamisthe'hamsamahitah"30

tadatatragatampretime[7]kambrbllatsarnp遮圃m/

dagdhasthmopamamk副ﾖmastlliyantravad*ucchritam"31

sncrmukhﾖmmah歌圃yamviSu5kakamllatalukam/

nagnamsvaromasamchaImmj誠ymdhamdu[81m且srayam"32

kgutpipasabllidagdhmgrmbluPamantmldigv加ohinTm/

abhidrutamSvabhihk政血gIdhraihkrnraiScajambnkaill"33

artasvaraviravaInnkrandaInnatiduh[235alkhmm/

durg肌曲avallinImghorampaSyamimandagaminrm"34

kimtayaprakrtampapamsughoramdarunampⅢa／

yenaivamsamahaddunkhambllUjantrbhramatevane"35

tadbhavanjaga[2]tam§ﾖstayattayaprakrtampⅢﾖ／

tatsarvamsamupadiSyaprabodhayammamiha"36

ititenoditamSrutvabhagavansamumsvarah/

tamsabhamnmdakamtamcasamalokyai[3]vamadiSat"37

nandakasamahaghorap印加pretikakudhm/

icchasitatlqtamSrommSmuvak5yamisammatam"38

tadyathabhntpmaSastakaSyaponamasarvavit/

[41dharmarajojagannathastatllagatomuniSvarah"39

varanasyamsasambuddhongadavejm話rame/

sarvasattvallitarthenavijaharasasalighikaM40

tasminnavasare[5]tatravaranasyamabhntsatr/

§res伽sutasubhdrmgIsaddharmagunavanchini"41

satasyatrijagacchastu肱豆§yapasyamahammen/

satkrtyaSraddhayadharmamSru[61tvanityam叩a§rayat"42
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tatsaddharmamrtamPitvabhavmIs豆匝bodhita/

samsaraviratotsahanirvZnasukhalalasヨ〃43

sambud曲a甑sanegatvaSraddhayasaranam[71gata/

pravrajyasamvaramdhrtvacacaralxallmacarikam"44

tadd"vaj品甜lⅦs伽yabhikSumVarSakastada/

karitomuditaihsarvaihsasuhmmitrabmmhavaih"45

[8]tatrasabhikSum§aiksmiaikSrbhihsahamod瓶／

samadmdharanrvidyadhyay肌ﾖbhiratacarat"46

tatahsayauvanIkantakles副u即itagaya/

sik55[235b]samvaramuts!jyacacaraggilisamrata〃47

tatastasyahkramenaivampmmadayahpramadatan/

carantyamadamanilly鋤§ik"Saimlyamayayau"48

tatahsa[2]mamadanarrdⅢ罰c5r園､Ⅲﾖgim/

satyadharmaparibhra9圃甑sanadnsakZbhavat"49

tatastaUlihsuSmbllirmliksunThhihsam政Syasa/

du"netiprati[31kSipyasamghanni9kasitabal説〃50

tatahsakupitadu"saddharmanmdakakudhm/
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mavato'rhatobhik"nmahabhij亜珈yatrnapi/

drstvaivasallasanetI℃nimilya[51sa'nyatoicarat"53

evamsadurbhaganmdun制akleSabh返加／

triratnaniPratikSipyacacara§as肌誠bahih"54

tatahsapapmdu"cimmrogabllim[6]Jita/

kalemrtyugatapIetalokejanmalabhattatan"55

sai§ahipapmduS樋§asanadnsak豆加dhih/

pretijatymdhabm樋cacarateksuttrsard瓶〃56

[7]yattayavargakavittematsaryambahulkrtam/

etatpapavipakenametilxamatisadhⅢ豆〃57

yaccapihitay豆§raddhachmdakammatigedhitam/

tenasa§vas昭3ladi[81krnrasttv血upadru面〃58

yatsu§瓶nyatrnd"Ivatayanetrenimilite/

tenasap印加du"jaty加曲abhavate'dhun3〃59

evamnandakasamsareyatkannaprakrtam[236a]svayam/
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tatphalambhUjyatennnamtenaivanamcaparam〃60
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subhasyakarmanaljpakesukhataivasadabhavet/
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§ubheSvevaSamadhayacaritavyamsamadar説〃64
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kadapretagatermuktasugatimcavrajiSyati"67
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tadantesatidunkllartasmr[81timlabdhvanutapita/
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[236blta伽圃msamupalokyasahasasalqpanidhill/

pmsravayennadm[ha]staddivyamrtapravahinrm"74
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yadayamsvayamalokyakIpayasamupagatah/
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tadasyaSaranamgatvabllajeyamsarvadadarat"81

iti[61vicmtyasapretrkrtafijalmpurogata/

tasyanathasyap訓瑚epranatvaivamudavadet"82

namastebhagavannathabhavatamSaranamvraje/

tadbhavankIpayalo[7]kyatratumarhatisarvada〃83

tvamevamjagannathojagadbhartajagatpatill/

jagadiSojagacchastajayatimbhavalaye"84

nanyomevidyatesﾖstabhava[8]nevasullrdgurull/

tasmanmamkmayalokyasamnargeyokmmarhati"85

yaccapiprakrtampapammayammhenacetasa/

tatsarvamduSkrtamnathanaSayatva[237a]mihadhu順〃86

adyagrenajagannathatavaivaSaranesh樋／
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ityevampIgrtllite皿℃tyataya§rutvasabodhirat/
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triratnamSaranamgatvabhajasvasarvadadarat"92

tatastemangalamnityamsarvatrapibhaveddhmvam/

kramadbodh加samasadyasa[51mbuddhapadamapnuy池〃93
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kram加maraganaiijitvasampray加tijmalayam"94

yedharmaSaranamyamnategacchantidurga[6]tm/
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kramatparamitaljpmyasamprayantisukhavatrm"95

yesamghaSaranamyantinategacchantidmg飢加／

kramatbodmcarimdhrtvasamyantisadgatausada〃96

i[71timatvatriram醜ambrahmaditribhavadhipan/

sarvalokadhipaScapibhajantiSaranamgataM97

etatpunyanubllavenasarvatramaligalamsada/

bhntambhavatitrailokye[8]bhavi¥yatisamantatah"98
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gatvasadasu仙珈yevaprabllOkSyasinirantaram"100

tatrapitvamSubhe血yamcariSyasisamahita/

tatobodmcarmdhrtvasukhavamnavapnuy魂〃lOl

[2]itivijmyabhadretvamsu肋avatmlyadmchasi/

triramasmaranamkrtvabhajanityamsamahi樋〃102

ityadigyasalokeSastato'nytraprabhasaym/

gatolo[3]kansamuddimyasukhﾖvatrmpunarvrajet"103

tatansapretikasmrtvatriramamsarvadatatlla/

mmpre剛mumtyaktvﾖ§uddhakayagam5y弧i"104

tadasa*papatomu[41ktvalokeSvaraprasadatalj/

pariSuddhatrikayacasukhavatmlgami5yati"105

tanmatsaryammallatpapammlamhemmcadurgateh/

m狐vavihayasaddhamlecaritavyamsukllarthibllill"106

ityadiSIammmmldrkenaSmtvasarvesabhﾖsritZh/

lokallsatyamiti[51matvaprabhy肌肌danprabodhitah"107

etanmegurunadi51amSmtammayatathocyate/

evamvijfiayamatsaryamtyaktavyammpasarvatha〃108

yathepsitampradata[61vyamartllibhyohitasadhanam/

kimcidapinadatavyamamte脚屈rthitamyadi"109

evamrajaplajaScapibodhayitvamayamatah/

llitartllasammadanetvamni[7]yOjyapratipalaya"110

tenatesarvadabhadramsarvatrapibllaveddhruvam/

kramadbodhimcasamprapyasambuddhapadamapnuy魂〃111

ititenarhatadistamSmtvaSo[8]kalﾕsabhnpatih/

tathetisampratijiiayaprabhy肌伽datsapargadah"112
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j誠y伽曲akayaavadanametac

cmvantiyeyecamsﾖmayanti/

tesarvaevampari[238alSuddhak諏圃

bhuktvasukhamyantijm副ayeinte"113

itijatyandhapretikavadanamsamaptam"30"

以上のSMRAM第30章Jatyandhapretikavadanaの校定には前論文と同様、写本NGMPP

B101/3を用いた。この唯一の写本をMs.と表記する。第30章はその233b3-238aにあた

る。

ApparatUScriticus

7cbhik"rtham]corr.:bhikgarthamMs.

9atatragatalJImetI℃1

12abhikSur]corr.:bhiksuMs.

12csalcorr.:soMs.

12d*samu曲ayalexconi:samu曲aMs.

14csaInchanna]corr.:sachannaMs.

l4erauk5ya]sicMs､rauk5ya＝mkSya？

22d*temn]exconi:tatmnMs.

26bbhagavanlcorr.:bhagavanMs.

26c]0nesyllableislacking・Read*剛nsmta-？

31d*ucchritamlexconi:vucchitramMs.Cf.AvS,I,p.268,l.12,asthiyantravaducchrita.

41atasmnnavasarelcorr.:tasmidavasareMs.

41bv証masyam]corr.:v証麺asyamMs.

43dlalasalcorr.:lalaSrMs.

45bvarsakaslada]corr.：varsakoladaMs・Orreadvarsako*yada？

45dsasum｡]corr.:sasasUhnl｡Ms.

48akramepaivamlcorr.:kramenenaivamMs.

54bbhogini]corr.:bhaginIMs.

57bmatsaryam]corr.:matsaryaMs.

58cSvas鰡訓adi]colT・svas聰屈radiMs.

59dbhavatelm.c・fOrbhavati.

60cbhavenlcorr.:bharvenMs.

68bsarvaml]corr.:sarvalMs.
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86csarvamlcorr.:sarvammeMs.(metre!)

89dprapayasi]metre!

91aprarthite]coIr.:prarthitamMs.

92bcaraSubhe]metre!

94bdulgatimlcorr.:durgatiMs.

96asamghalcorr.:samgheMs.

96cbodhicarim]corr.:bodhicalrmMs.CflOlc;BHSD,p.225.

98dsamantataりlcorr.:sarvantatahMs.

104dSuddhakayalcorr.:SuddhakayaMs.Cf.RMA,TAKAHATA(1954),p.385:nirmuk即atakah

sarveSuddlnakayadivamyayuり〃61〃・

105a*papato]exconi:papangaMs・Cf.RMA,TAKAHATA(1954),p.468:papanmuktvai(sic!)

cyato(sic!)divam"24".

106a-d]Thiswholestanzaiswritteninmargin.

106bhetum]corr.:hemMs.

107citi]metre!(savipula.)

113a-d]Metle:Indravajra.

SMRAM第30章『生まれつき盲目の「餓鬼］女のアヴアダーナ』和訳

w.4-113

よるしい、大王よ、お聞きなさい。私が師から語られたとおりに、あなたに語りま

しょう。聞いて、喜びを得なさい。［4］

それはかくの如くです。かの偉大な仏・世尊・釈迦族の最勝者・一切智・善逝・師・

庇護者・法王・勝者は、［5](#1)(‘）ある時、かのシュラーヴァスティーのジェータ林修

行場の僧院において、法を教示し、僧団と共に住しておりました。［6］

その頃、或る日、ナンダカという名の自知者（悟りを得た者）の出家者が、乞食のた

めに鉢を持ってシュラーヴアスティー［の街］に赴きました。［7](#2）

(6)丸括弧の中の＃1,#2,#3…というシャープ記号付きの数字は、Av§のpargraph番号である。

このparagraph番号はSn凪AMの内容との細かな比較がしやすくすることを意図して私がつけたも
のであり、ここでは＃1から始まっている。シャープ記号付きの数字で示されるAvgのパラグラ

フが、SMRAMの角形括弧の詩節番号の箇所と内容的に相当していることを示す。もしAvSの相

当箇所がSB眼AMの複数の詩節にわたる場合には、その初めの詩節だけに記した。つまり一つの

シャープ記号付きの数字が右横に付けられたSMRAMの詩節番号の箇所から、次のシャープ記号

付きの数字が出てくる、その直前の詩節までの、その間のすべての数詩節（長い場合は数十詩

節）にわたって、Avsの相当箇所が切れ目なく続いていることを示す。
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そこにやって来た彼を見て、或る一人の賢い家長が挨拶し、合掌して頭を下げて、自

分の家の中に導き入れました。［8］そこに行った彼は、その［家長］から与えられた

洗足用の水を受けてから、歩いて(samcaran)、心を散らすことなく、彼によって設け

られた清らかな座席に腰を下ろしました。［9］

座席に坐ったナンダカを見て、喜んだその主人は、敬意を払って、最上等の食事で満

腹させました。[10]そして満腹させられた彼を見て、その在家者は喜悦し、合掌し頭

を下げて、［彼の］面前に進み出ました。[11]そこでかのナンダカ比丘は浄化された

心をもつ彼を見て、めでたい法を説いてから、起ち上がって、［都城の］外に出まし

た。[12]

その後、かのナンダカ比丘はシュラーヴァスティー［の都城］から出ると、禅定を好

む者として、人気のない林の中で樹の根元に腰を下ろしました。[13]

その時、その場所を俳掴するひとりの生まれつき盲目の餓鬼女が、痩せこけ、自分の

髪と体毛に覆われ、針の［穴の］ような口と大きな腹をもち、まるで焼けた丸太のよう

であり、乾個らびて細り、悪臭を発し、醜悪な姿で、[14](#3)烏・禿麿・ジャッカ

ル・犬などに襲われ、体の最も痛い所を攻撃されて激痛に苦しみながら、渇きの火に焼

かれ、［15】苦悩の声をあげて泣き叫びながら、悲悩して、かの出家ナンダカの面前に

ゆっくり近づいて来ました。[16]

かの出家ナンダカは面前にやって来たその餓鬼女を見て、長い間見つめてから、前世

の行いを尋ねました。［17](#4）

「姉よ、今これほどの苦しみを味わいながら祐律っているとは、あなたはかつて一体

どのような罪悪をなしたのですか。」［18］

このように彼が語った言葉を聞いて、彼に近づいたその餓鬼女は、かの出家ナンダカ

におじぎをして、ゆっくり次のように語りました。[19](#S)

「尊師よ、私がなした罪悪をどうして私が語るでしょうか。太陽がすでに昇っている

のに、あなたはどうして盲目の女に路を尋ねるのですか。［20］かの世尊・世間師・一

切智・不二を説く方・勝者は、あらゆる生ける者の益のために、現在この世界にお生ま

れになっていますので、[21]それ故、大慧者よ、かの世界の庇護者にお尋ねしなさ

い。かの師は、私がなした罪悪をあなたに説いてくれるでしょう。［22］師によって説

かれたことを聞けば、他の大勢の人々 も、苦を恐れ、必ず悪をやめるでしょう。」［23］

女がそのように語るのを聞いて、かのナンダカはもっともと思い、「そうします」と

答えて、起ち上がって、急いでジエータ林修行場に行きました。［24](#6）その寺に着

くと彼は中に入り、会堂に居て法を説かれているかの牟尼の王（仏）を見て、近づきま

した。［25］

かの牟尼の王・世尊は彼がやって来たのを見て、ほほえみ満足されたお顔で、見つめ

ながら次のように話されました。［26](#7）
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「いらっしゃい。ナンダカよ、よくおいでになられた。あなたは今来られたのはどう

してですか。何のためで、何が原因なのか、見たことを話してごらんなさい。」［27］

牟尼の王にこのように命じられたかのナンダカは、前に進み出て、師の両足を頂礼

し、合掌して次のように報じました。［28](#8）

「世尊、庇護者、一切智よ、あなたもすでにご存知でしょう。今日、昼間の休息のた

めに私は人気のない林に行きました。［29］そこで禅定の安楽を味わうため、樹の根元

に腰を下ろし、独り精神を集中して自分の座具に坐っておりました。［30］その時そこ

にひとりの餓鬼女がやって来ました。見るも恐ろしい姿をして、まるで焼けた丸太のよ

うで、黒く、骸骨のように高く直立して、［31］針のような口と大きな身体をもち、喉

と口腔が乾ききって、裸で、自分の体毛に覆われ、生まれながらに盲目で、苦難に住し

て、［32］飢えと渇きによって焼かれた体をもち、方角もわからずに坊僅いながら、檸

猛な犬や烏や禿麿やジャッカルに襲いかかられ、［33］苦悩の声を叫びながら、泣き喚

きながら、大変に苦しみ、悪臭を放ちながら、ぞっとする姿で、ゆっくり歩いて来るの

を私は見たのです。［34］かつて、いかなる戦懐すべき恐ろしい罪悪を彼女が行ったた

めに、このような大きな苦しみを味わいながら林を坊復っているのでしょうか。

[35](#9）それ故世尊・世間師は、彼女がかつてなしたことのすべてをここでお説きに

なり、私を覚知させてください。」［36］

彼がこのように語ったのを聞き、世尊、かの牟尼の王は、その集会の衆とかのナンダ

カを見ながら、次のようにお説きになりました。－[37](#10）

ナンダカよ、かの愚かな餓鬼女は大きな恐ろしい罪悪を犯しました。その行為を聞く

ことを欲するなら、今語りましょう。聞きなさい。［38］

それはかくの如くです。昔、カーシャパという師・一切智・法王・世界の庇護者・如

来・牟尼の王がいました。[39](#ll)かの覚者はあらゆる生ける者を益するために、ベ

ナレスの鹿野苑という勝者の修行場に、教団と共に住されていました。［40］

その頃そのベナレスに、正法の徳を求める、美しい容姿の、善良な資産家の娘がいま

した。［41](#12）彼女はかの三界の師・大牟尼（仏）カーシヤパを敬い、信心をもって

法を聴聞しながら常に［仏に］仕えていました。［42］かの美しい娘は、彼の正法の甘

露を飲んで覚知を得て、輪廻における努力をやめ、浬藥の安楽を欲しました。［43］仏

の教えに赴いて、信心をもって帰依し、出家し、禁戒を持して、梵行（清らかな修行生

活）を行じました。［44］

親友・親類を含む彼女のあらゆる親しい者たちは、それを見て喜び、比丘尼たち

の『雨期の住まい』(varpaka)を建ててあげました。[45](#13)有学・無学たちと共に

喜悦し、その［住居］で彼女は、比丘尼として三昧・陀羅尼・明呪(vidya)を学ぶこ

とに満足して、修行しました。［46］
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その後、うら若く美しい彼女は、煩悩に心を苦しめられました。修学・禁戒をうち捨

てて、一人の在家者との婬事を楽しむ者として振舞いました。[47](#14)そして、その

美しい女はそのように次第に放逸によって、欲情に扇った女として振舞い、修学を怠け

るに至りました。［48］そして、悪しき行為に愛著するその美しい女は、真実の法から

堕ちて、教えを汚す者になったのですb[49]

そこでよく戒律を保つかの比丘尼たちは、彼女を観察し、「［あなたは］破戒者であ

る」と答めて、強制的に教団から追い出しました。［50］

すると彼女は激怒して、罪深く愚かな、正法を誹誇する者として、あらゆる阿羅漢た

ちの不名誉を宣伝流布させました。［51](#15）彼女は誹誇することで、出家たちのため

施主の家から催される［定期的な］寄付集め(chandakani)を、至る処で中断させまし

た。［52］阿羅漢である持戒の比丘たち、大神通をもつ出家たちを見ても、ただちに両

目を閉ざして、他所に去りました。［53］このようにその不幸な女は、煩悩をもちつ

つ、破戒者として、三宝を誹誇して、教えの外に去りました。［54］

その後、その悪く罪深い女は、久しく病に苦しんで、時が来て命終しましたが、それ

から餓鬼界に生まれました。［55］

その悪く罪深い、教えを汚した愚かな女こそが、この餓鬼女ですも生まれながらに盲

目で、飢えと渇きに苦しみながら、坊僅っているのです。［56](#16）［教団の］『雨期

の住まい』の財産(vitta)への樫貫を彼女は増大させたので、その罪悪の異熟によっ

て、彼女は今世で、餓鬼女として佑僅っているのです。[57](#17)信者たちの［定期的

な］寄付集め(chandaka)を彼女は中断させたので、その［異熟］によって、彼女は犬

やジャッカルなどの恐ろしい生き物に襲われているので式［58］

よく戒律を保つ出家たちを見て、彼女は両目を閉ざしたので、その［異熟］によって、

悪く罪深い彼女は今世で生まれながら盲目の身になったのですb[591

このようにナンダカよ、輪廻において自ら業を作るなら、その果を他人ではなく、そ

の［本人］こそが味わうのですb[601(#18)業が味わわれずに、いつかどこかで消滅し

てしまうことはありません。また作られた業の報いが別様に変化することも決してあり

ません。［61］業は火に焼かれることもなく、水に濡れることもなく、風に乾澗らびる

こともなく、地面に失せることもありません。［62］

白浄の行為（白業）が熟すれば、つねに楽があるでしょう。黒い［行為］には苦が、

［白黒］混じった行為には混じった［楽と苦］があるでしょう。【63］

このように思念し、この輪廻において常に安楽を求める者たちは、専心して熱心に白

浄の［行為］をなすべきですb[64](#19)

－以上の、牟尼の王の教えを聞いて、その比丘たちは覚知を得て、「かくのごとく

が真実である」と認知して、［教えを］喜んで受け入れました。【65](#20）
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その時かのナンダカ比丘は合掌して近づき、かの牟尼の王・世尊を拝んで、次のよう

に再び問い尋ねました。［66］

「世尊よ、かの餓鬼女はどれほどの期間、苦を味わうことになるのでしょうか。何

時、餓鬼界から解放されて、善趣に［生まれ］至るのでしょうか。［67］この事をすべ

てお説きになって、あらゆる人々に覚知を得させてください。これらすべての人々は、

必ず善行をなすことでしょう。」［68］

このようにかのナンダカが問い尋ねると、かの一切智・世尊はかのナンダカを見つめ

て、次のように説かれました。［69］

「よろしい、ナンダカよ◎その業からの解放をあなたが聞きたいと欲するなら、心を

集中させて聞きなさい。今ここで［それを］語りましょう。[70]

六万回の生の間、彼女は生まれながら盲目の身で、飢えと渇きに苦しめられ、悪い棲

処をもつ餓鬼女となって、たえず佑復うでしょう。［71］

その［期間の］最後に、激しい苦しみに悩む彼女は、後悔し、憶念(smi)を得

て、世界主（仏）を思い出して、昼夜礼拝するでしょう。［72］すると、かの世尊・庇

護者・三界の王は、憐憎により彼女を救済しようとただちにやってくるでしょう。

[73］その時かの憐れみの蔵である方は、彼女を見られて、ただちに手ずから［彼女の

上に］天の不死の甘露を運ぶ水流を注がれるでしょう。［74］それが流れくるのを見

て、驚いたその餓鬼女はただちに近づき、思う存分、不死の甘露を飲むでしょう。

[75］飽満するまで味わい、十分に栄養を得た彼女は、清らかな心で、喜び、歓喜し、

かつ驚きながら、次のように考えるでしょう。［76］『ああ、不思議ですばらしいこと

が今ここで生じた。これはかのお方の威神力によるものに違いない。［77］あの方は憐

れみをもって自らご覧になられて、やって来られて、天の不死の甘露をもって飽満を得

させて、私をただちに助けてくださった。［78］これほどの、自分の子供たちに注ぐ､よ

うな憐れみの視線をすべての生き物に注がれる、幸いなる三界の庇護者よ、勝利せ

よ（万歳）1常なる栄光あれ！」。［79］世界におけるいかなる父母が、自分の子にす

らこれほどの憐憤をもてるでしょうか。それ故に、彼に匹敵するどんな世界の庇護者が

いるでしょうか。【80］このように自ら観察されては世の生き物たちを息子のようにお

守りになる、その方に帰依し、［今後］いつも熱意をもって私は敬意を捧げま

す。』［81】

その餓鬼女はこのように思念し、合掌して前に進み出て、その庇護者の両足の蓮華を

頂礼して、歓喜して語りかけるでしょう。［82］

『南無、世尊・庇護者よ、あなた様に帰依いたします。どうかあなた様は慈悲心を

もって［私を］ご覧になられ、常にお救いくださいますように。［83］あなた様だけが

世界の庇護者・世界の扶養者・世界の主・世界の王・世界師であり、三界に勝利しま

す。［84］私には他に師はおりません。あなた様だけが親友であり師長です。それ故、
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私を憐れみをもってご覧くださり、正しい路にお導き下さい。［85］愚かな心で私は罪

悪をなしましたが、その罪行(dulkrta)のすべてを、庇護者よ、今ここで消滅させてく

ださい。［86］世界の庇護者よ、今日より以降、あなた様だけに帰依し、あなた様がお

命じになる通りに常に行います。［87］師、世界の主よ、あなた様は以上の私の懇願を

お聞き下さり、憐れみをもって、私を常にご覧になって、菩提への路にお導きくださ

い。［88］あなた様は隅々まで世界の人々を自らご覧になり、懸命に［苦処より］引き

上げて､スカーヴァティー（極楽）に到達させますb[891庇護者よ、あなた様は私を

も同様に憐れみをもってご覧くださり、力づけ、引き上げて、スカーヴアティーに到達

させてください。』［90］

このように餓鬼女が懇願する時、その菩提の王（仏）は聞いて、かの餓鬼女を見て、

次のようにお教えになるでしょう。［91］

『善い哉、あなたに常に幸せがありますように。専心して、白浄［の行為］を行じな

さい。三法に帰依し、常に熱心に奉じなさい。［92］そうすればあなたに常に吉祥（繁

栄）が至るところに必ずあるでしょう。漸次にやがて菩提に到達して、仏陀の位を得る

ことでしょう。［93］仏陀に帰依する者たちは、悪趣に赴くことはありません。漸次に

やがて魔の群に勝利して、勝者（仏）の住まいに到達しますb[94]法に帰依する者た

ちは、悪趣に赴くことはありません。漸次にやがて波羅蜜を円満させて、スカーヴァ

ティーに到達しますb[95】僧に帰依する者たちは、悪趣に赴くことはありません。漸

次にやがて菩提行を持しながら、常に善趣に赴きますb[96]このように考えて、梵天

を始めとする三界の君主たち、あらゆる世界の王たちは三宝に帰依し、奉じていますb

[97］その福徳の力で、吉祥（繁栄）が常に至る処、三界のあらゆる処で、過去にあっ

たのであり、現在もあり、未来にもあるでしょう。［98］必定に幸福があると知って、

三宝に帰依し、恭敬し、信心をもって常に億念し、専心して信奉しなさい。［99］そう

すれば、あなたはこの罪深い肉体を捨てて、速やかに善趣に行き、常に絶え間なく楽を

味わうでしょう。[100]其処でも、あなたはいつも白浄の［行い］を専心してなすで

しょう。その後菩提行を堅持して、スカーヴァティーに達することでしょう。[101]こ

のように認識して、善き女よ、あなたがスカーヴァティーを欲するなら、三宝を億念

し、専心して絶えず奉じなさい。』【102］

このようにかの世界主（仏）は教示して、他処を照らしつつ、人々を救済しながら去

り、スカーヴァティーに戻ってゆくでしょう。[103]

それからかの餓鬼女は三宝を常に億念して、死んで餓鬼の肉体を捨て、清浄な身体を

有して、［次生に］赴くでしょう。［104］その時彼女は世界主の恩寵(prasada)によっ

て罪悪から解放され、清浄な三身を有する者として(pariSuddhatrikaya)、スカーヴァ

ティーに赴くでしょう。[105]
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それ故、樫貫は大きな罪悪の根であり悪趣の原因であると考えて、［それを］捨て

て、安楽を求める者たちは、正法を行じなさい。」[1061

－以上の牟尼の王（仏）の教令を聞いて、集会場に居たすべての人々は「真実であ

る」と思い、覚知を得て、喜悦しました。［107］

－これが私に師が教えられたことであり、私が聞いたとおりに申し上げました。こ

のように認識して、王よ、是非とも樫貧をお捨てください。［108］［他者の］益の成就

を求める者には欲しいだけ与えるべきです。［他者に］害になることが求められる場合

には、少しも与えてはなりません。[1091王よ、努力して民衆をも同じ様に覚知を得さ

せて、あなたは益するための布施に導き、［彼らを］守護して下さい。[110]そのこ

とによって、必定にあなたには常に幸せが至るところであるでしょう。やがて次第に菩

提に到達して、仏陀の位を得るでしょう。[111]

一以上のように、かの聖者が教示されたのを聞いて、アショーカ王は「そういたし

ます」と信受し、集会の聴衆と共に喜悦しました。[112]

この『生まれながら盲目の身の［餓鬼女］アヴァダーナ』を聴聞し、人に聞かせるす

べての者たちは、清浄なる身体を享受しつつ、死後に仏の住まい（極楽）において、幸

せになる。[113]

以上、『生まれながら盲目の餓鬼女のアヴァタ淫ナ』(Jatyan曲apretikavadana)終わ

る。第30章。

第2節AvadanaSataka第47章Jaty肌曲訂とSMRAM第30章の比較

上の節で梵文テキストと和訳を示したSMRAM第30章Jatyan曲apretikavad珈aの原話

であるAvs第47章Jatyan曲圃の全訳を示し、その後に、それら二つのテキストを対照さ

せて、内容の比較を行いたい。

アヴァダーナ･シャタカ第47章『生盲餓鬼女』(Jatyandha)和訳

SPEYER,vol・I,pp.267-270

＃1仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳に恵まれた者であり、衣服・施食・臥具坐

具・病気治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、

シュラーヴァスティーにあるジェータ林のアナータピンダダの園林に滞在しておりまし

た。
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＃2具壽ナンダカは午前に身支度をして、鉢と法衣を持って、シュラーヴァスティーで

托鉢行をし、食事をすまし、午後に托鉢から戻った彼は、鉢と法衣を片付けて、餓鬼界

を巡遊しました。

＃3具壽ナンダカは餓鬼女(prer)を見ました。焼けた丸太のような姿で、生まれつき

眼が見え承自分の髪と体毛に覆われ、針の穴のような［小さな］口をもち、腹は山の

ように大きく、悪臭を放って、まるで墓場のようでした。カラス・禿鷲・犬・ジャッカ

ル力壊いかかり、彼女の［体の］いたるところを引き裂いて肉を食べていました。彼女

は急所の激痛（断末魔）の感受に襲われ、苦悩の叫び声をあげていました。鋭く荒々し

く激烈で意に適わぬ、苦痛の感受を受けていました。

桝具壽ナンダカは戦傑し、尋ねました。「姉よ、あなたは一体いかなる罪悪をなし

て、これほどの苦を味わうことになったのですか。」

＃5餓鬼女は答えました。「太陽が昇った時、灯明の必要があるでしょうか。この事

を世尊にお尋ねしなさい。かの方があなたに私どもの『業の連繋』(karmaploti)を説

明するでしょう。それを聞けば、他の有情たちも、この世で悪をやめるでしょう。」

＃6具壽ナンダカは世尊のもとに赴きました。

＃7その時、世尊は独坐［の状態］から出立され、四衆に対して純粋な蜜蜂のように

甘美な甘美な教えを説かれました。数百人の会衆は諸感官の動きを抑えて（気を散らす

ことなく）、世尊から甘美な甘美な教えを拝聴しました。その後に、先に挨拶をされる

方［・人を和ませるように語る方］である諸仏・世尊たちは、「さあいらっしゃい、よ

くおいでになられた」と［歓迎の言葉を］述べ、先に微笑まれます。其処で世尊は具壽

ナンダカに次のように語りました。「ナンダカよ、いらっしゃい。あなたはよくおいで

になった。ナンダカよ、あなたが今来られたのはなぜですか。」

＃8ナンダカは答えました。「尊師よ、私は餓鬼界を巡遊して、こちらに参りまし

た。そこで私は餓鬼女を見たのです｡焼けた丸太のような姿で、生まれつき眼が見え

ず､自分の髪と体毛に覆われ、針の穴のような［小さな］口をもち、腹は山のように大

きく、悪臭を放って、まるで墓場のようでした。カラス・禿鷲・犬・ジャッカルが襲い

かかり、彼女の［体の］いたるところを引き裂いて肉を食べていました。彼女は急所の

激痛（断末魔）の感受に襲われ、苦悩の叫び声をあげていました。鋭く荒々しく激烈で

意に適わぬ、苦痛の感受を受けていました。

彼は語りました。［韻文：］

「渇した喉と唇をもち、非常に苦しみ、大きな岩のような身体はよろめき、

自分の髪の毛で覆われた顔をもつ、裸の、とても小さい針に似た口をもつ、

痩せた［餓鬼女］は、

裸で、自分の毛で［体を］覆い、骸骨のように高く直立し、頭蓋骨を手に持ち、

恐ろしい［姿で］、泣き喚きながら、走り回っています。
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飢えと渇きによって樵悴し、困窮に苦しみ、苦悩の声を叫びながら、苦の感受を

得ています。

＃9これほど恐ろしい苦しみを受けるとは、彼女は［かつて］人世で一体どのような

恐ろしい罪悪をなしたのでしょうか。」

#10世尊は説かれました。「ナンダカよ、かの餓鬼女は罪悪をなしたのです。あなた

は彼女の『業の連繋』を聞きたいですか。」「尊師よ、その通りです。」「それではナ

ンダカよ、聞きなさい、しっかりと［話に］思念を向けなさい。話しましょう。－

#11ナンダカよ、昔、過去の時代、この賢劫において人寿が二万歳の時に、カーシャ

パという名の正等覚・明知と行いとを具えた方・幸せな方（善逝）・世間を知る方・人

間を調練する無上の方・神々と人間の師・仏・世尊が世に現われました。かの［仏］は

都城ベナレスの近く、リシパタナ（仙人堕処）の鹿野苑に住まわれました。

＃12ベナレスに或る一人の長者の娘がいました。彼女は法を希求しました。やがてそ

の女は法を聞くうちに、輪廻に欠点を見て、浬藥に長所を見るようになりましたので、

彼女は父母の許しを得て、世尊の教えにおいて出家しました。

#13彼女のために親族たちは比丘尼たちの雨期用の住まい(varSaka)を造ってあげま

した。彼女はそこで無学・有学の比丘尼たちと一緒に住みました。

#14そのうち、彼女は放逸により、学を怠りました。それゆえ比丘尼たちは破戒者

(duh制豆）として、［教団から彼女を］追い出しました。

＃15すると、催された施主の家からの［定期的な］寄付集め(chandakani志としての

施）を彼女は中断させて(刀、無学・有学の［尼僧たちの］不名誉の言葉を語りました。

持戒の比丘たちを見ても、彼女は彼らに両目を閉ざしました。

#16ナンダカよ、どう思いますか。その長者の娘こそが、かの餓鬼女なのです。雨安

居の住まいに樫貫をもったので、餓鬼界に生まれたのです。

＃17彼女が［檀家から］定期的になされる施食(naityaka)を中断させたため、カラ

ス・禿鷲・犬［やジャッカル］たちに(8)襲われるのです。学・不学の比丘尼たちの不名

誉を語ったために、悪臭を得たのです。持戒の比丘たちを見て眼をつむったため、生ま

れながらに盲目なのです。

(7)SPEYERが指摘するように(p.269,fil.4)、梵文写本ではここの文に述語となる動詞の欠損が
ある。蔵訳は、その動詞をgcoddubcug(断ち切らせた）と訳す。それに従い、私は「中断させ
て」と補って訳した。念のため、SPEYERが利用したCambridgeのB写本(45a,1.4)のほか、彼が
見ていない東大写本(MatsunamiNo､28;136a,n.2-3)でもやはりその述語が欠損していることを
私は確認した。

(8)SPEYERは蔵訳に従い、kurkurai<Ps鳴訓ai>Sca「犬［やジャッカル］たちに襲われるのです」
と読むことを注で提案する(p.269,fil.6)。
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#18このように、ナンダカよ、完全に黒い行為（業）には完全に黒い果報が熟し、完

全に白い［行為］には完全に白い果報が熟し、［白黒］混じり合った［行為］には［白

黒］混じり合った［果報］が［熟するのです］。それ故に、ナンダカよ、完全に黒い行

為と［白黒］混じり合った［行為］を避けて、完全に白い行為だけをなすように努力し

なさい。ナンダカよ、このようにあなたは学びなさい。－

#19この法門が説かれた時、十万の生ける者たちが真実を見るに到りました。その

時、世尊は比丘たちに語られました。「これらとその他の、樫貧と口の悪行における過

患を知って、樫貧と口の悪行を捨離するために努力しなさい。比丘たちよ、このように

あなた方は学びなさい。」

＃2oこのように世尊は説かれました。感激したそれらの比丘たちと他の神・アスラ・

ガルダ・キンナラ・マホーラガ等は世尊のお説きになった［教え］を喜んで受け入れま

した。

以上がAv§第47章『生まれつき盲目の［餓鬼］女』(Jatyandha)の全訳である。訳

にある＃番号は、Av§のテキストを私が切り分けて付けたparagraphnumberである。そ

れは段落というより対照の便宜のために窓意的にテキストを細分割した、出来事として

の文のまとまりを示すb

その＃番号を使って、以下にAvs第47章とSMRAM第30章（略号S30)の対応を示

すための対照表を挙げたい。Av§の＃番号の後に、その箇所のSPEYER本の巻・頁・行

と冒頭の語を（例えばi.267.2-6buddhoのように）示す。その次に＝を挟んで、内容的

に対応し関係するS30の該当箇所をversenumberで挙げる（例えば=S30vv.5-6のよう

に）。

前回の論文と同様に、記号の○はAv§の内容がアヴァタLナ・マーラーの再話におい

て膨張している箇所を示式◎は異常に膨張している箇所を示戎

#li､267.2-6buddho=S30vv.5-6

#2i､267.6-8athayu5man=S30vv.7-130

#3i.267.8-lladrﾖk弧ayu5man=S30vv.14-16

#4i.267.11-12ayugman=S30vv.17-18

#5i､267.12-14pretmha=S30vv.19-23

#6i､267.14-15athayu9man=SSOvv､24-25

#7i.268.1-5tenakhalu=S30vv.26-27

#8i､268.5-15nandakaaha=S30vv､28-34

#9i.268.16-17kim町圃prakrtam=S30vv､35-36

#lOi､268.18-19bhagav加ヨha=S30vv.37-38
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#lli､269.1-4bhntapUrvam=S30vv,39-40

#12i.269.4-6v酊町asyam=S30vv.41-44

#13i､269.6-7tasyaartham=S30vv､45-46

#14i､269.7-8yﾖvatmya=S30vv.47-500

#15i､269.8-10tatastaya=S30vv.51-55

#16i､269.11-12kimmanyase=S30v､56

#17i.269.12-14yattayanaityaka-=S30vv､57-59

#18i.269.14-17itihinandaka=SMvv､60-63

#19i.270.1-3asminkhalu=S30v.64

#20i､270.4-5idamavocad=S30vv.65-1070

以上のように二つのテキストの対照を行ってみると、SWAM第30章の韻文テキスト

は、その章の最初と末尾にあるウパグプタ長老とアショーカ王の対話という、Avsには

無い話の枠の部分(S30vv.1-4,108-113)を除けば、全体的にAv§第47章のみを種本に

しており、その種本の順序を乱すことなくほぼ忠実に、語りを行っていること力聴認さ

れる。

上記の表をみるとSWAM第30章には○（膨張）の印が二箇所あり、また話の最後に

なって。（大膨張）の印がある。以下、これらの膨張・大膨張の箇所は、なせ膨張して

いるのかを説明する。

Avsの#2の相当箇所で、そのAv§の内容がS30において(vv.7-13)、やや膨張してい

る理由は、Avsが「托鉢行をし、食事をして」とごく短く表現しているナンダカの托鉢

行の様子を、もっと具体的に、一つの出来事として表現しているからである。

Avsの#14の相当箇所で、その内容がS30において(vv.47-50)、やや膨張している理

由は、女が教団を追放された経緯をもう少し詳しく記述するためである。特にAvS

が「そのうち、彼女は放逸により、学を怠りました」と一文で簡潔に表現している追放

の理由を、S30はAv§より具体的に、尼僧である彼女が或る在家者と性的な関係を結ぶ

に至り、学を怠るようなったからであるとしているのは、興味深い。このような記述は

一種の註釈的説明としてAvsへの理解を深めるものである。

Avsの#20の相当箇所で、S30では(vv.65-107)異常に膨張している理由は、Avsには

説かれなかった、ナンダカと釈尊の間で交わされた別の問答が追加されているからであ

る。その問答とは、未来における女の餓鬼界からの救済についてである。女は今後六万

回、餓鬼として生まれ変わり続けるが、その果てに女は仏への信心によって救済され、

遂にスカーヴァティーに達する。仏を億念し、仏への信仰心を抱けば、それこそ力翻鬼

界から逃れるための唯一の手だてとなることを説く、重要な付加であるといえよう。
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第3節Ratn訂Ⅷ曲nanl副屈第15章Preti嘘Ⅷdanaの梵文と訳

RAM第15章Pretikavad加aはAvadnna"taka第44章Varcagha鋤からの再話（韻文改

稿）テキストである。この章はRAMに含まれるが、SMRAMには含まれない。高畠寛我

の肋加αﾉ加腫wz〃"α出版本(1954)にはRAM第1章から第12章までしかなく、この章は欠

ける。以下に私が6写本(C,P,T1,T2,T3,W)を用いて初めて校定したRAM第15章の

梵文テキストを以下に挙吠続いてその第15章の大部分(vv.14-110)を和訳する。

Ratnavadanamalal5:PI℃tikavadgna

athaSokomahrpalaupaguptamy飢坤gurum/

kmnjalipu!onatvapunarevamabhagata"1

bhadantaSrommicchamipunaranyatsubhaSitam/

tadyathagmunakhyatamtathadeS!umcame!rllasi"2

ititenanal℃ndrenaprarthite!sauyatihsudhm/

upaguptonarmeSamtamSamalokyaivamadiSat"3

§mur可川mallabhagaythamegmunoditam/

tathahamtepravakSyami§mtvacaivamSubhecara"4

pⅨasaubhagavmbuddhahSakyasimllodayodadhih/

sarvadharmadhiponathahSastalokavmayakah"5

bhikSublliMravakaihsMihamupasakaiScacailakaih/

bllikSumbmstathasaldhamupasikaganairapi"6

bodllisattvaganaiScapitath珈yairbuddhasevakain/

sardllamrajagrilop加tevenuvanenagotame"7

kalandal<aniv即圃kllyevijaharajmﾖ§rame/

tada曲amlamrtampatumsamayatansamantatan"8

bmhmadyalokap訓誘caSakradyaScasme§varah/

catvarolokapalaScasasainyabalavah肌油〃9

siddhavidyadharendraScayakgagandharvakinnaralJ/

r歌§asagaru"nagastatllanyebuddhasevak曲〃10

yogmoya町a§capitapasabrallmacarinan/

"ayolXahmanascapir可珈血kSatriyaapi"11

vaiSyarajakumar豆§camahamatyaScamantrinall/

§肥sthinahsarthavaha§cadhaninaScam汕可剛弛〃12
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paⅢajanapad豆§capigamy"*karvalikaapi/

evamanye'piloka§cataddhannamSrotumaga鋤〃13

tatrasarve'pyupagamyavenuvanejmaSrame/

sabhamadhyesamaSmampradr歌§ustammuniSvaram"14

tatonatvacasamp可yaprakrtvatrimadak5inam/

parivrtyapuraskrtyakramaSalJsamupaSritah"15

tatsaddharmamrtampatum皿珂alipulamuda/

sambuddhavad肌ambhOjamd"vatastllunsamamtall"16

athasaubhagavanbuddhod"va園nsamupashtan/

adnadhyantakalyanamaryadharmamsamadi§鈍〃17

tatsaddharmamrtamPrtvatesarvesam脚mnoditah/

tadanumodanamkrtvababhnvurbodmcarinah"18

tasmmScasamayebhik9urmaudgalyayanaatmavit/

khikkhinpatram湖ayarajaghamupaviSat"19

tatrarajagmepmqamyacitvacabahirgatall/

sarasmasthitahpm4ambhuktvacasautato'vrajat"20

tatodivaviharayaggdhramenago伽me/

vlksamUlesamﾖ§rityanigaWo!bhntsamahitan"21

ttraikapretikakaciddagdhasthmopamakrtih/

sncrrandhramukhaccmdraparvatasamnibhodara〃22

pradiPtagnmibhadiPtakeSasamchannakayika/

kankalay珊伽§egaligIkrSaligIbhlSanakrtih"23

vinmmapariliptangrdmgmdhamedhyaharim/

tiVratived肌ﾖkr珈圃duhkhinIdurbllagakm"24

artasvaraviravantikrandanirkSutpipasita/

tammaudgalayanamd"vaparyadhavatmdamukham"25

athayu5manmahatmasaud"vatampnetmagatam/

sahasapumtogatvapamacchaivampuralqtam"26

pretikekimtvayapapamprakrtamdarunampura/

yenaivamcarasemetitadvadasvamamagratall"27

evamayu5matatenap窮極saumetikatada/

tammaudgalyayanamnatvamdantyevamabh"ta"28

bhadantahammahadu"papi§伽dulFkhabhagm/

kimmayakathyatepapampI℃chatmltegmumjmam"29

sarvajfio!saujino'smakamkannatevyakariSyati/
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yacchruW加ye'pisattvascavimmsyantillipapatah"30

tathetimatisamSrutyasamaudgalyayanoyatill/

tatahsatvaraagatvavenuvanamupaviSat"31

tadasaubhagav加d"vatammaudgalyamupagtam/

svagatamtek卯atastvamembhadreticalxavit"32

ityadi"amm叩mdrenasamaudgalyayanoyatill/

sahasatamgmumntvakrtafijalistathavadat"33

bllagavannadyavill証arthamg!dhrakmenagottame/

v"ammlesamaSrityati軌amyahamsamahitah"34

tatraikapretikakacitpuratomepradhavati/

kmtvayaprakrtampapamityasaupmchyatemayﾖ〃35

tato'saupretikacapivadatyevampuromama/

bhadantahammahadu"papi"hadulkhabllagm"36

kimmayakatllyatepapammcchatamsugtamgumm/

sarvajiio'saujmo'smakamkannatevyakari5yati"37

tathetyahampmtiSmtyatato!trasamupagatan/

tatkannaplotikampra"umdraglumcatesamavraje"38

bhagavankmpurakanna町apI℃tyakrtamkilalu/

yenasaupretikabhntvabhrammtyamnedhyakh刎加〃39

yasyadars肌am曲℃nasarve'picajalaSrayall/

tatkSanadevaSugyantepankaSeSahsammtatah"40

yadavarSati*devocatasyadehoparidrutam/

visp加lingimmaligaravar9ampatatisarvada〃41

yattayaprakrtampapamtatsamadeSiumarhasi/

tacchrutvanye'pisattvasca*viramsyantikalehsad訂〃42

ititenartmtamSrutvasambuddho'saumuniSvarah/

tammaudgalyamsabhamcapisamd騨鯛caivamadiSat"43

§mumaudgalyavakSye'hamtayayatprakrtampura/

§rutvapye剛伽halokesamSravayaprabodhane"44

pura随師urekhyatepratyekabuddhaatmavit/

aSidaranyakodhrrohmadmmukamnpakah"45

sakadacitsvadaivenakSayarogasamanvitah/

k"endriyovillinamSodmbalango'bhavatkrSah"46

tathasauvyadhitaScapilok加amhitakamyaya/

bhikSalletohs肌airgaWav証masrmupaviSat"47
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tatrakaScitsudllnvaidyomargetammandagaminam/

d卿v風kSayarUjakrantammatvacaivamabllagata"48

bhobhik¥okvaprayato'sikasyartlle!trasamagatan/

rogamtevardhatekayetanmavrajakuhapihi"49

ityuktetenavaidyenamatyekamuniralxaVrt/

bhovaidyademmepatllyamau5adhamrogas加taye"50

ityevamprarthitetenapratyekasugatenasah/

tatlletiyatayetasmaipathyauSadhamupadiSat"51

yate§卿umtamvak5yetavarogaprasm町e/

sampleyabhOjanambhunkSvatatansvasthyamavapmy鋤〃52

ititenasamadiSiamSmtvasauyatirahitan/

tathetipratisamSrutyatadyacimmsamacarat"53

tatrapratyekabuddho'saupathyamsammeyabhqjmam/

sadhorgIilapatergeheyacitumsam叩ﾖviSat"54

tatraivamtamsamayatamd"vaivasaug"muda/

sahasasamupamantryapranatvaivamabhaSata"55

blloyate'hasamayallik加atrateWayqjanam/

yenarthenasamayasitatsamadeSlumarhasi"56

ititenarthite'saucamatyekasugatoyatih/

tamgmastllamsamalOkyaSanairmandasvaro'vadat"57

arogyamastutesadhomangalamcasamantatah/

bhnyaccavaiich瓶曲e'pisiddhihsambodllisadhane"58

yadahamk5ayarogartastanmerogasu怠珈taye/

sammeyabhOjanampathyamitivaidyenadiSyate"59

ta(ianukampayasadhomamaitadroga§mtaye/

sampreyabllqjmammahyamSraddllayadatumarhasi"60

ityetatprartllitetenagrilastho!sauk卯arditah/

tathetisampratijiiayavadhnnevamabh"ta"61

vadho!smaiyatayepathyamsampreyabhOjmamtvaya/

datavyaIndryannasyakSayarogasus加taye"62

evamvadhnmsamadiSyaghastho!saubahirgatah/

karyarthevyagritastasthausUhm皿trajanamsaha"63

athatasyagmasthasyasavadhnhk叫ilasaya/

"yagniparidrptmgImanamatsaryagarblli樋〃64

sad""tamyatmbhik5ummatsaryakSobh瓶§aya/
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kuladharmam加副rtyamanasaivamvyacmtayat"65

yadyadyasmaipradasyamipathyamsampreyabhOjmam/

blmyaScapipmlubdho'yamagacchennityaSo'pica"66

tadyathayampmlubdhﾖ伽akadaPyatranacavIajet/

tathopayavidhanena皿℃rayeyammamvane"67

itiniScityasavamapapi§伽dustammaSI/

sahasapatramadayagm珈伽amupaviSat"68

tatrasausahasapatrampnrayitvasvavarcasa/

bhaktairuparisamsthapyatasmaidatumupasarat"69

伽随sausahasopetyadhrtvapatramsvayammuda/

tasmaipratyekabuddhayadattvaiv印asaradbahill"70

athapratyekabuddho'sausvarjavonirvikalpikall/

dmgandhitam伽ampatrammatvetisamalakSta"71

e"hipamadabllaktairgnhayitvasvavarmcasam/

patretanmepradattvaivabahirapas鯛肋alu"72

itimatvasatatpatramchoritvanirgatobahin/

snanaSaucadikamkrtva伽o'nyasyagmeyayau"73

tatratamyat加豆yatamdMv剛yogillapatirmuda/

sampreyabllOjanamtasmaidadautasyayatllepsitam"74

tatopratyekabuddho'saulabdhvasampreyabhOjanam/

nirgatyasahasatasmatsv恩§ramamsamupacarat"75

tatrasaraupasmobhuktvasampreyabhqjanam/

sahasarogammukto血vy刎肋svasthyamayayau"76

tato'saup印加vamadnvatamnirgatamyatm/

sallasasvagmamgatvadvarambaddhvabhyatiSIhata"77

tasmnsasamayetasyabhartasvagmamagatah/

kimevamtisthasebhadraitibh町amabhasta"78

evambharturvaca"rutvasavamapramadakudhm/

bllartaramtamsamalokyahasantyevamabhaSata"79

svaminnadyamayadattampatramamedhyapnritam/

bhaktasamchaditamjfiatvasamtyaktvaikoyatirgatah"80

evametattayaproktamSrutvaivasaupmkopitah/

akruSya"ayitvatamsvabllaryamparyabhaSata"81

arep印加idhigdhiktvamidIgapitvayakrtam/

kimmyatpatakamkarmanakari5yasip印加〃82
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dmgmamapyatrasamsarejanmapijIVitamtatha/

yasyed鞠allipapmyabharyayasahasamgatilJ"83

kuladharmayaSoh肌耐svaparatmavigh説加／

ihamutravma"sikantapityajyasemayﾖ〃84

kimidrkpapasadmnyakantayabharyayapime/

sarvathaparityaktasitadgacchaSusvakeghe"85

gaccheScedaSugacchatvamnocennlayahani5yase/

tattvamsnehammayityaktvagacchatratehalhenakm"86

ityakruSyaglilastho!sautamvamamp印加mbalat/

gal砒号epampradattvaivamnyakaSayadgliladbahih"87

tathaniSkaSitabhartrasanarrku!ilasaya/

､瓶smyavibhagn盃ヨtastllaugellanganasri樋〃88

tatrasaupramadanankgutpipasahatatura/

tmsnadamSiramSvabllirnityambhagyam加ヨvigh甜圃〃89

tatllatived肌3krantamuktakeSrkucailikヨ／

bhntinrvavidagdhangrbhartsyamanasam伽伽ah"90

nihgar伽a*vibhagnaSak9udhagniparitapita/

ya誕加副ambyabhik;arthamvibabhramagmeg伽〃91

tathasarvatrageheSuvibllramantIvikhedita/

kl℃chren汕証amasadyab加可am加avyati5!hta"92

tatankacchupar耐ngIku9伽圃p耐vahinI/

ciramrogaparikrantamrtayayauyamalayam"93

tatrapidharmarajasaumatvaivamtamsupapinim/

sallasa皿eSayattatrapretalayepraSasane"94

tato'dyapimsﾖ､圃面me肋加圃suduhkhinT/

krcchrenamedhyamasadyabh咽mtyevambhramantyapi"95

e"sapapinInalTmanyatammanyatha肋alu/

evamduikhabhisamtaptacirame5abllrami5yati"96

evaInkannavip政珈ibhuktvabhramantijmtavan/

papenadugatmyantipunyenay豆msadgat伽〃97

itivijiiayap即珈ikarmani皿§ritanica/

pravihayasadanityamcaritavyamSubllesada〃98

§ubhasyakarmanahpakesukhataivasada肋alu/

papasyaduhkhataivammmsritasyacamsra樋〃99

yenaivayatkrtamkannabhunktesaevatatphalam/
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abhl水腫mkSiyatenaivakarmakvapikthamcana"100

nagniblUrdahyatekarmaklidyatenodakairapi/

vayubl血su5yatenaivakgiyatenak;itavapi"101

nanaSyantimkarmanikalpakoliSatairapi/

samagrmlprapyakalamcaphalutikhaludehmam"102

evammatvatrasamsaresadasaukhyamyadiCchatha/

tathamtyamSubhedharmmepracaradhvamsamahitah"103

itiSastrasamadi51amSrutvasarve'pibllik5avah/

saha伽息casabllalokainsatyamevapramenire"104

evammegmunakllyatamtatllatevak9yatemaya/

§rutvaivamcamaharajaSravayatvamprajaapi"105

svayamdhamleprati号伽Wabodhayitv豆majaapi/

§ublledharmmemati51hapyapala⑩苅脚ayamatan"106

tatastemangalamnityamihamutrapisambhavet/

kramadbodllicarimpmryasambodllimapic印Ⅲy魂〃107

itimatvamaharajatriratnaSaranamgatah/

sambodllimanidhanenadharmamlokepracarayen"108

ititenasamadiglamupaguptenabllikSuna/

satyamevampratijmyan剛加dasajanompah"109

idampretyavadanamyeSmvantiSravayantica/

tepapav加圃dharmamlqtvayantisukhavamn"110

itimetikavadanamsamaptam"15

以下にこのRAM第15章PIetikZvadZnaの校定に用いた6写本の異読を挙げる。私が本

章の校定に用いた6写本は次の通り：

C写本:CamhidgeUniv"sityLibrary所蔵、BendallAdd.1592(Ramavadanamala),117b5-121a9.

P写本:BibliothequeNationale(Paxis)肺歳、HmozatlO4(Ramavadanamala),148b2-153bl.

T1写本：東京大学所蔵、MatsunamiNo.27(Avadanaraamam副面),118al-122a7.

T2写本：東京大学所蔵、MtsunamiNo.316(Ramam副圃vadanaktha),142al-146b2.

T3写本：東京大学所蔵、MtsunamiNo.317(Ramam証avadmaka曲面),138a3-143a2.

W写本:IASWR,B"成仏師M"s〃"M1"”crわ応Imicrofiches],MBB-n-30,179bl-184b6.

これら6写本のいずれも誤りを有し、どれもarchetyPeの位置に置かれるものではな

いが、その中でP写本は正しい読みを提供することが比較的多く、最も頼りになる写本
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である。しかし過度に信頼すべきではなく、P写本以外のC,T1,T2,T3,Wの写本の中に

正しい読みが見出されることもよくある。c,T1,T2,T3,Wの中ではTIWとTZT3の二つ

の読みの系統を区別することが出来る。特にT1とWは相互に親密な関係にある。Cは、

ある場合にはTIWの系統に近く、ある場合にはTZT3の系統に近く、ある場合にはPに近

い、定まらぬ位置をもつ。恐らくCは、Pと同様に、やや古い時代に分離した一系統の

写本なのであろうが、梵語をよく理解せぬ後代の写経生のずさんな筆写によって伝承が

大きく損なわれてしまっている写本なので、つまらぬ誤りが非常に多い。

T2T3の系統は、章末のコロフオンにitis前atnarn副ﾖvadnnakathayam[…］と書く点でも

共通性がある。題名を考察する時、§がRatnam訓圃vad5nakathヨという題名をもつT2T3写

本が、Ramavadanamalaという題名をもつP写本よりもテキストとしてはるかに粗悪な伝

承に属するという事実は、Ramavadanam副晟の題名の方がRamam訓屈vadnnakath颪の題名

よりも古いことを示唆する。このRatnavadanam湖の題名の問題はすでに高畠寛我出版

本のRa伽α,加晦vα〃”という奇妙な題名に関連して岩本裕が考察しており(9)、その結論

は正しい･

Apparatuscriticus

lbyatim]Pr2T3:yatmlTIW:o"@.C.

2dtathade51um]CPT2:tathavakmmT3:tathakhyatamT1W.

2dme'rhasi]W(wjho〃αvagyn加(Io)):merhasmT1:marhasiCPT3:mahasiT2.

3b'sauyatih]CW:soyatiPPT1:sauyatrTZT3.

3cupagupto]CPrlW:upaguptamT2T3.

6aSravakaih]PTIW:gravakaisT2T3:息圃vakahC.

6bupasakai§】PrlT2W:upaSakaiSC:upaSikaiST3.

6dupasikagapair]CT2T3:upasakagapairPW:upasakauganairTl.

7btath珈yair]T1T2W:tathanyaiCP:tathanyaiりT3.

8cdharmamrtam]CPW:dharmamrtoTE:dharmamrtaT3.

8dsamaya鋤]CPW:samay珈鋤TZT3.

9bsuneSvaraP]CPr2T3:sureSvaralJT1W.

10cnagas]CPr2T3:nagahT1W.

lld呵珈ah]corr.:r司珈oCPrlT2T3W.

(9)岩本裕(1967)：『佛教説話研究序説』、法蔵館、173-179頁。

(10)Hereafterthisnote｡wMo〃αvagm加'isomittedthroughout.
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13bgramyah]TITZW:gramyaCPT3.

13b*karvalik副cIT.:karpalikaPrlT3W:kaparlikoC:kaparlikaT2・Cf.BHSD.

13dtaddhannamSrotumagatah]corr.:md曲annaSrommagatahP:tatdhannaSrotumagatahC:

dhannaSromnsamagatahT1:tamdhannaSrommaga鋤T2:dharmamSmmmagatapT3:dhar-

maSrom<<msa>>magatahW.

16-17]Clacksstanzasl6andl7.

16bp噸]TZ:p叫oPrlT3W.

16dsamahitaP]TIW:samadlitahPTZT3(<*samadrtaP?).

17bsamupas伽圃n]TIT3W:samupash面nT2:samupaSritanP.

17ddharmamsamadiSat]TZT3:dharmasamadiSatP:dharmamadiSatTIW.

18bsampramoditah]PrlT3W:samprasaditahT2.

18dbabhnvurbodhic甜叩ah]TIT2T3W:babhnvubodhicarinahC:babhnvabodhicarikahP.

20csarasmaIPT2W:sarastiraT1:sarasmeCr3.

21dsamahitah]CPrlT3W:samaSritahT2.

22akacid]PTIW:kaScidCr2T3.

23amadiPtagninibha]colr.:pradiPtagninibhoCTIT2T3W:pradiPtaninibhaP.

24avmmntra]P:vinmn耐TIW:vidmntraT2:vinmUtraCT3.

24bomedhyaharim]m.c.fbromedhyaharim(=amedhya+aharim).Cf.39damedhyakhadim.

24dduhkhinIIPTZT3:duS肋加CTIW.

25aviravantr]P:viravantiCrlT2T3W.

25bkrandanmWrlW:krandantiT2T3.

25bkSutpipasitalcorr.:kqutpipasitaPCPrlT2T3W.

25dtadamukham]Pr2:tadasukhamCT1T3W.

26dpurakrtam]PW:pmakrtamCTIT3:pupurakrtamT2.CfBHSDs.v.purakrta(=puraskrta).

27ccarase]CP:paraseT1T3W:pacaseT2.

28cntvalCrlT2T3W:drStvaP.

29abhadantaham]CTl:bhadantohamPr2T3W.

29bpapi5伽]P:papiWhaCTIT2T3W.

29dpmchatam]TIT2:pFcchyatamP:pl℃chtanT2:p!℃chatamCr3:prcchataW(metre!).

3NvhPamsyanti]P:viasyantiT2T3:virasyamtiC:vinasyantiTIW.

31-33]Placks31cd,32a-dand33ab.

32bmaudgalyamupagatam]T3:saudgalyamuyagatamC:maudgalyayaqamupaviSatTIW:

maudgalyayaJamupasakamT2.

34avih諏圃rtham]TZT3(excessofonesyllable):vihararthaC:viharthamPW:viharthaT1.

34dsamahitap]CPTIT2W:samaSritahT3.
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35akacit]colr.:kaScitCPrlT2T3W.

35dprcchyte]P:prcchateTIT3W:p"ateC.

35-37]TZlackspadas35d,36aFdand37a.

37bpI℃chatam]PT1:pY℃chtamCT2T3W.

37dkarmate]CPrlW:karmamteT2:karmanteT3.

38cdplotikampraSIumdraglum]P:plotikmma"um(o加伽"gdra3ium)T1:plotikampra91umW

:plotikamvak¥yedra"umT2:pretikampra5!umdraglumT3.

39dbhramantyamedhyalP:bhramantomedhyaTIW:bhramamtemedhyaT2:bhramante

medhyaT3:bhramantemdhyaC.

40bjalaSrayaPlCrlW:jalaSrayaP:jalaSrayalT2:jalaSayahT3.

41a*devolexconi:deve(PTITZT3W.Cf.AvSi.254.1,yadadevovarSati.

41dvarSam]PTZT3:varSaCTIW.

42barhasi]TIT2W:arhatiCPr3.

42d*viramsyantikaleh]exconi(cf.30d):vinamsyantikaleP:vinaSyantikaleTIT3W:

vinasyantikaleCT2.

45akaSnPure]CPrlW:kaSipureT2T3.

45carapyakolP:araVikoTl:aramKoT2:aramikoT3:arupikoCW.

46asakadacit]CPr2T3:sadakaScitW:sadakaSciT1.

46ckSmendriyo]Pr2T3:mendriyoCrlT3WIIvihnl師so]CPr2T3:vihinaSoT1W.

47bhitakamyaya]CPT2:hitakamayaTIT3W.

47chetohSanairgatva]P:heto"amgatv3CTIW:hetohsanigtvaTZ:hetoSanirgatvaT3.

48asudn]PrlW:suhrdTZ:sudhiCr3.

49abhikSokva]CPr3:bhikSo(om伽"gkva)T2:bhikSu(o"耐"gkva)TIW.

49b'tralPTIW:tiT2T3:taC.

50bpratyekamu血]corr.:sapratyekamunirCPT1T2T3W(excessofonesyllable).

50cdpathyamauSdham]PrlT2:pathyasau9adhaW:pathyammaugadhamCT3.

51amarthite]PrlW:prarthimmCTZT3.

51bsugafna]CPr3:sugatonaTIW.

51cyatayetasmai]PT2:yagayatasmaiC:yattayetasmaiT3:yatayasmaiW:

yataya<<na>>smaiT1.

52csampreya]CPIZT3:sampeyaT1WIIbhunkgva]CP:bhukgvaTIT3:bhuktvaT2:bhukg-

vamW.

52dsvasthyam]T3:svasthyamPT1T2W:svasthomC.

53asamadiglam]CPTZT3:samahi51amW:samuhi"aTl.

53byatirahitaP]P:yatinohitahTIW:ya伽ﾖhitahCT2T3.
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54bsampreya]T2:sampeyaPrlW:sampayaT3:samayaC

54csadhor]corr.:sadhoPT3:sadhomT1:sadhohCr2:sadho<<P>>WIIgrhapater]CPT2T3

:grhapateT1W.

56ayate'hasama｡]TIW:yatehamsam豆。C:yaterhansamaoP(alsopossible):yatesahamao

TZT3.

57dSanairmandasvaro]P:SanairmandasvaraT2T3:SanaimandasvaraTlW:Sanaimandas-

varamC.

58cbhnyacca]Pr2:bhnyattuW:bhnyatcuT1:bhnyabraT3:bhnyadyaC.

58dsiddhih]CPT2:siddhiTIT3W.

59b]inT2,padaS59b-d,60a-dand61acomebetween63aand63b.

59cs珈匝eya]T2:sampeyaPrlT3W:sapeyamC

60csmmeya]T2:sampeyaPrlT3W:sapeyaC.

6侃息raddhaya]T3:SuddhayaCPrlT2W.

61bkIparditah]Pr3:k卯湖itajTIT2W:krpamitaC.

62aytaye]CPr2W:yatayaTIT3.

62bsampreyalcorr.:sapeyaCrl:sampayaT3:sampeyaT2W:sampyeyaP.

62cdiyatamasya]qyr3:diyatammasyaTZ:diyamasyaTIW.

62dsu§加taye]CPrlT2W:pr鵡珈tayeT3.

63ckaryarthevyagri伽】CP:karyarthavyagritasTIW:karyarthavyagratasT2:karyarthamvya-

gratasT3.

63djanaih]CPr3:janaiT1W:janasT2.

64bsavadhnP]corr.:savadhiilP:vadhm(o"耐"gsa)TIW:vadhn(o"@""gsa)C:vadhnsa

T2:vadhncaT3

64c"ya]CPTZT3:"yaTIW.

64cdiPtangr]colT.:diPtangaCPrlT2T3W.

64dmanamatsarya]PT3:manasamatsaryaTIW:m加amZtsaraC:mZnamZm加sajaT2.

65b･耐aya]CPrlW:｡耐ayahT2:｡taSayahT3.

65dmanasaivam]T2T3:masaivamW:ma<<na>>saivamT1:manasaivaCP.

65dvyacmtayat]P:vyacintayetCT2T3:vicintayatT1W.

66bsampreyalcorr.:sampeyaPT1T2T3W:sampayaC.

66cpralubdho'yamlcorr.:pralubdhayamCrlT2T3W:Walub曲ayemP.

71dsamalakSta]P:samalakSataCW:malak5taT1:samalakSitaT2:samalak5atahT3.

72bgnhayitvalCPr2T3SmhayitvaTIW.

73bchoritva]CPr2:chorayitvaTIT3W.

74bHypermetre!
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74csampreya]corr.:sampeyaPrlTET3W:sapeyaC.

75blabdhva】PW:lbdhaCrlTZT3.

75bsampreya]corr.:sampeyaCPrlT3W.

76aupaSrno]P:upaSmaCTIT2T3W.

76bsampreyalcorr.:sampeyaPT2T3W:sasyeyaT1:sampayaC.

76dnirvyadhih]PrlT3:nirvyadhiT2:nivy甜肋CWIIsvasthyam]PTIW:svasthamCr2:

svasthyamT3.

77dbaddhvabhyatiSIhata]P:baddhvatyatiSIhtaT1W:badhvabhyatiSihatiTZT3:bdhvaty-

atisthatC.
●●-

78atasnnsasamaye]P:tasmmsamayeT2W:tasmmsamayaC:tasmitsamayeT1:tas皿m

casamayeT3.

78cbhadm]corr.:bhadreCPrlT2T3W.

79abharturlCrlW:bhartuPIZT3.

79bvama]CPr2T3:v5TlW.

80asvamimadya]CPr3:svaminadyaTIT2W.

80bpatramamedhya]P:pratrammamedhyaTIW:patramamdhyaTZT3:patratramdhyaC

80dsamtyaktvaiko]PW:satyakaikaCTIT2:satyaktvaikaT3.

81bSrutvaivasau]PTIWSrutvaivasoT2:SrutvaivasaT3:grutvaikacoC.

81bprakopitah]CPTZT3:prakopimTIW.

81dbh町加]Pr3:bh町aTIT2W:bhayaC.

82apapini]CPrlW:papimT2T3.

82bidIgapi]TIW:rdFgayiC:rd聰即iP:訓鰡apiT2:耐震ampiT3.

82dp印皿IPW:p印加TITZT3:yapinihC.

83amamapyatra]T2W:mamapytraC:bhamapyatraT1:mamanytraP.

84ahantri]CPT1W:hantiTZT3.

84bvigh菰加]PT3W:vighatanITI:vighataniC:vighatinin．

85dtad]P:tamT1T2T3W:o"z.C.

86agaccheSced]CP:gaccheccedT2T3:gacchasvedW:gacchetvamdT1.

86bnocenlcorr.:nocetT2:noceP:nobanT1W:nobamT3:nobaC.

86ctattvam]P:tatvamT1T2T3W:tatvaC.

86dhalhena]Pr2:halheraCrlT3W.

87aghastho'saulT3(marg.):grhesthosauC:grhasmusauT3:gilasmusoTIT2W:gVllastho

syaP.

87dnyakaSayad]P:nyakaSayaCW:nyaikaSayaTIT3:nyekaSayaT2.
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88anisk諭圃]TZT3:nik誕瓶P:nikas瓶C:nihk諭圃T1WIlbhartra]P:bhatr5TIW:bhartta

CTZT3.

88dtasthaugehanganaSritaIP:tasmaigeh蓮如丞ritaCrlT3W:tasmaigehagamSray"T2.

89bco園mra/吐抑adamSIraih]P:。説uratoksudrastaitaW:oamra<<ta>>toksudrastaitaT1:

oaturat/ksudrastaitaT2:。証uratoksudrastraitaT3:。aura/tamksudrastaitaC.

89dvighatita]CPrlW:vigha!itaIT2:vighalitaT3.

90dbhartsyam珈司T2:bhratsyam珈圃P:bhatsyam加aCrlT3W.

91amhSaraﾘ副P:niSaranyaTIW:niSarapyaC:曲saraQyaT2:niSaramnaT3II*vibhgn盃豆］

exconi:vibhglasyaT2W:vibhagnasyaC:vibhagnasyamTl:vibhaktasyaP:bhimagnasya

T3.

91dvibabhrama]CPr2:vibrambhramaT1:vibambhramaT3W.

92bvibhramanti]P:vibhramantiCrlT2T3W.

92dvyatiWhatalCrlT3W:vyatiS!hatajPr2.

93apammg7】P:paritangICTIW:patitamgrT2T3.

93ccilamrogalP:viniragaTIT2W:viliragaT3:vinimutraC.

94bsupapinimlPrl:supapi叩加C:supariり町WT2T3.

94cpreSayat]T2T3W:pre9atP:pregayetCrl.

95bsuduhkhini]PIZT3:suduhkhamTIW:suduhkhinIC.

95dbhunjanty]P:bhuk5antyW:bhuktC:SukrantyTl:SuklatyT2:SukratyT3.

96aegasalCP:e"smaTIW:eSasm珈T2:esasmamT3.

96bmanyatha]CP:manyathaTIW:m加yataT2:manyatamT3.

96de§a]CP:eSamTIT2T3W.

97avipakani]CPr2T3:vip晦珈iTIW.

98dcaritavyamlCP:calitevyamTl:calitavyamT3W.

99bsadalCrlTZT3W:mahaP.

99dmsritasyacamsrata]P:m§ritasyaivapiSmtaCrlTZT3:nSritasyaivapiSmtZW.

lOOayenaiva]CPT2T3:yenaivamTIW.

lOObbhunkf]Pr3W:bhukteCTIT2.

102csamagrml]PT2T3:samagIYCTIW.

102cprapyakalamca]CPT2T3:prapyatekalamTIW.

103cddharme画acardhvam]P:dharmapracaraSIhamCrlW:dharmepracarathamT2:dhar-

mapIacarammT3.

103dsamahitahICPrlW:samahitahT2:samahitaT3.

104csabhalokaih]TZT3W:sabhalokaiCrlP.

104dsatyameva]TIW:satyamevamCPT2T3.
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105dSravayatvamlCPrlT2W:SravayeyamT3

106ab]T31ackspadaab.

106aprati5伽tva]CPrlW:pratis伽pyaT2.

106cdharme]P:dharmaCrlT2T3WIIpfati"hapya]CPrlT3W:prati5伽tvaT2.

106dpalanryahprayamatap]CPr2T3:palanIyoprajamutahT1:palanryaprajamatahW.

107cbodhicarimlcorr.:bodhicarimlPr2T3:bodhicaIrCrlW.

107dcapnuyall]CPrlT3W:capnuyatT2.

108ddharmam]T2T3:dharmaCPrlW.

108dpracarayei]corr.:pracarayallP:pracalayahT2:pracarayeT1:prasarayeT3:macaraya

W:pracarayamC.

109dsajanolcorr:sajanaCPrlT2T3W.

l1ObSmvantiSravayanti]CPrlT3W:SravayantiSmvantiT2.

llOcdharmam]PT2T3:dharmaCrlW.

(Coj叩加":)itipretikavad即amsamaptam"]PW:itipretikavadanamsamapta｡〃C:itipreti-

ka(sic!)vad珈amsamaptam"15T1:iti息耐atnam副avad即akathayampretikavad珈amnama

pamcadaSamah"T2:iti§前amam訓圃vadanakathayampIetikanamavadanampamcadaSodhyayaり

"T3.

RAM第15章Pre仙圃vadanaの非重要な異読の報告

明白な書き誤りとして、山のように沢山見つかる校定に無価値な異読が、校定に有用な異読

（系統性のある誤り）を覆い隠してしまうことを恐れ、上記のApparamscriticusとは別に、非重

要な異読のみをここに集めた。以下に挙げるのはC以外の五本の写本(P,T1,T2,T3,W)の非重

要な異読である。写本Cは誤りがあまりに多いため、非重要な異読をいちいち記録することを断

念した('')。

1aathaSokO]athaSokahTl.1bupaguptam]upaguptoT2.1ckmiijalip唾o]krtamjalimgu-

mmT2.2bpunaranyatlpunanyatT2.4dcaivam]cainamT2.4dcara]caI℃T3.5abud-

dhah]buddhoT3.5bsimholsihoTl.7dnagotmmelmahottameP.8anivapakhye]

nik印akhyeTl.8bvijahara]vijayasaraT2.9dvahanall]vahanahT2.10asiddha]siddha

T3.10dtath加yeltathanyaT2.11btapasa]tapasoP.11bbrahmacaripah]brahmacaribhij

T3.12bmaham町盃]m曲夙matyaST3.12cSreS!hinah]SrelIhinaT2、14dpradrak9us]pra-

drakSasT3.15cpuraskrtya]puraskrtyahT3、15dsamupaSritah]samupaSritahT2:

(11）写本Cのみは、他の写本と共通する誤り（系統性のある誤り）だけを拾ってApparams

criticusで報告する、という使い方をした。

－253－



samupaSritaT3.16ddMva]dFkkaT2.17abuddho]buddhahTZ:buddhohT3.19atas-

mimS]伽mmT211samaye]samayaTlllbhi"m]bhikSuT2T3.20byacitvacabahirgatah]

yacitvabahirgataPT2.2Wsthita叩]s伽taT2T3.21cgldhrakme]giddhakmeT3.22c

sticIrandhralsUcnfandhaPIImukha]mu肋豆T2．23bsaInchannalsamchinnaP.23ckankala]

kamkZraT2.23d.圃krtih]｡ﾖkmT2:oakmT3.24bdurgandhame｡]durgamdhime｡T2.

24ctiVratiltiVratTT3.24d°目kitip]・ﾖkmT2.25asvara]svaraT3.25dparyadhavat]

paryyadhavaT2.26aathaⅦ§man]athayu9maT1、26btam]taTl.27cyenaivam]yenaiva

T3、28aayugmatatenalayuSmatantenaT3.28bp騨恒sau]p"osauP、28Cmaudga-

lyayanamlmaugalyayanamT3.29djinam]jinaT1.30bkarma]karmamrmanT1:kamam

T3:kathamT3(marg.).30cyac]yamT3IIsattvaS]stv3T3.30dpapatah]papataT3.33a

弧iSIamladigleT3.33bmaudgalyayano]maudgalyay仰aT211yatij]yatiT3.33dkrtanjalis]

kmnjaliP、34abhagavannlbhagavanT2、34bgdhra]gdhaT1.34cvIkSamnlelv"amnle

piT2.35apretika]pratikaT1、35cdpapamity]papammatyT3・茄cbhadantaham]bhadan-

tohamP.36dpapi51M]papi5!haT1.37cjino'smakamljinasmakamT2T3.38apratiSmtya]

pariSmtyaTZ、38ctatkannaltatkannamT3.38dsamavraje]samavrajetT2.40d

pankaSeSah]pankaSegaP.41ayada]yadvam.41btasyadehopariltadehopariT1.41cvis-

phulimgitam]visphulimgtamP.41dangaralamgalaT2．42csattvaSca]sawﾖcaT2.43b

munrSvarah]mumSvarahT1.43csabhamlsabhaT1、43cdsabhamcapisamd"vacaivamlca

sabhamcapisamd"vaivamcaT2.44amaudgalyalmaudgalyayanaT2IIvak5ye'ham]

vakgyahamT1.44bpura]p皿atT2.44dsamSravaya]samSravayatT3.45bpPatyeka]prate-

kaT1、46d'bhavat]dbhavetT2.47avyadhitaScapi]vyadhitacapiP.49crogam]raganTlll

vardhatelvaldhataT1.5hvaidyalvaidyeTl.51bpratyeka]pratyakaTl.52dtatah]tato

P.54atatraltatahT3.54cgehe]gehaTl.54dsamUpaviSat]samupadiSatT3・55a

ttraivamtamltatreyantamT3.57csamalokya]samalokyeTI、60bmamaitad]tamaitad

T3.60cbhqjanamlbhqjanaP、61aityetat]ityatatTlllprarthite]prarthitamT3.61c

sampratijmya]samtid曲ayaT2:sampratiddhayaT3.62avdho]vadhaT211'smai]smim

T3、63avdhnm]vdhumP.64bku!ilaSaya]kuplaSayahT3.65bmatsarya]mamsaya

T2.65canadrtyalanahJdyaT3、66aadyasmai]adyasmaiT2.66cbhnyaScapi]bhnyah

scapiP:bhmyaScopiT2.66dnityaSo'pi]nityaScapiT1．68avama]camaT2.68bduSta]

du5!oP.70bpatram]p圃伽T3.7M。即晟sarad]oavasaradPIIbahimbahim.71b

nirvikalpikaU]nirvikalpikahT3.71cimamlimamT3.72ae"]e9amT3.72bsvavarcasam]

svavarvasamT3.74atatra]tataT3.74bgIllapatir]grhapatiT2.79avacaり]vacaT3.8k

chaditam]chaditaTl.81ctam]tamT2.82ckarma]markaT2.83cdpapmyabharyaya]

papibharyayaP、84cihammalihomutraT3IIvmaSIasi]vmaS!osiT2.84dtyajyase]tyajase

T3.85bkantaya]kan町ﾖW.85dsvake]svakamT2.86agacchatvam]gacchetvamT3.
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87aityakruSyalityuktvakrusyaT2.88c血話raya]m盃ayaT3.89bpipas3。]pi疵ﾖ。P.

89CSvabhir】§vabhiT3.89dbhagyam加ﾖ]bhakSyam剛ﾖT2.90bkucailika]kucailikahTZ

91bparitapita]paripapitaPT2.93atatah]tatoT2.94a曲armar可asau]曲annarajasoP.

95atato'dyapiltatopapiP.95ckF℃chre頓｡]krcchrap豆｡Tlllomedhyam]｡madhyamT3・Md

bhrami5yati]brami5yatiT3.97cdurgatim]durgatiT1.98ap印ﾖmlvy印amT3.98cpravi-

haya]pravih"iyaT2."apake]pakteT3.100dkarma]karmamT3IIkathamcana]

kathaIncaneT3.102anaSyanti]na§加tiT3IIhilo"@.T2.102dkhalulphaluP.103b

yadiCchatha]yadicchathaT2、104aSastra]§astaT3.104dmamenire]pramanireT3.106a

dharmeldhamlaTl.107bsambhavet]sabhavetT3.108cpraWidh加ena]prati曲珈enam.

11hidamlivamT1IImetyavad副am]metavadanamT2.110Cpapa]papamT3.110dyanti]

yatiPIIsukhavamn]su53vatimTl.

RAM第15章『餓鬼女アヴァダーナ』和訳

w､14-110

その時すべての者たちは竹林精舎の精舎の修行場に来て、集会場の中に坐って、かの

牟尼の王（仏）を見つめました。【14](#1)それから拝礼して敬意を示しつつ、三度の

右篭を行い、［仏を］囲みつつ［仏を］前に置いて、順々に近くに寄りました。[15]

その正法の甘露を飲もうと、喜びつつ合掌して、仏の蓮のような容を見ながら、注意を

集中しておりました。［16］

するとかの世尊・仏は、近坐した彼らを見て、始めも中頃も終わりもすばらしい、聖

なる教えをお説きになりました。［17］その正法の甘露を飲んで、彼ら全員は歓喜させ

られ、それに随喜して、菩提行をなす者となりました。［18］

その頃、自知者（悟りを得た者）である比丘目連は、杖と鉢を持ち、ラージャグリ

ハ（王舎城）に入りました。[19](#2)

そのラージャグリハで食を乞い、［都城の］外に出て、川岸に来て乞食で得た食を食

べてから、そこを立ち去りました。【20](#3）

その後、昼の休息のために、無上の山である霊鷲山の一本の樹の根元に寄り、心を集

中させて坐りました。［21]緋4）

その時ひとりの餓鬼女が、焼けた丸太のような姿で、針の穴のような口の穴をもち、

腹は山のように大きく、［22](#5）まるで燃える火そっくりで、燃える髪の毛に体は覆

われ、身体は痩せて、骨ばかりになった肢体をもち、ぞっとさせる姿で、［23］

全身に糞尿が塗られ、悪臭を放つ糞を食べており、鋭い激痛に襲われ、苦しみ、醜悪な

姿をして、［24］苦悩の叫び声をあ吠泣き叫び、飢えと渇きに悩まされており、かの

目連を見ると、彼の面前に走ってきました。［25］
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すると偉大な方、かの具壽は、その餓鬼が寄って来たのを見て、すぐに前に行き、敬

意を示し、彼女に次のように尋ねました。［26](#6）

「餓鬼女よ、このように餓鬼としてあなたが坊僅うとは、かつてあなたはどのような

恐ろしい罪悪をなしたのでしょうか。私の前で、それをお話し下さい。」［27］

このようにかの具壽に尋ねられたその餓鬼女はその時、突泣しながら、かの目連に頭

を下げて、次のように言いました。［28](#7）

「尊者よ、私は大変罪深く、極悪の者として、苦しみを受けています。どうして私

が［己の］罪悪を語りましょう。あなたの師、勝者にお尋ねください。［29］一切智・

勝者であるかのお方があなたに私たちの業を説明するでしょう。それを聞いて、他の有

情たちも悪をやめるでしょう。」［30］

「そういたします」と答え、かの出家目連はそれから急いで竹林精舎に来ると、中に

入りました。［31](#8）

その時、かの世尊はその目連がやって来たのを見て、「憐れみから、あなたはよくお

いでになられた。善い人よ、いらっしゃい」とおっしゃいました。［32](#9）

このように牟尼の王に言われたかの出家目連は、ただちにかの師に頭を下げて、合掌

しながら次のように語りました。[33](#10)

「世尊、私は今日［昼の］休息のため、無上の山・霊鶯山の一本の樹の根元に寄り、

心を集中させて［そこに］居ました。［34］そこに或る一人の餓鬼女が私の前に走って

きましたので、『あなたはどんな罪悪をなしたのですか』と私はその者に尋ねたので

すb[35]するとその餓鬼女は私の前で次のように語りました。．

『尊師よ、私は大罪人・極悪の者であり、苦しみを受けていますb[36]どうして私

が［己の］罪悪を語りましょう。善逝（仏）・師にお尋ねください。一切智・勝者であ

るかのお方があなたに私どもの業を説明するでしょう』と。［37］

『そういたします』と私は答えて、それからここに来たのです。彼女の『業の連

繋』(karmaplotika)を尋ねるため、あなた様に会おうと、やって来ました。[38]

尊師よ、餓鬼女となって祐僅いながら糞便を食べるとは、いったい昔どんな業を彼女

は作ったのでしょうか。［39］彼女が見ただけで、その瞬間にあらゆる沼池がいちめん

泥だけ残して干上がってしまうのです6【40］雨が降る時にはいつも、彼女の体の上で

は火花を散らす［焼けた］炭の雨がたちまち落ちます。［41］彼女がなした罪悪をどう

かお教え下さい。それを聞いて他の有情たちも悪徳をやめることでしょう。」［42］

このように彼が願うのを聞いて、覚者・かの牟尼の王は、その目連と集会の衆を見

て、次のようにお説きになりました。－[43](#11)

目連よ、聞きなさい。かつて彼女がしたことを語りましょう。それを聞いて、説示の

時に世間の人々に、同じ様に聞かせなさい。［44］
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昔、有名なカーシーの都城に、自知者（悟りを得た者）たる独覚(pratyekabuddha)

がいました。林住者であり、心堅固な方であり、劣弱な者や惨めな者たちを憐れまれる

方でした。[45](#12)

ある時その方は自らの運命により、労咳(kgayaroga消耗の病）に罹りました。感官

は衰え、体は衰弱し、四肢の力が弱まり、痩せました。［46](#13）病気のその方は、世

の人々を益せんと欲して、乞食のために、ゆるゆると進んでベナレスに入りました。

[47］

其処で或る賢い医師が、道をゆるゆる進む彼を見て、労咳にかかっていると思い、次

のように言いました。［48](#14）

「もし、比丘よ！あなたはどこに行かれ、ここに何をしに来られたのですか。身体中

であなたの病は増進しますbそれ故、どこにも行ってはなりません。」［49］

このようにその医師が話した時、独覚は言いました。「おお、医師よ、病を消すため

に適した薬を私に下さい。」［50］

このようにその独覚から請われると、彼は「よろしい」と言って、その出家のために

適した薬を処方しました。[51]

「出家よ、お聞きなさい。あなたの病を消すため、益になる事をお教えしますb[薬

として、滋養のある］体に適した食事(sampreya-bhQjanam)を摂りなさい。それで健康

を取り戻すでしょう。」[521

このように彼が教えると、その出家は注意を払って聞いて、「わかりました」と答

え、その［食事］を乞うために［街を］歩きました。［53］

その［街］でかの独覚は、正しい(pathya)体に適した食事を乞うため、一人の善良

な資産家の家を訪れました。［54](#15）

その［家］では、こうしてやって来た彼を見て、その家長は喜んで、直ちに招き入れ

て、お辞儀して次のように言いました。［55](#16）

「さあ出家よ、こちらにいらっしゃい。ここに何かご用ですか。何のために来られた

のですか。それをお教えください。」［56］

このように彼に求められると、その独覚である出家は、その家長を見ながら、弱い声

でゆっくり語りました。［57］

「善良な方よ、あなたに健康がありますように。至るところ、幸せがありますよう

に。希求された目的において、悟りの成就において、達成がありますように。［58］私

は労咳に苦しんでいますbそのため私の病をよく消除するために『正しい、体に適した

食事を［摂るように］』と医師に教えてもらいました。［59］それ故、善良な方よ、憐

んで、私のこの病を消すため、体に適した食事を私に下さい、［あなたの］信心によっ

て。」［60］
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このようにその［食事］を彼に求められたその家長は、同情心に苦しみつつ、「わか

りました」と承諾して、妻に次のように言いました。[61]

「妻よ、お前はこの出家に、正しい体に適した食事をあげなさい。この方の労咳をよ

く消除するために、与えなくてはなりません。」［62］

このように妻に命じてから、その家長は外に出て行きました。［外で］友人たちと一

緒に、なすべき仕事に忙しく没頭していました。【63］

家長のその妻はねじれた心をもち、妬みの火が体に燃えさかっており、傲

り(mana)と樫實(mmarya)を内に抱いていました。[64](#17)

彼女はその出家比丘を見て、樫食に激しく動かされた心で、一族の慣習法(kula曲ar‐

ma)を顧慮せ説心中でこう考えました。[65]

「もし今日私がこの者に正しい、体に適した食事を与えれば、今後もこの者は欲し

がって、しょっちゅうやって来るに違いない。［66］この欲ばりな者がもう二度とここ

にやって来ないように、手を打って、この者を森に追い払ってやろう。［67］

このように決意して、その極悪な、罪深い心をもつ美人は、ただちに鉢を受け取る

と、家の奥に入りました。[681(#18)其処ですく、に鉢を自分の糞便で満たすと、食べ物

をその上に置いて、彼に与えるため戻ってきました。［69］そしてその女は自ら鉢を

持って素早く近寄って、喜んでその独覚に与えると、外に去りました。［70］

疑うことを知らない、真っ直ぐな心のその独覚は［受け取ってからようやく］その鉢

が悪臭を放つことに気づいて、こう思いました。［71](#19）「あの若おかみは、鉢中の

自分の糞便を食べ物で隠して、それを私に与えて、外に去った。」［72］

こう思い、彼はその鉢を捨てて、外に立ち去りました。沐浴・洗浄など行ってから、

別の人の家に行きました。［73](#20）

其処ではその出家がやって来たのを見て、別の資産家は喜んで、彼が望むとおりに、

彼に体に適した食事を与えました。［74］するとその独覚は体に適した食事を得るとす

く鹸さま其処を出て、自分の修行場に赴きました。［75］その［修行場］で池の傍に坐

り、体に適した食事を食べました。すぐ・に病気から解放されて無病となり、健康に戻り

ました。［76］

さてかの邪悪な美人は、その出家が出て行くのを見ると、すぐ、に自分の家に戻り、門

を締めて、［門の所に］留まっていました。［77］その時、彼女のその夫が自分の家に

戻って来て、「お前、なぜそうして立っているのだい」と妻に尋ねました。［78］

夫のその言葉を聞くと、その愚かな美人は、夫を見て笑いながら、このように言いま

した。［79］

「旦那さま、今日私が与えた鉢が、糞で満たされ、食べ物で隠されているのを知っ

て、一人の出家が［それを］捨てて、去りました。」［80］
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このように彼女が語ったのを聞くや、彼は激怒し、その己が妻を怒鳴りつけ、叩い

て、非難しました。[81]

「ああ、罪深い女、お前は恥を知れ！お前がこんなことをするなんて！どんな別の堕

地獄の行為をも［お前が］しないことがあろうか、悪女よ！[82］ああ、このように、

この輪廻において､こんな邪悪な妻と一緒になった人生を私が生きようとは！[83］お

前は、一族の法(kuladharma)の名誉を壊す女、自分と他人を自ら滅ぼす女、この世で

もあの世でも破滅した女だ。美しくても、私はお前を捨てる。184]こんな罪悪をやっ

てのける妻は、美人でも私には要らない。お前は完全に捨てられた。だから、早く自分

の家から出て行け。［85］出て行くなら早く出て行け。さもないと私はお前を殺すbだ

から、お前は私への愛を捨てて、ここを立ち去れ。どうしてお前に暴力を振るう必要が

あろう。」［86］

こう、家長は悪女であるその美人を怒鳴りつけ、首筋を掴むと力ずくでこのように家

の外に追い出しました。［87］

このように夫に追い出されたその邪悪な心の女は、寄る辺もなく、絶望して、家の中

庭に身を置いて、留まっていました。［88］其処でその若い女は、飢えと渇きに苦しめ

られ、鋭い牙をもつ犬たちに絶えず吠えられ、攻撃され、［891そのような過度の［苦

の］感受に襲われ、髪はざんぱらに解け、濫棲を着て、まるで幽鬼（肋nm）のよう

に、苦しみ鬘れた体で、至る処で脅かされながら、［90］寄る辺なく、絶望し、飢餓の

火に焼かれ、杖にすがって、乞食のために家を一軒一軒回りました。[91]このように

あらゆる所で家々を巡り歩き、疲労困腫し、難儀してやっと食べ物にありついては、食

べながら、立っていました。［92］

その後、折癬に全身が覆われ、重い皮膚病に罹り、膿を流して、久しく病に苦しんで

から死に、閻魔の住まいに行きました。［93］其処で法王（閻魔）は彼女を極重の悪女

と見なし、懲罰において、［彼女を］ただちにかの餓鬼の住処（餓鬼界）へ行かせまし

た。［94］

その後、今日においてもその女は餓鬼女となって、とても苦しみ、難儀して糞便にあ

りついては、それを食べながら、このように祐復い歩いています。［95](#21）この罪深

い女には実にそれ以外の別な状態があるとは考えるべきではありません。そのように苦

しみに焼かれながら、この者は久しく佑裡い続けるでしょう。【96］

このように業果を味わいながら、生き物たちは［輪廻を］坊僅っています。罪悪によ

り悪趣に赴き、福徳により善趣に赴きます。［97](#22）このように認識して、悪い行為

と［善悪が］混在した行為を捨離して、常に絶えず善行をなしなさい。［98］

白浄の業が熟する時、常に楽がありますb罪悪には苦がありますb同様に［善悪］混

じった行為には［楽苦が］混じった［果］があります。【99］或る者が作った業は、そ

の者のみがその果を味わいます。業が味わわれずに、どこかで消滅してしまうことは決
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してありません。[1M]業は火に焼かれることもなく、水に濡れることもなく、風に

乾澗らぴることもなく、土の中で滅することもありません。[101]十億劫を経ても、

業が滅することはありません。［条件が］集まり揃って、時を得れば、生きる者たちに

果報をもたらしますb[102]このように考えて、この輪廻で絶えざる幸せを願うなら、

あなた方はいつも一心に白浄の法を行じなさい。［103］

－このように師（仏）が教示されると、それを聞いてすべての比丘たちは、その集

会場の人々 と共に、「実に真実である」と思いました。［104](#23）

－以上、私が師から聞いたことを、私はあなたにお話ししました。大王よ、このよ

うに聞いて、あなたも民衆に聞かせなさい。［105］自ら法の上にしっかり立って、民衆

を教化して、白浄の法の上にしっかり立たせて、努力して［民衆を］護りなさい。

[106]そうすればあなたにこの世でもあの世でもいつも幸せがあるでしょう。次第に

菩提行を満たして、悟りに達することでしょう。［107］大王よ、このように考えて、三

宝に帰依し、悟りへの誓願により、法を世間に広めなさい。[108]

－このようにウパグプタ比丘が教え諭すと、［アショーカ］王は真実をその通りに

認識して、人々 と一緒に喜びました。[109]

この『餓鬼のアヴァダーナ』(pretyavadana)を聞く者たち、聞かせる者たちは、悪

をやめて、教え（法）を行い、スカーヴァティー（極楽）に赴く。［110］

以上、『餓鬼女アヴァダーナ』(Pretikavadana)終わる。第15章。

第4節AⅧd珈鵡ataka第44章Varcagha帥とRAM第15章の比較

上の節でテキストと和訳を示したRAM第15章Pretikavadanaの原話であるAv§第“章

の全訳を次に示し、その後に、それらのRAMとAv§の二つのテキストを対照させてみ

たい。

アヴアダーナ・シヤタカ第44章『糞の鉢壷』(Varcagha@an)和訳

SPEYER,vol・I,pp､252-255

＃1仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳に恵まれた者であり、衣服・施食・臥具坐

具・病気治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、

ラージャグリハ（王舎城）にある竹林園、栗鼠養餌処［精舎］に滞在しておりました。
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＃2具壽大目連は午前に身支度をして、鉢と法衣を持って、ラージャグリハに托鉢す

るため入りました。

＃3ラージヤグリハで托鉢行をし、食事をすまし、午後に托鉢から戻った彼は、鉢と

法衣を片付け、霊鷲山に赴きました。

桝着くと、霊鶯山の奥に入り、或る一本の樹の根元に寄り、昼の休息(divavihara)

のために坐りました。

梢その時具壽大目連は、餓鬼女を見ました。焼けた丸太のような姿で、裸で、自分

の髪と体毛に覆われ、針の穴のような［小さな］口をもち、腹は山のように大きく、焼

かれ燃え燃焼し、一つの焔の塊となって炎上しながら、苦悩の叫び声をあげていまし

た。渇きに悩まされ、鋭く荒々しく激烈で意に適わぬ、苦痛の感受を得ており、臭く、

ひどい悪臭を発し、まるで糞便そのものの如くであり、また糞を食べており('2)、そ

れ（糞）すら苦労してやっと［食物として］ありついていました。

＃6具壽大目連は戦櫟し、餓鬼女に尋ねました。「あなたは一体いかなる罪悪をなし

たため、このような果をあなたは得たのですか。」

＃7餓鬼女は答えました。「尊師大目連よ、私は罪悪をなした者ですbこの事を仏・

世尊にお尋ねしなさい。かのお方があなたに私どもの『業の連繋』(kannaploti)を説

明するでしょう。それを聞けば、他の有情たちも、この世で悪をやめるでしょう。」

＃8具壽大目連は世尊のもとに赴きました。

＃9その時、世尊は独坐［の状態］から出立され、四衆に対して純粋な蜜蜂のように

甘美な甘美な教えを説かれました。数百人の会衆は諸感官の動きを抑えて（気を散らす

ことなく）、世尊から甘美な甘美な教えを拝聴しました。その後に、先に挨拶をされる

方・人を和ませるように語る方である諸仏・世尊たちは『さあいらつしやい、よくおい

でになられた』と［歓迎の言葉を］述べ、先に微笑まれるのです。其処で世尊は具壽大

目連に次のように語りました。「大目連よ、いらっしゃい。あなたはよくおいでになっ

た。大目連よ、あなたが今来られたのはなぜですか。」

＃10大目連は答えました。「尊師よ、私は餓鬼界を巡遊してから、こちらに参りまし

た。そこでそこで私は餓鬼女を見ました。焼けた丸太のような姿で、裸で、自分の髪と

体毛に覆われ、針の穴のような［小さな］口をもち、腹は山のように大きく、焼かれ、

燃え、燃焼し、一つの焔の塊となって炎上しながら、苦悩の叫び声をあげていました。

渇きに悩まされ、鋭く荒々しく激烈で意に適わぬ、苦痛の感受を得ていました。［彼女

が］見るや否や、河も井戸も干上がります。雨が降る時は、彼女の上では火花を発す

(12)SPEYER本はB写本に基づき、varcoharamと読むが(p.253,1.2)、EDGERTONはvarcoh伽の

語形を認め談varc汕園raと読むべきとする(BHSD,s.v.varc曲囿ra)。意味は「糞を食べ物とする

者」(varcas+ahara,Bhvr.)。
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ろ［焼けた］炭となって落ちますb臭く、ひどい悪臭を発し、まるで糞便であるかのよ

うであり、また糞便を食べており、それ（糞）すら苦労してやっと［食物として］あり

ついていました。

彼は語りました。［韻文：］

苦悩の声を叫びながら、苦の感受を味わっています(13)。

苦しみつつ、糞溜めがある所へ走ってゆき、「糞を飲みたい、食べたい」と思い、

それを苦労して得ていますb

これほど恐ろしい苦しみを受けるとは、彼女は［かつて］人世で一体どのような

恐ろしい罪悪をなしたのでしょうか。

#11世尊はおっしゃいました。「目連よ、かの餓鬼女は罪悪をなしたのです。あなた

は彼女の『業の連繋』を聞きたいですか。」「尊師よ、その通りです。」「それでは目

連よ、聞きなさい、しっかりと［話に］思念を向けなさい。話しましょう。－

＃12目連よ、昔ベナレスの都城に或る一人の独覚（辞支仏）がいました。劣弱な者や

惨めな者たちを憐れみながら、人里離れた辺地に臥具坐具を用いて暮らす方でした。

#13彼は病にかかり、ベナレスに托鉢に入りました。

＃14その折、［彼を見かけた］医者が彼のために［滋養のある］体に適した食事

(sampIcyambhqjanam)を処方しました。

#15彼は或る一人の長者の家に赴きました。

＃16その長者は［彼を］見て尋ねました。「聖者よ、何か必要なものがございます

か。」彼は答えました。「家庭の［滋養のある］体に適した食事が必要なのです」。

そこで長者は妻に命じました。「体に適した食事を聖者に与えなさい。」

#17その時彼の妻に樫貧の心(matsarya)が生じました。「もし今日この者に食事を

与えたら、明日もまたやって来るだろう。」

#18彼女は［家の］隅に引っ込むと、鉢の中に糞便を満たし、その上を食べ物で覆っ

て、その独覚に与えました。

(13)SmYERは脚注で(I,p.254,fi'.1)この詩節には前半部分が欠けていて、そこにはnagna

svakefasamchannaのようなp圃曲で開始されていたかも知れないと推測する。しかしこれは一つの

憶測であるので、SPEYERは本文においてその箇所を空白のままにしている。VAIDYA版ではこの

S"YERの意見をさらに進めて、padabとしてasthiyantravaduccmt5をも付け加えて、本文テキスト

にnagnasvakeSasamchannaas伽yantravaducchrital(裸で、自分の毛で［体を］覆い、骸骨のよう

に高く直立して）としてpadaabを補う。しかし蔵訳を見ると、梵文写本と同様な形なので、そ

のため句が欠落している明白な証拠はない。もし欠落があったとしても、少なくともVAIDYAのよ

うに安直な形で句を補うことには疑念を抱かざるを得ない。ここでは欠落した形のまま訳した。
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＃19声聞・独覚たちは、精神を集中しないと［真実を見透す］知見が起こらないもの

です。その方は［気づかずに］受け取りました。受け取ってから、それが悪臭を放つこ

とに気づきました。「あの女は糞便を［鉢に］満たしたに違いない」と思いました。

＃20そして、その偉大な心の方はそれを片隅に捨てて、立ち去りました。

#21世尊はおっしゃいました。「目連よ、どう思いますか。まさにその時、長者の妻

であったその女が、かの餓鬼女なのです。彼女はそのような罪悪をなしてから、それ以

後いつも地獄・畜生・餓鬼に生まれては、糞便を食べているのです。

＃22それ故、その餓鬼女が有した、そのような罪過があることがないように、目連

よ、あなたは樫貧を捨離するよう、努力しなさい。目連よ、このように学びなさい。一

＃23このように世尊は説かれました。感激した具壽大目連と他の神・アスラ・ガル

ダ・キンナラ・マホーラガ等は世尊のお説きになった［教え］を喜んで受け入れまし

た。

以上がAv§第44章『糞の鉢壺』(Varcaghalah)の全訳である。

女が沙門の乞食の鉢の中に糞便を入れてその上に飯を置いたというモチーフの並行話

としては、旧雑書験経巻下、（42)話(T4517b)がある。旧雑書嚥経の話では、その報い

として悪女の口中と身体から悪臭が発し、人々 は彼女を見て走って逃げるようになり、

死後は沸犀地獄に堕ちたという。そして数千万年の間、三悪道を展転した後、女は再び

人間界に生まれるを得たが、常に大便を食べたいと思い、夜中に起きて大便を盗み食い

していたので、怪しんだ夫が覗き見し、その行為を見てしまったという。

では先と同様に、以下にこのAv§第44章とRamavadam湖第15章（略号R15)との対

応を示すための対照表を挙げたい。記号の○はAv§の内容がR15の詩形改稿において膨

張している箇所を示すb◎は異常に膨張している箇所を示す。

#li.252.2-6buddho=R15w､5-180

#2i.252.6-7athayuSm加=R15v.19

#3i.252.7-8rajagrhamp坤頓ya=R15v.20

桝i､252.8-9upasamkramya=R15v.21

梢i､252.9-253.2thayu5man=R15vv､22-25

#6i.253.2-4drstvaca=R15vv.26-27

#7i.253.5-7metmha=R15vv､28-30

#8i.253.7athayugm加=R15v.31

#9i､253.8-12tenakhalusamayena=R15v､32

#lOi､253.12-254.8m曲罰maudgalyayana=R15vv.33-42

#11i.254.9-10bhagav加aha=R15vv.43-44
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#12i.254.11-12肋ntaparvam=R15v､45

#13i.254.12savyadhito=R15vv､46-47

#14i.254.12-255.lyavadasya=R15w､48-530

#15i.255.1sayenanytamasya=R15v､54

#16i､255.1-3fnacaSI℃sthina=R15vv.55-630

#17i､255.3-4athatasya=R15vv､64-67

#18i､255.4-5tayaekantam=R15vv､68-70

#19i.255.5-7asamanvahJtya=R15vv.71-72

#20i.255.7-8tato'sau=R15vv.73-940

#21i､255.9-llbhagav副aha=R15w､95-96

#22i､255.11-12tasmattarhi=R15vv､97-1030

#23i､255.13-14idamavocad=R15v.104

以上の二つのテキストの対照を見ると、R15の韻文テキストはAv§第44章に基づいて

その再話がなされており、その原話の内容の順序どおりに語りを行っていること力確認

できる。ただし章の最初と末尾にあるウパグプタ長老とアショーカ王の対話という話の

外枠の部分(R15vv.1-4,105_110)はAvsには無い。

Avsの#1の相当箇所で、その原話のAv§の内容がR15において(vv.5-18)膨張してい

る理由は、仏の説法に集まった聴衆を詳しく記述するためである。仏を中心にしてその

周囲に様々な人の集団や神の部族が配置される一種の曼茶羅のイメージの発想から、

R15はここで詳しく聴衆をグループに分けて描いているように思われる。

Av§の#14の相当箇所で、原話のAv§の内容がR15において(vv.48-53)やや膨張して

いる理由は、医者が独覚のために食事を処方する有様を、より生き生きと具体的に、両

者の対話という形で表現しているからである。

Av§の#16の相当箇所で、Avsの内容がR15において(vv.55-63)やや膨張している理

由は、長者と独覚の間に交わされた会話を、挨拶を含めた、より日常的な会話に近いも

のにしているからである。

Avsの#20の相当箇所で、Avsの内容がR15において(vv.73-94)異常に膨張している

理由は、Av§には無かった次の(a)～(d)の内容を新たに話に付け加えたからである:(a)

独覚は別の長者の家で体に適した食事を手に入れて健康を恢復したこ

と(vv.73-76)、(b)悪い妻の仕業を聞いた夫の激怒と離縁・崩逐(vv.77-87)、(c)崩逐

された妻がその後味わった悲惨な生活(vv.88-92)、(d)妻は病死した後に閻魔に裁かれ

餓鬼界に落ちたこと(w.93-94)。

Avsの#22の相当箇所で、そのAvsの内容がR15において(vv.97-103)少し膨張してい

る理由は、RAMの他の章にも見られる、業の教義を念押しするためのお定まりの表現

－264－



（これはもともとAvsに頻出する定型句に由来する）が、ここで繰り返されているからであ

る。

R15とS30の比較

R15とS30の二つの話を比較すると、文体等の同質性(homogeneity)が極めて高いこ

とを感じる。恐らく同じ作者の手によるものと思われる。このことはRAMとSMRAM

の諸章が本来同じ作品に属していたらしいことを示唆する。

二つの餓鬼女の話を比べてみると、原話のAvsでは、二話に出てくる餓鬼女の間で、

その存在の苦しみには大した差が無い。しかしR15とSSOの、アヴァダーナ・マーラー

における再話においては、同じ二話に出てくる餓鬼女の間で、運命的な相違が非常に大

きくなっている。一方には救いが示されて、他方には救いが示されない。R15の話を読

むと気づくことは、先のS30において(w.65-lO7)説かれる餓鬼女の未来における救済

が、R15の話の餓鬼には一切語られていないことである。同じ餓鬼女という存在であっ

ても、アヴアダーナ・マーラーの作者から見れば、R15とS30の二つの話に出てくる餓

鬼女は犯した罪行の性質が全く異なると考えられたので、両者を同じように扱うわけに

はゆかなかったのであろう。餓鬼界は樫貧によって堕ちるとされるが、このふたりの餓

鬼女の場合、樫貫に駆られて行った別の悪行が問題になる。仏・法・僧の三宝のうち、

SWの女は、法と僧を誹誇した。R15の女は仏を侮辱した。その差は大きい。

インドでAvS.が作られた時代には業が重視されたが、ネパールでアヴァダーナ・

マーラーが作られた時代には、むしろ仏への信仰心の方が重視された。仏への信仰があ

る時には、仏の恩寵によって悪業も消滅するという大乗仏教的な信仰が、アヴァダー

ナ・マーラー作成の時代の仏教者には強くなっていた。その信仰心という点から見る

と、アヴァダL_ナ・マーラーの作者はAv§の原話を尊重しつつも、二つの話に出てくる

二人の女の運命には大きな違いがあると考えたのであろう。独覚(pratyekabuddha)は

尊い仏の一種である。R15の悪女は、最高の福田である仏に侮辱的な振舞をした。

R15を読む時、それを作ったアヴァダーナ・マーラーの作者が、AvS.の原話に出てく

るこの独覚の鉢に糞を盛った悪女に対して、強い憤りを感じていたであろうことを感じ

ざるを得ない。特にR15のAvS#20に相当する付加増広部分に出る、夫が妻を怒鳴りつ

ける激しい言葉(vv.82-86)の中に、私たちはR15の作者が抱く仏の不信心者への激し

い怒りの思いを十分に聞き取ることが出来る。その付加増広の箇所では、この悪女力源

話のように死後に業報によって餓鬼女になって苦しむだけでは足りず､生前に資産家の

夫から離縁され、家を追い出されホームレスとなり、死ぬまでに大変な悲惨さの中で苦

しむという、やや加虐的な趣きのある記述が大きく追加されている。この膨張部分がも

つ相当に加虐的な性格は、この法話を聞いて信心深い聴衆たちが感じるであろう悪女へ

の報復の思いを、聴衆に代わってストーリー自体の中でうまく解消したいと作者が考慮
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したのかも知れない。R15の作者はこの悪女がAvsの原話よりももっとひどい罰を受け

るように話を膨らませ、しかもこの餓鬼女に対しては話の最後に仏からの救済の道を用

意しなかった。R15の第96詩節ではこの餓鬼女を救済から永久に突き放すような言葉が

出てくる：「この罪深い女には実にそれ以外の別な状態があるとは考えるべきではあり

ません。そのように苦しみに焼かれながら、この者は久しく坊僅い続けるでしょう」。

考察の締め括りとして、今回紹介した二篇の餓鬼女のアヴァダーナについて、背後に

ある思想に注意してみると、強い信心の見返りとしての仏の恩寵による罪業消滅の思想

が、原話のAvsよりも再話のアヴァダーナ・マーラー文献の方が、はるかに強まってい

ることが感じられる。Av§が強調するのは自業自得の原則による業の恐ろしさである

が、アヴァダーナ・マーラーの作者はむしろ、餓鬼が餓鬼界の恐ろしい境遇から救済さ

れるためには、仏を億念し仏に信心をもつことが肝要であると考えていたようである。

S30の第86詩節では、餓鬼女が次のように仏に祈る：「愚かな心で私は罪悪をなしまし

たが、その罪行のすべてを、庇護者よ、今ここで消滅させてください」(yaccapi

prakrtampapammayammhenacetasa/tatsarvaInduSkrtamnatha順§ayatvamihadhun豆"）。

この詩節に、「仏の恩寵によって罪が消滅する」という思想が明白に出ていることは否

定しがたい。アヴァダーナ・マーラーの作者は、「本人が業を味わうまで、その業は永

遠に決して消滅しない」という、Avsの業の立場に忠実な主張を章末に必ず繰り返し行

う一方で、Av§に相当箇所がない自由に書き加えた箇所においては、このような業の消

滅の思想を語っているのである。どちらがアヴァダーナ・マーラーの作者の本音かとい

えば、後者のようにも感じられる。しかし現代人にとっては矛盾するように感じられ

る、業報必至の思想と滅罪の思想とは、作者にとっては何ら矛盾のない、彼が属する時

代・地域の仏教のシステムの中では整合性がとれている思想なのであろう。その整合性

の具体的なあり方を今後もさらに他の説話を通して注意深く見てゆく必要がある。ネ

パールのAv§系列のアヴァダーナ・マーラー文献を作成した作者の意図は、小乗上座部

系の部派が強調した業果必然の思想に基づくAv§という業報文献を、大乗仏教的な信

仰（特に浄土信仰）とうまく調和させながら、聴衆にわかりやすく解き明かし、聴衆を

彼力帽奉する大乗と小乗が矛盾なく組み合わされた修行道へ導くためにあったのではな

いだろうか。

※本研究は科研費（19520052）の助成を受けたものである。
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